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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一　ハード・トゥ・キル









　オレンジ色に塗ぬられたバンタイプの電気自動車が、静かな吐と息いきをたてて停てい止しした。

　上部には回転式の赤せき色しよく灯とう、側そく面めんには〈厚こう生せい保ほ護ご局きよく〉の文も字じが日英二か国語でペイントされている。しかし、ある者は、このペイントに隠かくされたかつての文字と忘わすれかけていた悪あく夢むの時代を思い出し、嫌けん悪おの表情を浮うかべるだろう。

　十五年前、地球衝しよう突とつの直前で破は壊かいされた小しよう惑わく星せいがもたらした流りゆう星せい雨う。その閃せん光こうを浴あびた人々は、それまでフィクションとしてしか認にん知ちされていなかった超ちよう能のう力りよくを覚かく醒せいさせ、欲よく望ぼうのままにその《力》を行使した。やがて、世界は未み曾ぞ有うの混こん乱らんに陥おちいり、内戦と国家間紛ふん争そうが繰くり広げられる暗黒期へと突とつ入にゆうしていった。いわゆる世界暴ぼう動どうである。

　数年の混こん沌とんの後のち、ようやく秩ちつ序じよを回復した国々は、国連平和会議において世界暴動の原因ともなった《能力者パワーズ》の管理と抑よく制せいを全ぜん加か盟めい国こく一いつ致ちのもと、世界新法として遵じゆん守しゆすることを採さい択たくした。

　脳のう外げ科か手術による能力抑制チップの埋うめ込み──拒きよ絶ぜつは許ゆるされなかった。抵てい抗こうや逃とう亡ぼうを企くわだてる《能力者パワーズ》に対たい処しよするため、長く警けい察さつ局きよくが強制収しゆう容ようの役割を担になった。

　管かん轄かつが〈厚生保護局〉へ移い行こうしたのは、ほんの二、三年前である。担たん当とう局きよくが代わっても役割は同じだった。但ただし、収容対たい象しよう者しやは、流星の光を浴びた第一世代から、その子供たちである第二世代へと移うつっていた。同時に、かつては、けたたましいサイレンと警察車両を伴ともない、昼夜の別なく走り回っていた収容専用車も、世情不安を煽あおらぬようにとの配はい慮りよから深夜にひっそりと任にん務む遂すい行こうするようになった。

　時刻は、午前三時を少し過すぎたところだった。まさに、〈厚生保護局〉収容専用車の活動時間帯。しかし、オレンジ色のバンが停止した場所は、街まち中なかでも、〈収容所〉の敷しき地ち内ないでもなく、臨りん海かい区くの外はずれに位置する広大なコンテナ基地の只ただ中なかだった。

　照しよう明めいは、まばらに点ともる水銀灯と頭上に浮かぶ月明かりのみ。コンテナ基地といっても、中身の抜ぬかれた空からっぽの一時保管所だから、防ぼう犯はんのための設せつ備びや人手はほとんど必要ない。

　やがて、バンのライトが不自然に瞬またたいた。モールス信号の合あい図ず。

　応こたえは、二分後に返された。フィルムを張ったバンのウインドウをコツコツと叩たたく音。

「ごくろうさん」

　パワーウインドウが下がり、運転手が上体を乗り出した。

　黄色く染そめた長ちよう髪はつを後ろで束たばねた青年。笑えみを湛たたえた垂たれ気ぎ味みの目で、突つきつけられた銃じゆう口こうとその持ち主を交こう互ごに見やる。

「……前の野や郎ろうと違ちがうな」

　警けい備び会社の制服を着た男が言った。日本人ではなかった。英語に米国南部独特の訛なまりがあった。旧千ち葉ば県木き更さら津づ市──現キサーズシティは日米合同統とう治ち区くであるから外国人、殊ことに白人は珍めずらしくない。だが、男の口くち振ぶりと全身に漲みなぎる殺さつ気きは、彼が辺へん鄙ぴなコンテナ基地の警備を務つとめるような人物ではないことを物もの語がたっていた。

「人事異動さ。伝えといたはずだけど？」

　威い嚇かくの目を向ける男に臆おくする様よう子すもなく、青年が答えた。

　がちゃりと、後部ドアが開かれた。別の警備員が二人、いつの間にか車の後ろに回っていたのだ。どちらも白人。一人が荷を調べ、もう一人が短機関銃を胸むねに抱だき、見守っている。

「いつもより、荷がでかいぞ──」

　英語の声が車内に響ひびいた。こちらには訛りはなかった。

「──それに、たったの一人だ」

「どういうことだ？」

　南部訛りの白人が、青年を睨にらんだ。

「《能力者パワーズ》の素そ養ようを持つ未成年者……毎回、何人も調ちよう達たつできるわきゃねえだろ？　こちとら、一応役所なんだぜ。孤こ児じだけリストから除じよ外がいしたり、矯きよう正せい手術の失敗で死し亡ぼうしたことにしたり……色々工く夫ふうしてるが、最近チェックが厳きびしくてよ。ンな時に無理してバレてみろ。終しゆう身しん刑けいは確実だ。人身売買は重じゆう罪ざいだからな」

　青年が溜ため息いきをついてみせる。

「てめえの事情など知ったことじゃない。相応の報ほう酬しゆうは支し払はらっているはずだ。なのに、商品の質を落としやがって──」

「質が落ちただと？　おいおい、バカ言うのは荷を見てからにしろよ」

　青年の言葉を受け、後部荷台の警備員が拘こう束そく袋ぶくろのチャックを開き、ライトを当てる。

「……女」

　呟つぶやき、警備員は息を吞のんだ。

　閉じたまぶたを縁ふち取どる長い睫毛まつげ、すっと通った鼻はな筋すじと引き締しまった小さな唇くちびる、そしてそれらを囲かこむ儚はかなげで繊せん細さいな輪りん郭かく──散ざん切ぎりの黒くろ髪かみに包つつまれた美しい顔が光の輪の中に浮うかんでいる。

「女じゃねえよ。俗ぞくに言う、美少年って奴やつだ。確たしか、あんたらのボスってこういうの好きだったろ？」

「余よ計けいな口は利きくな。〈先生ドクター〉に刻きざんでもらいてえのか？」

　青年の顎あごに銃じゆう口こうを押おしつけ、男が凄すごんだ。

「冗じよう談だんですよ、冗談」

　小さくホールドアップしながら、青年は運転席へ引っ込んだ。

「──よし、降おろすぞ」

　バンが揺ゆらぎ、少年の入った拘束袋が荷台から運び出される。

「今回は大目にみてやる。次は必ず三つ以上持って来い」

　銃を構かまえたまま、白人が後退あとずさった。

「へいへい、仰おおせのとーりに」

　閉じていくパワーウインドウの向こうから青年が返した。

（三つだと……人間は野や菜さいじゃねえぞ）

　青年──エイジは唇を嚙かみ、アクセルを踏ふみ込んだ。

　電気自動車が急起動の唸うなりをあげ、コンテナの山が落とす闇やみの中へと消えていった。




　　　　◆




　チャキチャキと刃は物ものをぶつける音が、少女を浅い眠ねむりから呼よび覚さました。

　真上から差す光に手をかざそうとしたが、身体からだが動かない。少女はまぶたを開け閉めしながら、辛かろうじて動く頭を右へ傾かたむけた。

　白タイルの床ゆかと鏡かがみ張ばりの壁かべ。濡ぬれた床から漂ただよう、消しよう毒どく用ようアルコールの匂におい。目覚める前まで閉じこめられていたコンクリートの部屋ではなかった。

「あーら、起きちゃったんだー、美み貴きちゃん？」

　名前を呼ばれ、声のする反対側へ顔を向ける。

　手術着姿の男が、小さな刃物を両手に握にぎり立っていた。左右には、同じ格かつ好こうをした二人の看かん護ご婦ふ。どちらも滑こつ稽けいなほどの厚あつ化げ粧しようをしている。

「ええっと、搬はん入にゆうは七日前。年は十歳さい。素養は超ちよう聴ちよう覚かく……んもう、テレパシーって書きなさいよ、紛まぎらわしいっ」

　右の看護婦が持つカルテを覗のぞきながら、男が顔をしかめる。飛び出しそうなギョロ目に、げっそり瘦やせた青白い頰ほお、薄うす紫むらさきのルージュを引いた大きな口。まるで、御粧おめかししたゾンビだ。

「最近は精せい神しん感かん応のう力りよく者しやばかりだねぇ。しかも、《力》が弱っちいからサンプルとしてはＣ級どまり。ま、いいわ。他の部分は高く売れるしね。養よう殖しよくよりも、天てん然ねん臓ぞう器きにこだわる金持ちがいっぱいいるから」

　男は首を振ふり、看護婦にカルテを下げさせた。

（テンネン……ゾウキ……？）

　言葉の意味がわからず、少女──美貴はきょとんとした目で男を見つめた。

「心しん配ぱいしなくていいのよ、美貴ちゃーん。身体の方には、筋きん弛し緩かん剤ざいと麻ま酔すいを打ってあるから、全然痛いたくないの……た・ぶ・ん」

　言って、男は手にした刃物をチャキチャキと鳴ならした。

　きょとんとした美貴の目が大きく見開かれ、眉み間けんが歪ゆがんだ。幼おさな心ごころに、これから自分の身に降ふり掛かかろうとしていることを理解したのだ。

「お魚さんになったと思えばいいのよぉ。生いけ造づくりってヤツ？」

　男の言葉に美貴はのろのろと首を振り、唇くちびるを懸けん命めいに動かした。

「残ざん念ねんでしたー、声は薬で潰つぶしてあるのぉ」

　男が赤黒い舌したをぺろりと出す。

「──ＢＧＭは？」

　左の看護婦が、訊たずねた。

「うーん。この後あと、今日きよう入荷した男の子をゆっくりとバラしたいからあ……そう、ブラームスにしてちょうだい。弦げん楽がく六ろく重じゆう奏そう曲きよく第一番、第二楽章がいいわ。あれってそんなに長くないし」

　男の言葉にうなずき、看護婦がオーディオ装そう置ちのリモコンを入れる。

「じゃあ、始めるわよーん」

　振ふり上げられた二本のメスが、少女の瞳ひとみに煌きらめきを落とした。

「……〈先生ドクター〉」

　背はい後ごからの声に、三つの白衣が振り返った。

「グラノフ？」

　開かれたドアにもたれかかる肥ひ満まん体たいの男へ、看護婦に挟はさまれた〈先生ドクター〉が呼び掛ける。

　返答なし。男は、こちらに背せを向けた格好でふらふらと頭を動かしている。

「グラノフ、また飲んでるわね？」

〈先生ドクター〉は溜ため息いきをついた。グラノフは、入荷した子こ供どもたちを管理する〈看かん守しゆ〉たちの長。忠ちゆう実じつだが、酒さけが入ると何をしでかすかわからない。この前も、弱々しい念動力を使って攻こう撃げきしてきた子供を殴なぐり殺したばかりだ。

「ボブに連れん絡らくしてちょうだい。グラノフを連れ出すようにって」

〈先生ドクター〉は右の看護婦に命じ、少女の方へ向き直った。

「……ボブは来ないよ」

　グラノフが言った。いや、彼ではなかった。声こわ音ねがさっきより一オクターブ上がっていた。中性的な子供の声。

「な、何ですって？」

　振り向いた〈先生ドクター〉の目の前で、グラノフが仰あお向むけに倒たおれた。口に挿さされた電でん磁じ警けい棒ぼうが青白く瞬またたいている。

「……こいつを含ふくめ、中の連中は先に送っておいた」

　スニーカーが肥満体を踏ふみ越こえた。

　ブルージーンズに、黒のシャツ。左手にグローブを付けた少年。

「あ、あなた──」

　ぞっとするような少年の美しさに、〈先生ドクター〉は一いつ瞬しゆん、目を奪うばわれた。

「〈先生ドクター〉ゴールドプラム」

　少年に本ほん名みようを呼よばれ、はっと我われに返る。

「あんたに生きながら解体された子供たちの遺い族ぞくから、訴うつたえが出ている」

　切れ長の目に浮うかぶ鳶とび色いろの瞳ひとみが、まっすぐにゴールドブラムを見み据すえた。

「訴え……ふ、《復ふく讐しゆう法ほう》──？」

　ぎょろ目をさらに剝むき、ゴールドブラムが後退あとずさった。

　世界暴ぼう動どう後ご、死し刑けいの代わりに先進各国が採さい用ようした合法的仇あだ討うち制度。重じゆう過か失しつ致ち死し以上の罪ざい人にんは、犠ぎ牲せい者しやのごく近い親しん族ぞくからの訴えを拒きよ否ひすることはできない。法が認みとめた七日間の殺し合いに勝って自由を得えるか、復讐の的まとになって死ぬか。選せん択たく肢しはふたつにひとつ。通常は、拘こう留りゆう中ちゆうの罪人に対して適用されるが、警察と司法がＯＫを出せば、指し名めい手て配はい中ちゆうの重じゆう犯はん罪ざい者しやにもその行使が認められている。

「貴き様さま、執しつ行こう代だい理り人にんかぁ！」

　左右の看護婦が醜みにくく顔を歪ゆがめ、ゴールドブラムの前へ出た。金きん髪ぱつが逆さか立だち、陽炎かげろうがゆらゆらと白衣を包つつむ。この二人は《能力者パワーズ》なのだ。世界新法が定める《能力者パワーズ》の抑よく制せいは彼らの《力》を利用する国家や抑制チップの違い法ほう除じよ去きよ手術を行なう裏社会によって不完全化しているのが実情だ。彼女たちは、恐おそらく後者であろう。

「無む駄だだ」

　目を伏ふせ、少年は足を踏ふみ出した。

「ほざけえぇえ！」

　稲いな妻ずまが閃ひらめき、鉗かん子しとメスが群むれを成して宙ちゆうを疾走はしった。
















「──れれ？」

　右の看護婦が間の抜ぬけた声をあげた。

　少年が視界から消えていた。電でん撃げきも同様。足元には、自分が放はなったはずの刃は物ものが散ちらばっている。

　看護婦はゆっくりと目線を上げた。額ひたいに何かが刺ささっている。それが投げ返されたメスだと気づく前に、彼女は目玉を白くして引ひっ繰くり返った。

「だから、言ったろ？」

　左の看護婦の顔面を鷲わし摑づかみにしたまま、少年が言った。

「《力》が消えた……な、なぜ──？」

　看護婦は、グローブに包まれた指と指の間から、少年の散ざん切ぎり髪がみを見下ろした。

「目を瞑つむっていろ」

　顔を上げ、少年が命じた。それは、看護婦にではなく、後方の少女へ投げた言葉だった。

「──お前、は、《宇宙そら還がえり》！」

　深しん紅くを宿やどす少年の瞳ひとみを見つめ、看護婦が叫さけんだ。

「〈先生ドクター〉も後から送る」

　言って、少年──ショウゴは、ろくでなしの顔面を摑む左手を力ちから任まかせに握にぎり締しめた。

「う・う・う・う・うわっ、うわっ」

　ラップもどきの悲ひ鳴めいをあげ、ゴールドブラムが反対側のドアから逃にげていく。

　ショウゴは指先に食くい込んだ死体を無む造ぞう作さに引き離はなすと、手術台へ歩あゆんだ。

　ぎゅっと目を閉じた少女の顔を覗のぞき込み、生なま身みの右手を伸のばす。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　手のひらが、優やさしく額を撫なでた。

　少女の眉み間けんに寄よった恐きよう怖ふの皺しわが、すうっと失うせた。




　　　　◆




「よぉ、遅おそかったな」

〈厚こう生せい保ほ護ご局きよく〉の制服を着たのっぽの青年が、建物から出てきた少年へ声を投げた。

「この子がいたんで、な」

　少年が返した。シーツでくるんだ女の子を抱だいている。ゴールドブラム率ひきいる臓ぞう器き密みつ売ばい組そ織しきから生せい還かんした唯ゆい一いつの子供。

「リンコに妹いもうとができたってか？」

　青年の言こと葉ばに、少年がにわかに苦く笑しようする。

「この子には、ちゃんと両親がいるそうだ。能力抑よく制せいの手術を受けさせたら、返してやってくれ」

「ありゃま、そりゃ、残ざん念ねん」

　青年も笑えみを浮うかべた。

「ところで……先客が来たはずだが？」

　少年が訊たずねた。

「この有あり様さまを見て、かなり慌あわててたよ」

　青年が、硝しよう煙えんの立ち籠こめる周囲を大げさに見回してみせる。

　点々と散らばる重じゆう武ぶ装そうの警備員たち。目に入るだけでも十人以上はいるだろうか。但ただし立っている者は皆かい無むだ。

「こいつら元傭よう兵へいだったらしいけど、相手が俺おれじゃ、な。冴さえてる時の予知能力者に敵はいねえ。行動をお見通しなんだからよ」

　自じ慢まんげに言って、煙草たばこをくわえる。

「なら、ついでに〈先生ドクター〉も片かた付づけてほしかったな。無敵のエイジくん？」

　少年は女の子を下ろすと、青年の方へ行くよう促うながした。

「あいにく、そういう映像は視みえなかったんでね……そろそろ来るぞ、ショウゴ」

「得え物ものを」

　ショウゴは手を伸ばし、相あい棒ぼうに武器を催さい促そくした。

「通じる相手じゃねえよ。だから、お前に譲ゆずったんだ」

　女の子を抱かかえあげ、エイジは一いち目もく散さんに駆かけ出した。

　右方で轟ごう音おんがあがり、コンテナの山が崩くずれた。複数の光線が薄うす闇やみを裂さき、おいてけぼりにされた少年を照らしだす。

「なるほど、ね」

　目を細め、光源で触しよく手しゆを展てん開かいする敵の姿を見み極きわめる。

　キャタピラ付きの車体の前後左右に、換かん装そう可能なふたつずつの作業アームを備そなえた、多目的重作業機械スパイダー。開発は米国陸軍に戦車を納おさめているガリクソンＭＣ社。頑がん丈じようさは折おり紙がみつきだ。

　空からのコンテナを押おし潰つぶし、スパイダーが前進を開始した。

　重機らしからぬ加速だった。

　八つのライトが見る間に大きくなり、握あく力りよく一トン超ちようのロボットハンドを付けた前まえ脚あしが、ショウゴの頭上へ落ちてきた。

　路面を砕くだく前脚とすれ違ちがいに、小こ柄がらな身体からだが宙へ跳とんだ。空中で交差する左右のアームを伸しん身しん宙返りで越こえ、スパイダーの背後へ着地する。

　直後、後部アームの横よこ振ぶりの一いち撃げきがショウゴを見み舞まった。

　身体が回転しながら吹ふき飛んだ。

　アスファルトが三度背中を削けずり、ようやくブレーキが掛かかった。

「コイツを侮あなどったようね！」

　スパイダー上部の操そう縦じゆう座ざが回転し、超ちよう硬こうフレームと抗こう弾だんガラスに護まもられたゴールドブラムが仰あお向むけのショウゴを振り返った。

「コイツは、Ｍ３戦車と同じ思し考こう制せい御ぎよインターフェイスによって、操縦者の意志そのままに動くのよ。だから、卵たまごを潰つぶさぬ繊せん細さいな力ちから加か減げんも、クンフーもどきの高速技わざも自由自在」

　髪かみのようにコードを生はやしたヘルメットを傾かたむけ、ゴールドブラムが勝ち誇ほこる。

「……丁てい寧ねいな解説、痛いたみ入いる」

　ゴールドブラムはぎょっとした。てっきり虫の息だと思っていた少年が声を返し、平然と立ち上がったのだ。

「なっ、何てしぶといの……！」

「よく言われるよ。〈殺しにくいハード・トウ・キル〉って」

　ジーンズの埃ほこりを払はらい、ショウゴが言った。

「だ……だったら、二度と言われなくしてあげるわ。私の大事な商品を奪うばおうとするヤツは、誰だれであろうと生かしておかない！」

「商品？」

　ショウゴは小首を傾かしげてみせた。

「……ああ、あのムカツク冷れい蔵ぞう庫この中身か。悪いがアレは処しよ分ぶんさせてもらう。執しつ行こうとセットで頼たのまれてるんでね」

　言って、ショウゴは背後にあるコンクリートの建物をちらりと見やった。

「ふ、ふざけた事──」

　爆ばく音おんが、ゴールドブラムの言葉を吞のんだ。

　歪いびつなキノコの形をした火ひ柱ばしらが建物を砕くだいて立ち上り、灼しやく熱ねつの花がその周囲に咲さき乱れる。

「Ｃ４爆ばく弾だんとナパームを併へい用ようした。放ほうっておけば、三日間は燃え続けるだろう」

　ショウゴはゆっくりと左ひだり腕うでを掲かかげた。可視ぎりぎりの、ぼんやりとした青せい磁じ色いろが指先に点ともり、か細い線となって星空へ伸のびていく。

「これで、子供たちも天に昇のぼれる」

「きっ──きしゃまぁああ！　よくも、よくもおおお！」

　激げつ昂こうしたゴールドプラムの脳のう波はに反はん応のうし、スパイダーがその場でぐるりと向きを変えた。戦車の得意とする超ちよう信しん地ち旋せん回かい。八つのアームを上段に構えた鋼はがねの蜘く蛛もが、滑すべるように路面を疾はしる。

　ヘッドライトがショウゴの顔へ集中して光を浴あびせた。しかし、切れ長の目は瞬またたきすることなく、まっすぐにゴールドブラムを捉とらえていた。

「お前の行く先はこっちだ、〈先生ドクター〉」

　天空を差す指先が、地へ落ちた。

　スパイダーが複数のアームを繰くり出したのは、ほぼ同時だった。

　次の瞬しゆん間かん、八やつ脚あしの機械は地上を離はなれて飛んでいた。

　もし傍ぼう観かん者しやがいたら、巨きよ大だいな重機の突とつ進しんを、少年が左腕一本で受け流したように見えただろう。

　だが、実じつ際さいには、ショウゴは一いつ切さい、敵に触ふれてはいなかった。

　アスファルトへ打ち込んだアームを軸じくに、スパイダーが勝手に棒ぼう高たか跳とびをしたのだ。

「こんな──！」

　逆さかさとなった操そう縦じゆう座ざの内側で、ゴールドブラムは絶句ぜつくした。こんな馬ば鹿かな動作を命じたつもりはない。何度も心で繰り返し、少年が指し示した自分の行く先──ナパームの火が獄ごく炎えんのごとく燃もえ盛さかる落下地点を睨にらみつけた。

『……電子の言葉を共有する全すべての兵器、〈主天使ドミニオン〉の前に沈ちん黙もくし、その歌声を拒こばむことはできない……』

　スパイダーのＣＰＵから逆流してきた言葉が、目の色を紅ぐ蓮れんに染そめたゴールドブラムの脳のう裏りをかすめた。

「ぎぃいぃいやぁああぁああああああ──」

　絶ぜつ叫きようが、コンテナ基地に轟とどろいた。

　火の海に墜つい落らくしたスパイダーは、殺さつ虫ちゆう剤ざいを掛かけられた虫のように、八つ脚をじたばたと動かし続けていた。絶叫の語ご尾びも同じく。頑がん丈じようさが仇あだとなり、操縦座が潰つぶれなかったのだ。

　酸さん欠けつが火あぶりの苦痛を止めるまで、ゴールドブラムは己おのれが手を掛けた子供たちと同様の恐きよう怖ふと苦しみを味わうだろう。

　ショウゴは炎ほのおに背を向け歩きだした。

　左方で、クラクションが短く鳴った。

　近づいてくるバンのライトが点てん滅めつし、モールス信号で〈おつかれさん〉と言葉を発した。




　　　　◆




「──以上だ」

　声がして、ＶＤＲの画面が停止した。

「ゴールドブラムはイカレたヤツだったが、末まつ端たんの調ちよう達たつ屋やとしては優ゆう秀しゆうだった。我われ々われの機関へも定期的に材料を納のう入にゆうしていた。それが、一夜にしてこのザマだ」

　黒くろ焦こげとなった建物の残ざん骸がいを映うつすスクリーンの端はしに、声の主ぬしが現われる。

　流線を基調とした前ぜん衛えい的てきデザインの電動車くるま椅い子すに座すわる、赤毛の青年。瓜うりざね型の顔は青白く、高いというより大きめの鼻は、アレルギー性鼻び炎えんに悩なやむ者特有の痛いた々いたしい赤色を帯おびている。

「しかし、勘かん違ちがいしてもらっては困こまる。我々はゴールドブラムの組織がどうなろうと知ったことではないのだ。下した請うけは世界中にいるからな。問題は、ゴールドブラム抹まつ殺さつの実行者が誰だれであるか、だ」

　青年はゴーグルタイプの万能眼鏡めがねの内から覗のぞく小さな目を、薄うす暗ぐらい地下会議室に集まるまばらな観かん衆しゆうへ向けた。

　主しゆ賓ひんは、スクリーンの真正面にいた。会議用の折おり畳たたみ式ではなく、背もたれと肘ひじ掛かけの付いた特別製の椅子に、全ぜん裸らで座すわらされていた。ラージサイズのそれが貧ひん相そうに見えるほどの巨きよ体たい。但ただし、贅ぜい肉にくは皆かい無むで、全すべてが隆りゆう々りゆうとした筋きん骨こつで構成されている。五体には、金属の枷かせと特とく殊しゆ強化素材の拘こう束そく帯たい。見聞きするための耳じ目もくと呼こ吸きゆうのための鼻び孔こう以外、男の自由になる箇か所しよは見当らない。

「ゴールドプラムは用よう心じん深ぶかい男だった。半機械サイバーを含ふくむ傭よう兵へいを警備に雇やとい、何人もの《能力者パワーズ》を部下として抱かかえていた。ゴールドブラム自身、最後はカスタム化したスパイダーで反はん撃げきに出ている。なのに、全ぜん滅めつした……君に観みてもらったブツ切りの映像は、主として、回収された半機械サイバーの視し覚かく記き憶おくを再生したものだが、映っている敵の影かげは集団じゃない。恐おそらくは、一人──」

　言葉を切り、万能眼鏡の焦しよう点てんを主賓の顔に合わせる。

　容よう貌ぼうは、学生時代、映像資料で見たローマ皇こう帝ていジュリアス・シーザーのレリーフのそれに酷こく似じしていた。彫ほり深く男性的、それでいて品のある顔立ち。但し、それは右半分だけだ。左半分は斑まだら模も様ようのケロイドに覆おおわれ、醜みにくく爛ただれていた。目はほぼ眼がん窩かと同じ形に剝むき出しており、唇くちびるの端は常時笑ったように引きつれている。十四年前、事故で修復不可能な放ほう射しや能のう火傷やけどを負い、形成手術による仮か面めんを半分しか受けつけなかったのだ。

「──重火器を用いるわけでもなく、単独で組織を壊かい滅めつさせた……執しつ行こう代だい理り人にんの為なせる業わざじゃあない」

　青年は視覚精度を上げ、男の反応を窺うかがった。

　憎ぞう悪おの色を浮うかべる深しん紅くの左目が、微かすかに歪ゆがむ。自分には関係ない──男の目が嘲ちよう笑しようしている。

「次の映像を」

　青年の指示で、画面が切り替かわった。

　映し出された顔を見て、男の目から嘲笑が失うせる。

「ダグ・ハーク──十五年前、あなたと同じく宇宙そらへ上がった国こく防ぼう総そう省しようのエージェントだ。旧コードネームは白はく頭とう鷲わし。最後は大佐カーネルと呼ばれていた。彼は、昨さく年ねん、〈上〉が主しゆ導どうした東日本制圧計画の尖せん兵ぺいとして、覆面軍隊アンダーカバーアーミー〈黒船プラツクボート〉を指し揮きした。ちょうど、あなたが南米で我々の部隊の追つい跡せきを受けていた頃ころだ。だが、〈黒船プラツクボート〉は、日本側のエージェントによって壊滅、大佐カーネルもその後抹まつ殺さつされた。生前の彼の証しよう言げんによると、〈黒船プラツクボート〉を沈しずめたのは、たった一人の執行代理人で、そいつには、最新の電子兵装を誇ほこる〈黒船プラツクボート〉の兵器は全く通用しなかったそうだ」

　説明に、轡くつわで塞ふさがれた男の口が蠢うごめいた。

「そう……〈主天使ドミニオンズ〉だ」

　男にうなずき、青年が言った。

〈主天使ドミニオンズ〉──十五年前、地球への衝しよう突とつコースをとる小しよう惑わく星せい撃げき破はのために打ち上げられた日米合作の人じん工こう衛えい星せい群。それらは、仕し様ようのバラバラだった各国の軍事衛星をリンクさせ、小惑星破壊のための完かん璧ぺきな同時・連続攻こう撃げきを可能にした。電子回路を有するあらゆる兵器に干かん渉しようできるハッキングシステム──それが、〈主天使ドミニオンズ〉の力だった。その、国家間のパワーバランスを崩ほう壊かいさせかねない能力ゆえ、役割を終えた彼女たちは国連軍の手で大たい気き圏けんへ墜おとされた。そう信じられてきた。

「オペレーション〈天使殺しエンジエル・ダスト〉。あなたが指揮した作戦だ。もっとも、殺すのは十三基のうちの十二で、残るひとつを秘ひ密みつ裏りに回収するのが真の目的だった……」

「う、うご、が、がが……」

　男の口が大きく開かれ、上下に現われた歯が強化素材の轡を嚙かみにかかる。

「だが、あなたは失敗しくじった。あの男の妨ぼう害がいで……ハークを刺し客かくに使ったのは、ミスだった。彼はあの男とは親しかったからね。だから、急所を外はずした。結果、あなたはあの男の逆ぎやく襲しゆうに遭あい、〈主天使ドミニオンズ〉もろとも墜とされた──違ちがうかい？」

　挑ちよう発はつの口く調ちようで、青年が訊たずねた。

「が、ががが、がうううぁあ！」

　男の犬けん歯しが轡を裂さいた。

「ホゥ……ホゥ……ホォジョオオオオオォォオオ！」

　雄お叫たけびが、低い天てん井じようを震ふるわせた。

　期き待たい通どおりの反はん応のうに、青年が満まん足ぞく気げな表情を浮うかべる。

「そうだ。あなたから輝かがやかしい未来を奪うばい、呪のろわれた宿命を背負わせた男は、〈主天使ドミニオン〉と共に生きている。姿形を全く異にして──」

　スクリーンから、ダグ・ハークの顔が消えた。

「ゴールドブラムの組織を潰つぶした襲しゆう撃げき者しやを捉とらえた、唯ゆい一いつ鮮せん明めいな映像だ」

　新たに映し出された画面に、青年が説明を加くわえた。

　アサルトライフルを構かまえる白いつなぎ姿の男が、閃せん光こう弾だんの光の中に浮かび上がっている。長身瘦そう軀く、黄色い髪かみの東洋人。年ねん齢れいは二十代くらいに見える。

「ホウジョオォオ……」

　雄叫びを唸うなりに変え、男は眼めを剝むいた。

「お気に召めしてくれたようだね？　では、本題に入ろう。取り引きだ。あなたが我々に協力してくれるなら、復ふく讐しゆうの機会とその後の自由を保証しよう。傭よう兵へいなり、殺し屋なり、これまで通り好きなことをして過ごせばいい。米国に不ふ利り益えきをもたらさぬ限かぎり、もうあなたを誰も追ったりはしない。悪くはなかろう？」

　青年が言った。

　男は答えない。いつの間にか唸るのも止やめ、画面に見入っている。
















「このままだと、あなたは処理室行き──」

「いいだろう」

　男が青年の脅おどしを遮さえぎった。先さき程ほどまでとは打って変わった落ち着いた口く調ちよう。

「貴様らの話に、のってやる」

　赤い眼を青年へ向け、男はにたりと笑えんだ。

「……よかった──取り引き成立だ」

　青年は、男の後方で待たい機きしていた部下にうなずいてみせた。

　重装備した看護士たちが男を囲かこみ、拘こう束そく椅い子すの移動作業に取り掛かかる。

「作戦開始は、一週間後。それまでダメージ回復と調整に専念してもらう。それと、あなたの復讐のために、ボクからちょっとしたオプションを進しん呈ていしよう」

「要いらんと言っても、押おしつけるんだろ？」

　看護士たちを睨にらみつけ、男はべっと唾つばを吐はいた。

「……Ｄ施せ術じゆつ室しつへ」

　部へ屋やを出ていく一行に、青年が命じた。

「──チャールズ」

　会議室の隅すみから、声があがった。

「本気で奴やつを使うつもりか？」

「……もちろんだ」

　青年──チャールズは万能眼鏡めがねを声の方へ向け、暗がりで腕うで組ぐみする同どう胞ほうを捉とらえた。

「奴は……ダリルの精せい神しん状じよう態たいは不安定すぎる」

　暗がりの人物が言った。

「けれど、彼はれっきとした我々の〈血けつ統とう〉だよ」

「ゼロ機関が最初に選んだＷ計画の被ひ験けん者しや、か。確かにダリルの生命力は尋じん常じようではない。故ゆえに、計画初期の無む謀ぼうかつ非人道的な実験にも生き残った。恐おそらく、個体としての戦せん闘とう能力は、今の我々と互ご角かく以上──」

「謙けん遜そんしてるのかい、ミリオン？」

「事実を言ってる。お前もそれがわかっているからこそ、万が一に備そなえ、くだらぬ講こう義ぎに我々を同席させたのだろう？」

　ミリオンは、向かいの隅にたたずむ仲間へ目をやった。

「狼おおかみは集団で狩かりをする。それが原則だ」

　チャールズが答えた。

「……危険とわかっていて、なぜ彼を？」

　暗がりのもう一人が訊たずねた。

「本来なら、我々ウルフガンが出るには時じ期き尚しよう早そうだ。しかし、〈上〉はこちらの意見を無視して出しゆつ撃げきを命じてきた……言うなれば、ささやかな抗こう議ぎだよ。〈上〉の注文通り、我々の〈血統〉で屈くつ指しの実力者を派は遣けんする。但ただし、群むれを嫌きらう、はぐれ狼を」

「いくらダリルでも、〈黒船ブラツクボート〉を沈しずめた強敵が相手だ。失敗するぞ？」

　ミリオンが語気を強める。

「対策は講じるさ。〈主天使ドミニオン〉の歌声を弾はじく鎧よろいと、七つの鐘かね……」

「七つの鐘？　フロストベルズを──本土防衛衛星を使わせるのか？」

「今やその役割も果はたせない骨こつ董とう品ひんだが、ダリルなら鐘を鳴らすことができる。ボクが安全装置を外はずせば……名前のように宇う宙ちゆうで凍こおったままじゃ、もったいないだろう？　無む論ろん、別の安全装置は仕し掛かけるよ。オールフリーにしたら、祖そ国こくに戦争を挑いどみかねないからね」

　言って、チャールズはくしゅんと鼻を鳴らした。

「失しつ礼れい」

　胸ポケットからスプレー薬を取り出し、赤鼻に吹ふき掛ける。

「……無む謀ぼうな賭かけだ」

　暗がりのもう一人が頭を振ふった。

　スクリーンが上じよう昇しようし、室内灯が順々に点ともっていく。

「だが、賭けに負けても失うしなうものはない」

　鼻をすすり、チャールズが返した。

　明るくなった室内に、もう同どう胞ほうの姿はなかった。








二　ヴィジター









　七月七日。

　居い座すわり続ける梅ばい雨う前ぜん線せんのもたらす雨が、ひび割れた舗ほ装そう路ろを黒く濡ぬらしていた。

　現関東エリア唯ゆい一いつの大都市、キサーズの中心から北上すればするほど、公共設せつ備びの管理はおろそかになっていく。

　旧きゆう航こう空くう自じ衛えい隊たい木き更さら津づ基地の近きん郊こうに広がる再開発予定区へと続く県道も例外ではなかった。車線はかすれ、ガードレールは錆さび落ち、日の暮れる時間だというのに、電柱の灯あかりはひとつも点ついていない。だが、最もひどいのは路面の状じよう態たいだ。ほぼ十数メートルごとに、車輪が瓦が礫れきを踏ふんだり、陥かん没ぼつ部分におっこちる。

「……今のは、まずい」

　大きくバウンドした電気起動式エレキカローラの助手席から、ショウゴは後部座席を振ふり返った。

　買ってきた食材が散さん乱らんし、シートベルトを掛かけておいた白い箱はこがその上で震ふるえている。

「や、やべえ。ショウゴ、箱だけでいいから、抱だいててくれよ」

　ハンドルを握にぎるエイジが、心しん配ぱいそうにルームミラーを見やる。

「しかし、何でケーキなんて買ったんだ？」

　甘あまい香かおりのする箱へ手を伸のばし、ショウゴが言った。

「今日きようがあんたの誕たん生じよう日びだからだよ」

「……初はつ耳みみだが？」

「リンコの記き憶おくン中では、そうなってるんだよ。ンで、あいつ、あんたのために特製ケーキを作るって言い出してさ。何とか言い包くるめて、市し販はん品ひんにさせたんだよ。リンコの奴やつ、料理の方はマシんなってきたけど、お菓か子しの類たぐいはスゴイの何のって……」

　エイジが顔をしかめて、舌したを出す。

「食べたことあるのか？」

「ああ。この前、実じつ験けん台だいにされたんだよ。味み覚かくオンチのあんたでも、ありゃ、キツイぜ、きっと。晩ばん飯めしが食くえなかったくらいだから」

「でも、不味まずいとは言わなかった」

「言えねえよ。ケーキナイフを両手に握にぎって感想聞いてくるんだぞ？」

「……優やさしいな、お前は」

　フロントガラスに映うつる相あい棒ぼうを見つめ、ショウゴが笑えんだ。

「ヘッ、何でも食べちまう、あんたほどじゃないさ」

　エイジは照てれ臭くさそうに返しながら、ライトのスイッチをオンにした。

　と、暗くらがりを射いる光の中に、人ひと影かげが飛び込んだ。

　エイジがブレーキペダルを踏ふむ前に、対人センサーが障しよう害がい物ぶつを捉とらえ、エンジンブレーキを作動させた。それでも、スムーズに停てい止しするには、制せい動どう距きよ離りが足りなかった。車は尻しりを振ふって横向きとなり、水と瓦が礫れきを跳はね上げながら、路面を滑すべった。

　ベージュの傘かさが、迫せまり来るカローラへ向けて開かれた。

　直ちよく撃げきしたのは、水みず飛沫しぶきだけだった。車体は、傘の手前一メートルほどの位置で動きを止めていた。

「──クソったれめ！」

　無む謀ぼうなヒッチハイカーを罵ののしり、エイジはドアを開いた。

　傘が上がり、レインコートを着た小こ柄がらな人物がフードを脱ぬぐ。

「久ひさしぶりね、エイジ君」

　満面に愛らしい笑みを浮うかべ、女が言った。

　大きめのパーツを収おさめた卵たまご型の顔に、無着色のショートボブ。外見はどう見ても、十八歳さい未満の少女。
















　だが、それはあくまで外見だ。車中から女を見み据すえ、ショウゴは思った。

「え、あ……ああ！　あんた──」

　エイジが声をあげ、飛び出した。

　女がエイジの後ろのショウゴに気づき、黒く大きな瞳ひとみを向ける。

　笑みが、一いつ瞬しゆんに消え失うせた。頰ほおが強こわばり、眉み間けんが歪ゆがみ、嫌けん悪おというより憎ぞう悪おに近い表情を形づくった。

「──牧まき村むらまなみ……」

　刺さすような視線を受けとめ、ショウゴは低く女の名前を呟つぶやいた。




　　　　◆




「遅おそいよ、エイジっ、七時までに帰ってきてって言ったでしょ！」

　リビングへ上がってきたエイジに、エプロン姿のリンコがキンキン声を投げつけた。

「悪わりい、悪い。途と中ちゆうでちょっとしたトラブルがあってよ」

　エイジはへらへらと言いい訳わけしながら、ポニーテイルの小さなコックに買い物袋ぶくろを差し出した。

「おっ、きちんと飾かざりつけして……」

「当ったり前でしょ、お昼からずっと……」

　互たがいの背はい後ごへ目をやり、二人同時に黙だまり込む。

「……ユっ、ユラユイ！　てめー何でここにっ？」

　沈ちん黙もくから先に覚さめたエイジが、ソファーでくつろぐ白衣の青年へ怒ど鳴なった。

「僕ぼくは外で待つつもりだったんだが……可愛かわいらしいレディに招しよう待たいされたものでね」

　まぶたを閉とじたままの美しい顔をエイジへ向け、ユラユイが言った。

「リンコ！　知らねえヤツが来たら、銃じゆうで追おっ払ぱらえって教えてるだろ？」

「だって──ショーくんの知り合いだって言うし、目が不自由そうだし……それより、何なのよ？　あの女のヒトはっ？」

　エイジの後から上がってきたショートボブの少女を指差し、リンコが逆に問とい質ただす。

　チェックのミニスカートに、英国風のエムブレムが縫ぬい付けられたモスグリーンのブレザー、ネクタイの赤が白いブラウスのアクセントになっている。クラシカルなスクールガールファッションが似に合あうところから推おして、十七、八歳といったところだろうか。

（と、歳とし上うえの女性ひと……ってことは、ショーくんの好みっ？）

　リンコは勝手にライバル出現と断だん定ていし、どんぐり眼まなこで少女を睨にらんだ。

「こんばんは」

　少女が笑えみを返した。

「大きくなったわね、リンコちゃん」

　エイジを通り越こし、少しだけ身を屈かがめてリンコの顔を覗のぞき込む。背せ丈たけはショウゴと同じくらいだ。

「な、何で、アタシの名前を……」

　笑顔の先制攻こう撃げきに戦意を挫くじかれ、リンコがどんぐり眼をぱちくりさせる。

「あなたがまだ赤ちゃんだった頃ころから知ってるわ。お守もりしたこともあるのよ」

「え──ママの知り合い？」

　リンコの問いに、少女の顔が一いつ瞬しゆん曇くもった。

「うん、まあ、そんなとこね」

　新あらたなる笑みで曇りを覆おおい、少女が言った。

「えっと、リンコ！　この女性は、俺おれの……従姉いとこなんだよ！　若く見えっけど、結けつ構こう、歳とし食くってるんだぜ。なあ、マナ姉ねえ？」

　首を傾かしげるリンコを見て、エイジが慌あわててフォローする。

「あんまりな言い様ね、エイジ君」

　牧村まなみはエイジを見上げ、軽く肘ひじ打うちした。

「ふうん、そうなんだ？　そう言えば……前にそんなこと話してたよね、エイジ」

　あいまいな記き憶おくにうなずき、リンコが怪け訝げんの表情を消し去る。

「──あ！　そうだ、ショーくんはどこよ？」

「ああ、あいつなら車を車庫へ入れてる。すぐ来るさ」

「ひっどーい！　今日の主役はショーくんなのに！」

　リンコはエイジを押おし退のけ、階段を駆かけ下おりていった。

「……君にしては、上手うまいフォローだ」

　小こ馬ば鹿かにした口く調ちようで誉ほめ、ユラユイが音のない拍はく手しゆをしてみせた。

「ンだと、この──」

「でも、気をつけて」

　ユラユイへ歩みかけたエイジに、まなみが声を掛かけた。

「今の噓うそが彼女にとっての本当になった──私は、もうあなたの従姉。忘れないでね、エイジくん」

「妙みように納なつ得とくが早いと思ったぜ。例の……深しん催さい眠みん暗あん示じかよ？」

　エイジがまなみを振ふり返る。

　リンコは、最高危険レベル〈甲こう〉の指定を受けた《能力者パワーズ》の第二世代。だが、抑よく制せいチップの効こう果かがなく、断だん種しゆの運命にあった。救すくったのは、エイジ。管理と定期的な抑制薬物の投とう与よを条じよう件けんに、身み柄がらを預あずかり受けたのだ。薬物は、リンコの好きなアイスクリームに混まぜられている。それとは別に、彼女には《力》を解放しないための、もうひとつの封ふう印いんが施ほどこされた。深催眠暗示による模も造ぞう記憶の植うえ込みだ。それゆえに、彼女は執しつ行こう代だい理り人にんであるエイジたちとの生活も当たり前と感じ、過か去こに関して噓をつかれても受け入れてしまう。元々、真実の記憶などないからだ。

「噓に対する順じゆん応のうは早いけれど、その上うわ塗ぬりは暗示の崩ほう壊かいを招まねくわ」

　まなみが言った。

「わかってる」

　憮ぶ然ぜんと答え、エイジは溜ため息いきをついた。

「それで、ここへ来た目的は？　〈研けん究きゆう施し設せつ〉のナンバー２が、わざわざ俺やリンコの顔を見に来たわけじゃあるまい──こいつも一いつ緒しよだしよ」

　首をひねって、ユラユイを見やる。

「僕が一緒なのは当然だ。博士はかせの助手であり、護ご衛えいだからね」

　瑠る璃り色いろの長ちよう髪はつをしなやかな指で梳すき、ユラユイが返した。

「にしては、マナ姉ねえをほったらかしにしてたじゃねえか。危あやうく俺の車に──」

「──轢ひかれないよ。博士の安全は、予あらかじめ視みえていたこと」

「けっ、またノストラダムスかよ？」

「彼の《力》は、どちらかと言えば君に近い」

「ンだと、こら！　そりゃ、俺の予知能力が当てにならないってことかよ！」

　エイジが身を翻ひるがえして、拳こぶしを握にぎる。

「お見み事ごと。僕のセリフを先読みしたね？」

　薄うす紫むらさきの口元を押おさえ、ユラユイはクスクスと笑った。

「およしなさい、ユイっ」

　まなみが窘たしなめた。

「──失しつ礼れいいたしました」

　笑いを止め、ユラユイが頭を下げる。だが、どうみてもエイジではなく、まなみへの謝しや罪ざいだ。

（こいつ……いつの日か、コロス）

　エイジは舌打ちし、ユラユイに背を向けた。

「で……用があるのは、ショウゴなんだろ？」

　気持ちを鎮しずめ、まなみに訊たずねる。

「けど、なるべく穏おん便びんに頼たのむぜ。マナ姉がショウゴをよく思ってねえのはわかるが、あいつには──」

「エイジ君」

　まなみの手がエイジの腕うでに掛かかった。

「話は、あの男が来てからよ」

　うつむき、まなみが言った。

　腕を摑つかむ手が、かすかに戦慄わなないていた。




　　　　◆




「〈リバース・プロジェクト〉？……って、ＩＳＳの？」

　食べおわった皿さらをテーブルの隅すみに重かさね、エイジが聞き返した。

　ＩＳＳ（国こく際さい宇う宙ちゆうステーション）は前世紀末から今世紀の初めにかけ、米国、旧カナダ、旧ロシア、日本、欧おう州しゆう連合が、高度四百キロの地球周回軌き道どう上じように建設した大型宇宙基地である。その後、増ぞう築ちくと改かい造ぞうを重ね、《災さい厄やく》時には小しよう惑わく星せい撃げき破はプロジェクトの司し令れい塔とうともなった。だが、今は地球の周まわりに浮うかぶ最大級のスペース・デブリ（ゴミ）と化している。

「そう。世界暴ぼう動どうの影えい響きようで放ほう置ち状じよう態たいとなっていた、ＩＳＳの再生計画よ。二年前に計画が持ち上がりながら、東西ロシアの内ない紛ふんで頓とん挫ざしたままになっていた……それが急きゆう遽きよ、復活することになったの」

　向かいのソファーに座すわるまなみが、ブラウスの胸むねポケットから棒ぼうつきキャンデーを取り出し、口にくわえる。煙草たばこの代かわりだ。

　ヘビースモーカーだった彼女が煙けむりを断たったのは、ある女性に戒いましめられてからだ。エイジも同じ女性にしつこく害がいを説とかれたが、遂ついに言うことをきかなかった。今では、そのことを少し後こう悔かいしている。

「あんなポンコツ生き返らせて、どおするつもりだ。なあ？」

　エイジは、右斜ななめに座る相棒を窺うかがった。

　ショウゴは左腕を背もたれに掛けて横向きに座り、リンコが壁かべにめぐらせた紙リボンの飾かざりを眺ながめている。わざと心ここにあらずを演えんじているようだ。

「使用が可能となれば、本格的な宇宙開発を再開できる。利用価値は大だわ」

　まなみが言った。食事の時から、ショウゴとは一度も口をきいていない。目も数回合わせただけ。今も話の本題に入ろうとしていながら、エイジに向かって話している。

（はぁ……相あい変かわらず引きずったまんまだなあ）

　エイジは嘆たん息そくし、積つみ重ねた皿をリンコへ手て渡わたした。

　リンコは皿をトレイに載のせると鼻はな歌うたを歌いながら、キッチンへ引き上げていった。ショウゴとまなみが不ふ仲なかとわかったせいか、すっかり上じよう機き嫌げんだ。

「……でも、宇宙開発ってのは建たて前まえなんだろ？」

　エイジは先を促うながした。相棒が乗り気でない以上、自分が聞き役を務つとめるしかない。

「今回の計画に参加するのは、日本、米国、欧州連合。東西ロシア共同体は欧州に委い任にんして辞じ退たい。この中でＩＳＳ再生を本気でやろうなんて思ってる国はないわ」

　言うと、まなみはストロベリーのアメ玉を唇くちびるの端はしから引っ張り出し、小さな舌先でぺろりと舐なめた。外見に似つかわしい少女の仕し草ぐさ。

　とても自分の三つ上には見えない──エイジは思った。だが、彼女が外見の若さより長く生きてきたのは事実だ。《災さい厄やく》の年、まなみは弱じやつ冠かん十四歳さいで小しよう惑わく星せい撃げき破はプロジェクトに関かかわっていた──ＩＱ二百オーバー、三つの博士号を持つ天才。今は新たにふたつの博士号を加え、日本の科学技術の最高機関〈研けん究きゆう施し設せつ〉の実質的な管理者となっている。

「一体、何をやらかそうと？」

　訊ききながら、エイジはまなみの後方へ目をやった。窓まど際ぎわに腕うでを組んでたたずむユラユイの姿があった。食事の後、まなみに下がっているよう命じられた彼は、一いつ切さい口を差し挟はさむことなく、沈ちん黙もくを守り続けている。

「計画のイニシアチブをとってるのは、欧おう州しゆう連合よ。彼らが主役で日米は脇わき役やく。そして、主役の企たくらんでいることは──」

　言い掛かけ、まなみはこの家に来て初めてショウゴを見やった。

　ショウゴは横顔を向けたまま、気づかぬふりをしている。

「──〈主天使ドミニオン〉の破は壊かい」

　まなみの言葉に、切れ長の目が瞬またたいた。

「不可能だ」

　鳶とび色いろの瞳ひとみにまなみを映うつし、ショウゴが言った

「確かに、〈主天使ドミニオン〉の兵器に対する自じ己こ防ぼう衛えい機き能のうは完かん璧ぺきよ。それに彼女は、《災厄》後に〈天使殺しエンジエル・ダスト〉で葬ほうむられた十三基の姉妹しまいたちとは、別物。だから、共同開発国だった米国にも手が出せない。けど、その別物を造った人間が、欧州の計画に携たずさわっていたとしたら……？」

「おい、おい。〈主天使ドミニオン〉のクリエーターは、世界暴ぼう動どうの間にほとんど死んじまって、残ってるのはマナ姉ねえを含ふくめて片手の指ほど、みんな〈研究施設〉にいるって聞いてるぞ？」

「世界暴動後の三、四年、エイジ君は軍にいたから世せ俗ぞくには疎うとかったでしょ？」

「そ、そりゃ、そうだけど……」

　エイジはちらりと相棒を見た。ショウゴもピンとこないようだ。無理もない。あの頃ころ、自分は専守防衛軍で荒あれた生活を送り、ショウゴもまた世せ間けんと隔かく絶ぜつされた状じよう況きように置かれていたのだから。

「十年前、日本に《復ふく讐しゆう法ほう》が誕たん生じようして間まもない頃……その男は、〈永えい久きゆう被ひ告こく〉の第一号となったの」

　呟つぶやくように、まなみが言った。

〈永久被告〉とは、《復讐法》の執しつ行こう期間中に国外へ逃とう亡ぼうした被告人をいう。同法の第十条には『定メラレタル執行期間中ニ国外逃亡ヲセシ被告人ハ、赦しや免めんト防衛ノ権利ヲ剝はく奪だつシ、無期限ノ執行期間ヲ科かス』とある。つまり、〈永久被告〉となった者は、生しよう涯がい、《復讐法》の的まととなるのである。これは、《復讐法》を採さい用ようする各国共通のルールであり、原告が被告の逃にげこんだ国の執行代理人を雇やとえば、執行を再開できる。また、たとえ原告が執行を放ほう棄きしても、被告の当とう該がい国こくから報ほう酬しゆうを得る国際執行代理人へ権利が移い行こうするので、決して終わりとはならない。

「よく今まで生きていたな。〈永久被告〉ってのは、九割方、〈賞金稼ぎバウンテイ〉の[image: 餌]え食じきになるんだろ？」

　エイジが言った。〈賞金稼ぎバウンテイ〉は、国際執行代理人の俗ぞく称しようだ。

「原告は今も、復讐の権利を捨すててはいないわ。だから〈賞金稼ぎバウンテイ〉の的から外はずされた。それに、欧おう州しゆう連合が国家レベルで男の隠いん匿とくに関かかわっていたなら生存は可能よ」

「〈主天使ドミニオン〉のエンジニアともなれば、引く手数多あまた……要するに、今回のターゲットはその野や郎ろうってことか。でもよ、重要なことを忘わすれてるな。《復讐法》を使った穏おん便びんな暗あん殺さつは結けつ構こうだが、俺たちは〈賞金稼ぎバウンテイ〉じゃない。国外活動はできねえんだぜ？」

「その心配は不要よ。向こうからやってくるから」

　まなみは飴あめ玉だまに目を落とした。口に運ぶでもなく、くるくるとスティックを回す。

「日本から宇宙そらへ上がるのかよ？」

「本来、イニシアチブをとる欧州連合の領りよう土どから発着すべきところだけど、連合議会の中に米国チームを迎むかえ入れるのを反対する勢せい力りよくがあるのよ。米国の宇宙開発は軍の管かん轄かつだから、周辺国に軍ぐん事じ同どう盟めいと見られるのを嫌きらってるのね。もちろん、この逆も然しかりよ。そこで表向き中立の日本になったわけ」

「……なぜ、欧州は〈主天使ドミニオン〉破は壊かいを？」

　ショウゴが訊きいた。

「連合議会の第一政党は、エヴァーグリーン」

　ぶっきらぼうに、まなみが返した。それきり、ショウゴを見み据すえて黙だまり込む。

「あの……もし、もし？」

　沈ちん黙もくに堪たまり兼かね、エイジが口を挟はさんだ。

「……エヴァーグリーンの元は、前世紀に発ほつ足そくした国こく際さい環かん境きよう保ほ護ご団だん体たいグリーンピース。目的のためなら実力行使も厭いとわない理想主義者の集まりよ。世界暴ぼう動どう時、欧州地域は核かくや生物兵器の使用で著いちじるしく環境汚お染せんが進んだから、連合国家として成立後は地球再生を国の理念として掲かかげている。エヴァーグリーンは理念に忠実であるべく、世界紛ふん争そうの火ひ種だねになりかねない〈主天使ドミニオン〉破壊を思いついた……ってところかしら」

「紛争の火種ねぇ……ま、〈主天使ドミニオン〉があれば、ほとんどの兵器は無む効こうにできるからな。日本はその切きり札ふだを持つがゆえ、大国に喰くわれず独どく立りつを保たもっている。実際にカードを使いこなせるのは、国じゃあないけど、な？」

　エイジはちらりとショウゴへ目をやった。鳶とび色いろの瞳ひとみは、まなみの視線を迎むかえ撃うったまま動かない。

「しっかし、理想に酔よっ払ぱらう連中が相あい手てとは！　タチが悪そうだぜ」

　ピリピリムードを和やわらげようと、エイジはわざとおどけてみせた。

　効こう果かなし。ショウゴとまなみは睨にらみ合っている。

「そ、そうだ、米国の狙ねらいってのは、何なんだろうね？」

　エイジはどちらともなく話を振ふった。

「……たぶん、拉ら致ちだろう」

　ショウゴが答え、それをきっかけに再び顔を横に向けた。

「〈主天使ドミニオン〉の秘密を握にぎる技術者を、放ほうってはおかないでしょうね」

　まなみが言って、キャンデーをくわえる。

「こりゃ、お二人そろって、的確な推すい理りで……ははは」

　エイジは力なく笑うしかなかった。

「おまちどおさま～～～～」

　苦労を知らない軽かろやかな声が、キッチンから近づいてきた。

「おおっ、グッドタイミング！」

　ふらふらとケーキを持ってきたリンコを、エイジがテーブルへ誘ゆう導どうする。

「まなみさんもイッパイ食べてね！　エイジが選んだにしては、すっごく美味おいしそうなんだから！」

　リンコはそう言って、ロウソクをたてた二十号サイズのチョコレートケーキをテーブルの上に置いた。

　直後、まなみがいきなり立ち上がった。と、すぐによろけて、再びソファーに座すわり込む。

　顔が青ざめていた。くわえていたキャンデーを落とし、ガチガチと歯を鳴らす。テーブルから遠ざかろうと、ソファーの上に後退あとずさる。

「ど、どうしたのっ？」

　リンコがびっくりしてまなみの顔を覗のぞき込んだ。

「──うっ」

　呻うめきが、まなみの口から漏もれた。

　まなみは両手で口を押おさえ、うつむいた──時には、込み上げてきたものが指の間からこぼれていた。

　白衣が、嘔おう吐とするまなみを覆おおい隠かくした。

「お開きだ……お嬢じようさん、悪いが寝しん室しつの用意を」

　まなみを抱だき抱かかえ、ユラユイが言った。




　　　　◆




　ベッドのスプリングが、二人分の重みでぎしりと呻いた。

　動きを止め、眼下の薄うす闇やみにぼんやりと見えてきた目もく標ひようを窺うかがう。
















　窓を叩たたく雨あま音おとより、遥はるかにかすかな寝ね息いき。気づかれてはいない。

　右手をシーツへ下ろし、左へスライドさせる。

　思ったより、柔やわらかな首くび筋すじだった。目標を探さぐり当てた利きき手を頼たよりに、左手を伸のばす。

　まなみは、すうっと息を吸すい込んだ。首根をとらえた両手に、ゆっくりと力をこめた。

　エアコンディショナーの微び風ふうが背中を撫なで、窓まど際ぎわのカーテンを揺ゆらした。

　桟さん橋ばしに点ともる水すい銀ぎん灯とうの光が部へ屋やへ差し込み、少年の寝顔を浮うかび上がらせる。

　両手から、力が抜ぬけた。

　殺意が霧む散さんし、憎にくしみが愛いとしさに敗はい北ぼくした。

　これで何度目だろうか──愛する者と生き写しの顔を見下ろし、まなみはぼんやりと考えた。

「……気が済すんだか？」

　掛かけられた声に、まなみははっと我われに返った。いつの間にか少年がまぶたを開き、自分を見上げている。

「かっ……」

　まなみは思わず両手を引っ込めた。

　カーテンの揺らぎが収おさまり、薄闇が再び、少年の顔を覆う。

「勘かん違ちがいするな、ホウジョウ！　私は、お前など──」

　まなみは、少年の掛けていたブランケットを摑つかみ、ベッドから飛び降りた。窓際へと後退りつつ、タンクトップとインナーだけの身体からだに巻まき付ける。

「わかってるさ」

　ショウゴは上体を起こし、首筋を擦さすった。まなみの指の感かん触しよくが残っている。

「見にきただけだろ？　自分の作品の出来を」

「愚ぐ弄ろうしないでっ。彼は造つくりものなんかじゃないわ！」

　外そと灯あかりを滲にじませるカーテンを背にしたシルエットが、上下に揺れる。

「……そうだった、な」

　なおみの言葉を認みとめ、ショウゴは首筋の手を己おのれの顔へと這はわせた。

「彼は、俺とは違ちがう……」

「その通りよ。よく、心こころ得えてるじゃない？」

　勝ち誇ほこった口く調ちようで、まなみが言った。

「その顔も、身体も、お前などには過ぎた宿やどり……私とユラユイで実験した成果をこめた不老の肉体……天使の加か護ごを得るための左ひだり腕うで……」

　まなみはカーテンに手を掛けた。

「みんな、お前のためなんかじゃない。それが彼女の願いだからこそ……私は引き継ついだ。私から彼女を奪うばったお前を生かすことを！」

　カーテンが引かれ、外光がベッドを照てらした。

　か弱さと力強さ、ふたつの線が交差する細身の肉体。美しい横顔が憂うれいを帯おびて見えるのは、水銀灯のもたらす青白い光のせいだろうか。

　──ごめんなさい、まなみ。

　彼女の声が、まなみの裡うちに蘇よみがえる。

　映像は再生しなくとも、目の前にあった。

　まなみは唇くちびるを嚙かみ締しめ、彼女の面おも影かげを濃こく残す横顔を見つめた。

　天才の称しよう号ごうがもたらす重圧、周囲の期き待たいと羨せん望ぼう、嫉しつ妬と、その果はての孤こ独どく──十五年前、少女だったまなみの心は疲つかれ果て、それを癒いやしてくれるはずの家族は崩ほう壊かい寸すん前ぜんだった。

　優ゆう秀しゆうな技術者であった父と母。しかし、母が病やまいに倒たおれるや、父は家庭を顧かえりみなくなった。愛人の存在が同どう僚りようたちの間で囁ささやかれ、母は徐じよ々じよに精神をも病やんでいった。

　潰つぶれそうな少女の心に気づく者などいなかった。ただ一人、彼女を除のぞいて。

　凍こおりつくような雪の夜、ＮＡＳＤＡ（宇宙開発事業団）の筑つく波ば研究所内にあるカフェテリアのオープンテラスで、まなみはぼんやりと空を眺ながめていた。

　とうに閉店したカフェテリア内に、まなみ以外の人ひと影かげはなかった。テラス脇わきの外灯だけが、まなみに掛かかろうとする闇やみを退しりぞけていた。

　外出許きよ可かが下おり、久しぶりに母の見み舞まいへ行った帰りだった。

　一いつ緒しよに死んでくれ、と母に言われた。目に狂きよう気きの色が浮うかんでいた。その日がまなみの十四の誕たん生じよう日びであることさえも忘わすれていた。まなみは縋すがる母の手を振ふりほどき、病院を後にした。

　研究所の宿しゆく泊はく施し設せつへ向かう気にはなれなかった。防ぼう衛えい庁ちよう管かん轄かつとなったＮＡＳＤＡで、まなみが受け持つ研究は行き詰づまっていた。小しよう惑わく星せい群ぐんの地球衝しよう突とつまで、あと一年足たらず。最近になって、上じよう層そう部ぶはまなみに更こう迭てつをほのめかすようになった。年上の同どう僚りようたちも、まなみと距きよ離りを置いている。

　何もかも全すべて、どうでもよくなっていた。顔に降ふり積つもっていく雪を払はらうことも、息をすることも──。

　やがて、冷つめたい痛みが消え、楽になった。心ここ地ちよい眠ねむ気けがまぶたを下げた。

　ブレーキと、自分の名を呼ぶ声が聞こえた。

　研究所に赴ふ任にんして間もない、彼女だった。帰りの遅おそいまなみを心配して迎むかえにきてくれたのだ。

　暖あたたかな、彼女の部屋のベッドの中で、まなみはそれまでずっと内に溜ため続けていた辛つらい思いを、泣なきながらぶちまけた。彼女は無理に慰なぐさめることも諫いさめることもせず、黙だまってまなみの話を受けとめ、優やさしく抱だき締しめた。まなみも母はは猫ねこに巡めぐり合えた迷まい子ごの仔こ猫ねこのように彼女にしがみついた。

　その夜、まなみは少女の自分と訣けつ別べつした。

　──ごめんなさい。

　別れを告つげる彼女の声がリバースし、まなみを回想から引き戻もどす。

　彼女が自分に謝あやまったのは、後にも先にも、それ一度きり。

　──悪いのは、全て、私……だから、憎にくむのなら彼でなく、私を憎んで。

　言葉が胸むねに刺ささった。

　愛するあなたを憎むことなどできない。憎むべきは、あの男。けれど、あなたは私にそれを禁ずる。

「……どうすればいいの」

　あの夜、彼女に返した言葉を、まなみは無む意い識しきのうちに呟つぶやいた。

　横顔が振ふれ、切れ長の目がまなみを正面に捉とらえる。

「憎んでくれればいい」

　ショウゴが答えた。

　あの時の彼女と同じ台詞せりふ。互たがいを想おもうがゆえ、自みずからを盾たてとし相手を庇かばう。それは、かつて彼女がまなみに与あたえてくれたものとは、異質の愛。

「……お前を憎むのが、筋すじ違ちがいであることはわかってる」

　鳶とび色いろの瞳ひとみから目を逸そらし、まなみが言った。

「憎むべきは、巡めぐり合わせを仕組んだ運命。けれど、運命には形がない……だから、私はお前を憎むしかない。運命の遣つかわした形のあるお前を……」

　闇やみに泳がせていた視線を、再びショウゴへ向ける。

「なぜ？　男だから？　彼女が、女性としてお前を愛した理由は──。私が女ではなく、男だったら、慈じ愛あいや博はく愛あいではない、真実の愛を得られたの？　父と同じ──汚けがらわしく、忌いむべき男だったら、苦しまずに済すんだの？」

　まなみは涙なみだ声ごえでまくしたてた。

「……憎む相手は、俺だけにした方がいい」

　父親を罵ののしるまなみを、ショウゴは遠回しに窘たしなめた。

「あんな男を庇かばわないで！」

　過か敏びんに、まなみが反はん応のうした。

「あいつは人間のクズよ──母さんを殺して……愛人のところへ逃にげたんですもの！」

「馬ば鹿かな……博士は事じ故こで死んだと聞いているぞ？」

　ショウゴが聞き返した。

「蔵くら木きは生きているわ。この十年間、のうのうとね」

　父親を呼び捨てにし、まなみが答えた。

「けれど、奴やつの命運もじき尽つきる。法の裁さばきによって──」

「……なるほど」

　ショウゴは納なつ得とくした。まなみの父・蔵木仁じんは〈主天使ドミニオン〉計画に関かかわった電子・ロケット工学のエキスパート。彼こそが、欧おう州しゆう連合の目もく論ろむ〈天使殺しエンジエル・ダスト〉作戦の中心人物──《復ふく讐しゆう法ほう》のタブーを犯おかし〈永えい久きゆう被ひ告こく〉となった、今回の標ひよう的てきなのだ。

「蔵木が欧州で行方ゆくえ知しれずとなった後も、私は復讐の権利を放ほう棄きしなかった。この日が来るとわかっていたから」

「……〈預言プロフエシー〉、か」

　まなみの言葉に、ショウゴが呟つぶやきを落とす。

〈預言プロフエシー〉は、ユラユイの有する、予知と透とう視しを併あわせた未来認にん識しき能力。〈預言プロフエシー〉の内容はほとんどが抽ちゆう象しよう的てきだが、絶ぜつ対たいに外はずれることはなく、しかも事前に解かい釈しやくできても回かい避ひすることはできない。

「さすがに、素す顔がおのままで日本に来るはずがないから、調べさせているわ。執しつ行こう当日までにははっきりする。お前にとっては、楽な仕事よね」

　逆光の中で、まなみが笑えみを浮うかべた。

「……うれしそうだな？」

　ショウゴが低く言った。

「軽けい蔑べつした？　それとも、実の父を殺したがる哀あわれな女に呆あきれた？」

　笑顔を引きつらせ、まなみがベッドへ歩あゆみ寄よる。

「じゃあ、お前ががっかりするような話をしてあげるわ。蔵木が母に──私たちにしたこと……」

　まなみの影かげが、ショウゴに落ちる。

「私が、チョコレートケーキを見て吐はき出したの、なぜだかわかる？」

　語ご尾びが、微かすかに震ふるえた。

「あの日は……母と蔵木の結けつ婚こん記き念ねん日びだった。一時退院を許ゆるされた母の元へ、チョコレートケーキが届とどいたの。母はとても喜んでいたわ。結局のところ、蔵木を愛していたから。私は、記念日にも帰らずケーキで済すますなんて、と思ったわ。けれど、嬉うれしそうな母を見て何も言えなかった……二人だけで、ささやかなパーティーを開いたわ。母がケーキを切り分け、一いつ緒しよに食べた──猛もう毒どくの入った特製ケーキをね」

　言うなり、まなみは口を押おさえて、背を向けた。よろよろとベッドから離はなれ、カーテンにすがった。

「……母は即そく死し。私は……二週間……生死の境さかいをさ迷った……」

　喘あえぎを混まぜて、告白を続ける。

「……容よう疑ぎ者しやとして捕つかまった蔵木は、あっさり自じ供きようしたわ。私は《復ふく讐しゆう法ほう》の権利を行使し、蔵木を仮かり釈しやく放ほうさせた……けれど、あいつは──」

　まなみは言葉を切り、ショウゴの方へ顔を向けた。

　自分を見つめる鳶とび色いろの瞳ひとみを睨にらみ返し、カーテンを握にぎり締しめる。

「──男なんて」

　呻うめくように、まなみが言った。

　カーテンレールの端はしが、ばちん、ばちんと弾はじけた。








三　サイレント・エクスプレス









　七月八日。

　空が、バタバタと鳴なっていた。

　頭上から吹ふきつけてくる風が、桟さん橋ばしとその両りよう脇わきに建たち並ならぶ廃はい屋おくを震ふるわせ、海へ落ちて波を叩たたく。

　エイジは、風に舞まい上げられた水みず飛沫しぶきに目を細め、空を仰あおいだ。

　抜ぬけるような、青一色。今日中に、気き象しよう天てん文もん局きよくは梅雨つゆ明あけを宣せん言げんするに違ちがいない。

「登場した時と違って、帰りはえらく大げさだな！」

　快かい晴せいの空に留とどまる機き影えいに焦しよう点てんを合わせ、エイジが言った。

　Ｖ‐２２Ｊオスプレイ。短い主しゆ翼よくの両りよう端たんにティルトローターと呼ばれる大だい直ちよつ径けいプロペラを備そなえ、ヘリコプター並なみのＶ／ＳＴＯＬ（垂すい直ちよく・短たん距きよ離り離り着ちやく陸りく）性能と航こう空くう機きクラスの高速・航続性能を併あわせ持つ軍用輸送機だ。生産国アメリカの圧力で、旧自衛隊が購こう入にゆうしたが、現在でも使用されているのは三機。機械系統のトラブルで事じ故こが相あい次つぎ、米軍ではとうの昔にお払はらい箱ばことなったいわくつきの機体だ。

「すごーい！　ヒコーキなのに、ヘリコプターみたい。あんな変なの、初めて見た！」

　エイジの隣となりで、リンコが素す直なおな感想を口にする。

「しかし、やることがイチイチ派は手でな軍を使うこたぁないだろ？　今にタブロイド紙のカメラマンが大おお勢ぜいやってくるぞ！」

　エイジは視線を下ろし、リンコを間に挟はさんでたたずむユラユイに怒ど鳴なった。

「事じ態たいが急変して、仕事の開始時間が早まったんだ。目的地へ急ぐには、暇ひまを持て余あます軍を使うのが一番さ」

　プロペラ風になびく瑠る璃り色いろの髪かみを胸むな元もとに集めながら、ユラユイが答えた。

「それに報ほう道どう管かん制せいは万ばん全ぜんだ。この場所が好こう奇きの目にさらされることはないよ」

「ああ、報道と言論の自由が、また……」

　エイジがわざとらしく嘆なげいた。

「フフ……君の言う自由は、国家という保ほ護ごフェンス内で飼かわれている家か畜ちくと同じだ。フェンスの外に野や獣じゆうの姿を見つけた牧ぼく場じよう主しゆが、牛や羊ひつじを畜ちく舎しやに押おし込めるのは当然の行こう為いだと思うが？」

「けっ、気取った喩たとえをしやがって！　要するに、お上に楯たて突つくなってコトだろうが！」

　エイジは忌いま忌いましそうに言って、慣なれないネクタイを緩ゆるめた。背せ広びろを着るのは、春先にビッグママたちを見送った時以来だ。着き心ごこ地ちがふわふわしていて好きになれないのだが、今回の仕事上必要だというので仕方がない。ショウゴの方にも服ふく装そうに条じよう件けんがあるらしく、準じゆん備びに時間が掛かかっている。

「──にしても遅おせえな！　花はな嫁よめのお色いろ直なおしじゃあるまいし」

　煙草たばこをくわえて、廃はい宿やどを振ふり返る。

　と、ドアが開き、牧まき村むらまなみが現あらわれた。

「お待たせ」

「れ？　……ショウゴは、どしたよ？」

　エイジが訊きいた。

「さあ、覚かく悟ごを決めてるところじゃないかしら」

　口元に悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ、まなみは開き放しのドアをちらりと見やった。

「あ────！」

　オスプレイの羽音を駆く逐ちくするような大声を、リンコがあげた。

　エイジは煙草を唇くちびるの端はしにくっつけたまま、あんぐりと口を開いた。

　廃宿から出てきた、一人の少女。金きん髪ぱつのおかっぱ頭に、丸まる眼鏡めがね、薄うす化げ粧しようだが口くち紅べにの色だけが妙みように赤い。ピンクのＶネックのＴシャツに、サンドベージュのストレッチパンツ。服装の仕上げは丈たけの短い白衣。

　背せ伸のびしてみたけど、ちょっぴり失敗しくじってしまったサイエンス系の女の子。初対面の者には、そういう風に見えるだろう。だが、元を知る者にとっては、どう見てもショウゴだ。

「やぁ～～ん！　ショーくん、カワイイ～！」

　リンコが駆かけ寄より、ショウゴに抱だきつく。

「やぁ～～ん」

　真ま似ねして駆け寄ったエイジの鼻はな先さきに、ショウゴの右手が突つき出される。手の中には、電子制御銃ブラスター。

「……落ち着くまで……冗じよう談だんはやめろ」

　うつむき加か減げんに、ショウゴが言った。自じ己こ嫌けん悪おとの戦いで、気持ちに余よ裕ゆうもないらしい。

「へ、へへ、わぁったよ」

　ホールドアップし、エイジは回れ右をした。

「これって……新手のイヤガラセか、マナ姉ねえ？」

「まさか。今回の仕事に必要な変へん装そうよ」

　まなみが言った。
















「変装？」

「そう……本来なら、欧おう州しゆうチームは二日後に関西空港へ到とう着ちやく、日本チームが出で迎むかえて発着場のあるタネガシマへ向かう予定だった。スペースプレーンを提てい供きようする米国チームは一日遅おくれ。けど・欧州側が突とつ然ぜん、来日を繰くり上げた。おかげでこちらの準備が全すべておじゃん。で、仕し返かえしに、テロリストの犯はん行こう予よ告こくがあったってことにして、飛行機をキサーズ空港へ降おりさせることにしたのよ」

「仕返しって……まさに、イヤガラセだなぁ」

　エイジの言葉に、まなみが肩かたをすくめてみせる。

「欧州チームは、今日の午後、キサーズステーションからエアロトレインで、直接キュウシュウへ向かうわ。急な話だから、日本チームの出迎えは私一人。もちろん、欧州側には全くの別人として伝つたわっているわ。電子工学の天才少女──かつての、私のアダ名」

「なるほど──それで、アレなのか」

　エイジは相あい棒ぼうへちらりと目をやった。

　ショウゴは直立不動のまま、はしゃぐリンコにいいようにいじくられている。

「初めの予定では、目もく標ひように接近することなく、執しつ行こうが行なえるはずだった。機会も、三度まで用意していた。でも、全てが水の泡あわになったわ。残る手しゆ段だんは、直接、目標に接近しての暗あん殺さつ。ノンストップのエアロトレイン内でね」

　徐じよ々じよに降こう下かしてくる機体を見上げ、まなみがスカートを押おさえる。

「じゃ、俺おれのカッコは？」

「六日前、目標の現在の姿を教えてくれるはずだった欧州側の情報提供者が、セーヌ川でお魚になったの。それと並行して極ごく秘ひ調ちよう査さしていた〈上〉のエージェント数名も、二日前から音信不通。これらの事と、欧州チームの急な予定変へん更こうは、無関係ではないわ」

　答えになっていない。エイジは顔をしかめた。相手の質問に直接的な答えを出さないのは、まなみの困こまった癖くせだ。

「つまり？」

「つまり、現時点で、来日する欧州チームのメンバーのうち、誰だれが目標であるかは不明ってこと。だから、私が同行して指示を出すことにしたの」

「指示って……姿形が全まつたく違ちがってるかもしれないんだぜ？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。父親ですもの……あんな男でもね」

　まなみの眉み間けんがかすかに歪ゆがむ。

「……エイジ君は、ホウジョウのサポート兼けん、私のボディガード。乗客名めい簿ぼでは、兄妹きようだいになってるわ」

「俺がマナ姉ねえの？　ユラユイは？」

「ユイは不参加。リンコちゃんと同じ」

「へえ、よく納なつ得とくしたな。お前でも俺を信用すること……」

　言い掛かけて、エイジは頭を振ふった。

「……あるわけねえよなあ、ンなこと」

「フフ、冴さえてるね、エイジ君。いっそ、予知能力者から精神感かん応のう力りよく者しやに転向したらどうだい？」

　胸むねに抱だいた自分の髪かみを撫なでながら、ユラユイがクスクス笑った。

「ンだと、ノストラ野や郎ろう！」

「ねえ、エイジ！」

　臨りん戦せん態たい勢せいに入ったエイジの袖そでを、リンコが引っ張る。

「ショーくん、とってもラブリーだから、記念写真撮とっておこうよ！」

「おおっ？　そりゃ、いいかも──」

　振り返り、エイジは言葉を吞のんだ。

　メガネっ娘こが、恐こわい顔をしてこちらを睨にらんでいる。

（……こりゃ、隠かくし撮りにした方がよさそうだな）

　引きつった愛あい想そ笑わらいを返しつつ、エイジは思った。




　　　　◆




　七月八日。

　午後三時二十五分。

　荒こう涼りようとした景け色しきが、高速で流れていた。彼方かなたには、中ちゆう腹ふくから裾すそ野のにかけてギザギザに抉えぐられた巨きよ大だいな山が、ややゆっくりとしたスピードで移い動どうしている。かつて日本の象しよう徴ちようとされた霊れい峰ほう富ふ士じ。今は、当時の面おも影かげもなく、まるで崩くずれたババロアのようだ。

　世界暴ぼう動どう時、皇こう族ぞく・政府要人の南下を援えん護ごすべく陣じんを張はった陸自政府軍と追つい撃げきするクーデター軍が激げき突とつした富ふ士じ箱はこ根ね伊い豆ず国立公園とその周辺は、莫ばく大だいな量の弾だん薬やくにより、首しゆ都と圏けん以上に破は壊かいし尽つくされた。くわえて、化学兵器の使用疑ぎ惑わくが未いまだに晴れておらず、現在もこの地域の再開発は進んでいない。

　──ネクスト、ミドルエリア。

　窓まどガラスに案内表示が映うつし出された。キサーズステーションを出発してから、わずか二十五分で車しや窓そうを流れ始めた光景も間もなく終わる。

　列島三千キロを縦じゆう断だんするエアロトレインは、流体科学の粋すいを集めて造つくられた日本製の高速旅客鉄道である。ジャンボ機と新しん幹かん線せんを折せつ衷ちゆうしたような車体には車輪の類たぐいはなく、代かわりに短い翼つばさが左右に等とう間かん隔かくで並ならんでいる。推すい進しん力りよくは一車両に一いつ対ついずつ設せつ置ちされたプロペラ。これらを回すことで得えた風ふう圧あつを利用することで、車体はレールのない平らな線路から浮ふ上じようし、空気以外の摩ま擦さつを受けることなく高速で走行する。また動力は、駅とエマージェンシーポイントに設置された太陽電池、さらに線路に沿そって建てられた風車からの電力を利用するのでコストも低く、諸外国からの引き合いも多い。

　ショウゴたちが乗っているのは、去年から営業走行し始めた最新機種『韋い駄だ天てん』。新型エンジンによる能力アップで推進装置の数を減へらし、さらなる低てい騒そう音おんを実現、別名〈サイレント・エクスプレス〉と呼ばれている。但ただし、車両数を四から八へ増ふやしたため、平へい均きん時速は他機種にやや劣おとる時速四百八十キロ。キサーズからカゴシマまでの約千五百キロを三時間で結むすんでいる。

　ショウゴは窓まど枠わくのタッチセンサーに触ふれ、スモーク機能を作動させた。じきに見えてくるだろう中部地方には、〈鵺童ヌエワラシ〉として戦った頃ころの苦にがい思い出しかない。できるだけ、目にしたくはなかった。

　と、イヤリングが耳たぶを震ふるわせた。通信機の受信を報しらせるバイブレーション。個室に備そなえ付けられたデスクの上から丸まる眼鏡めがねを取り上げ、掛かける。

『そろそろ時間だ』

　眼鏡のフレームを通じ、エイジの声が聞こえてくる。

『……アイテムの調ちよう子しは、どう？』

　牧村まなみだ。エイジと一いつ緒しよに後方のエコノミー車両に乗り込んでいる。

「ああ、よく聞こえる」

　呟つぶやき声で、ショウゴが言った。さらに小さな囁ささやきでも、イヤリング型の集音マイクが拾ひろい、フレームの通信機へ伝つたえてくれる。

『もう一度、カメラの感度を確かく認にんしたいわ。ノイズが入っていたみたいだから』

　まなみの要よう望ぼうに応こたえ、小こ綺ぎ麗れいな室内を見回す。

『……うぷぷ』

　押おし殺したエイジの笑い。

　スモークにした窓ガラスに、眼鏡の少女──に変装した自分が映っている。景色も見たくはないが、これも目にしたくはない。ショウゴはふいっと顔を背そむけ、ソファーシートから立ち上がった。

『エイジ君、まじめに』

　通信機の向こうで、まなみがエイジを窘たしなめた。

『あー、それじゃ行ってみようか、ナマ……いや、マナコさん』

　ショウゴが扮ふんする少女の名を口にして、エイジがクツクツと笑う。

　海うみ野のマナコ。これが、国際宇宙ステーションＩＳＳ再生計画の日本チームに属ぞくする天才少女の氏名だ。名前はまなみをもじったというが、ショウゴには〈海の海鼠なまこ〉が元ネタのような気がしてならない。エイジも同感のようだ。こういう小さくてくだらない嫌いやがらせほど、気分を滅入めいらせるものはない。

「エイジ」

　笑いの治おさまらぬ相棒に、ショウゴは低く凄すごんだ。

『だめよ、ホウジョウ』

　相棒でなく、依い頼らい人にんの声。

『声質は高く保たもつこと。お前なら、上下一オクターブは自じ在ざいでしょ？　さっきは慌あわただしくて言葉を交かわさずに済すんだけど、これからは気をつけて』

　まなみが言った。さっきとは、この列車に乗り込んだ三十分ほど前のことだ。テロリストの犯行声明があったという建たて前まえ上、出発前の大げさな歓かん迎げいセレモニーは一いつ切さいなし。午後四時発の特別臨りん時じ便びんを囮おとりとし、一時間早い通常便を利用したのだ。日にち欧おうの顔合わせは出発後、日本政府が匿とく名めいで貸し切るエグゼクティブ車両のラウンジで行なわれることになっていた。

　今回のショウゴの標的は、ＩＳＳ再生計画に乗じて〈主天使ドミニオン〉破は壊かいを画かく策さくする欧州チームの中に紛まぎれている。ショウゴに与あたえられた時間は、エアロトレインがスペースプレーン発着基地のあるキュウシュウへ到とう着ちやくするまでの約三時間。この間に標的を特定し、執しつ行こうを果はたさねばならない。

『つーワケで、パーティータイムだ、マナコくん。粗そ相そうのないよーに』

　エイジが、口く調ちようだけ厳おごそかにして、仕事の開始を促うながした。

「覚おぼえてろよ」

　迫はく力りよくに欠かける少女の声で、ショウゴが返した。




　　　　◆




　八両編へん成せいの三両目に位置するエグゼクティブ車両は、複数のラウンジや専用レストランを備そなえた二階建構造である。上品で豪ごう奢しやな内ない装そうは、欧州王朝風のホテルを思わせる。しかし、通路のそこかしこに立つ乗員は、そんな気分をぶちこわすに十分な格かつ好こうをしていた。青せい磁じ、群ぐん青じよう、ネイビーブルー。三種類の青色を基調とした重じゆう装そう備びに身を包つつんだ屈くつ強きような男たち。彼らは、列車の正式な乗じよう務む員いんではない。欧州チームを護ご衛えいするために専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐんから派は遣けんされた対テロ戦せん闘とうの特とく殊しゆ部隊員たちだ。平時は、ライトブルーのベレー帽ぼうを着用しているので、通つう称しようブルーベレーと呼ばれている。言うまでもなく、米軍のモノマネだ。

『おい、何で青あお帽ぼうの連中がいるんだよ？』

　眼鏡めがね型カメラを通じショウゴと同じ光景を見ているエイジが、声をあげた。ブルーベレーは、軍属時代にエイジが一時所しよ属ぞくしていた部隊でもある。

『欧おう州しゆう側がわを納なつ得とくさせるための、飾かざりよ。テロリストのデマを流してる以上、護衛なしっていうのはおかしいでしょう？』

　通信機の向こうで、まなみが説明する。

「……飾り、か。じゃあ、彼らは何も？」

　絨じゆう毯たん敷じきの階かい段だんを上りながら、ショウゴが呟つぶやきを送る。

『知らないわ。その必要があって？』

　まなみの答えは、素そっ気けない。

『だからって、この人数……仕事の進め方によっちゃあ、ニアミスするかもしれねえぞ。連中が事情を知らないとなると、ドンパチだって……』

『その程てい度どなら、大したトラブルじゃないわ。ねえ、ホウジョウ？』

　まなみの嫌いや味みな問い掛かけを無視し、ショウゴはエグゼクティブ二階の廊ろう下かを歩きだした。

『……ラウンジＢ、〈翡ひ翠すいの間ま〉だ』

　エイジが目的の場所を告つげる。

『いよいよ本番だ。女の子らしくしろよ、マナコちゃん』

　言葉とは反対に、口調は真ま面じ目めになっている。

『おら、ポケットに手を突つっ込まない』

　細こまかいチェックが入る。

「それ以前に、いつも白衣を着てるってのがおかしくないか？」

　両手をポケットから出し、ショウゴが返した。

『しゃあねえだろ。変わり者って設定なんだから』

『……悪かったわね』

『べ、別にマナ姉ねえのこと言ってるわけじゃ……』

「──到とう着ちやくだ」

　ショウゴは会話を遮さえぎった。

「海野さまでございますね」

　扉とびらの前で、案内係が頭こうべを垂たれた。その両りよう脇わきに立つブルーベレーの隊員たちが、明らかに野や暮ぼったい少女を見て呆あきれたような薄うす笑わらいを浮うかべる。

「そうよ」

　ショウゴはぶっきらぼうに答え、ブルーベレーの一人を抑おさえ気ぎ味みに睨にらみ返した。

「どうぞ、中へ」

　軽くノックし、案内係が扉を開いた。

　中は、意外なほど広く感じられた。日本式で表現すると、三十畳じよう敷じきくらいはあるだろうか。豪ごう華かな料理の置かれた三つのテーブルが縦たてに並び、やや低い天てん井じようから下がる小こ振ぶりのシャンデリアが柔やわらかな光を投げ掛けている。廊下側の壁かべにはレプリカの名画、フレームのほとんどない窓まど際ぎわには本ほん革かわ張ばりのロングソファー。高級ホテルのラウンジにも引けをとらない作りだ。

「やあ、ようやく来たね、海野博士はかせ」

　案内係とバトンタッチして話し掛けてきたのは、外務局の欧州担たん当とう官かん・木きの下した。今時珍めずらしい七三分けの髪かみ型がたに瓜うりざね型の顔。背は高いが、スマートというより貧ひん相そうな身体からだつき。タキシードがぶかぶかだ。

　木下の隣となりには、山やま吹ぶき色いろのスーツに身を包んだ女性通つう訳やくが澄すまし顔で立っている。欧州連合の共通語は英語であるが、実際には独どく・仏ふつ・スペインを始めとした複数のエリア言語が日常的に使用されているので、担当官は専せん任にんの通訳を連つれていることが多い。

　まなみ流に言うならば、彼らもまた飾りだ。無む論ろん、この列車で執しつ行こうが計画されていることも知らないが、ブルーベレーに比くらべたら何の害もない。むしろ、知っていた方がやっかいだ。いつどんなボロを出すかわかったものではないからだ。

「じゃあ、改あらためて紹しよう介かいしましょう」

　ショウゴの肩かたに馴なれ々なれしく手を掛かけ、木下がラウンジの中央へ誘ゆう導どうする。

「お目にかかれて光こう栄えいですよ、マドモアゼル」

　大きな鼻はなを持つスキンヘッドの老ろう紳しん士しが、ショウゴの手を把とり会え釈しやくした。欧おう州しゆうチームのリーダー、ベルモンド博士。

『違ちがうわ』

　まなみが、即そく座ざに可能性を否ひ定ていした。

　来日した欧州連合のメンバーから標的を特定するのが、まなみの役目。

　標的であるまなみの実父・蔵木仁じんは、かつて〈主天使ドミニオン〉の建造に関かかわった技術者の生き残りだ。十年前、妻つまを毒どく殺さつし、娘むすめのまなみに《復ふく讐しゆう法ほう》で訴うつたえられるも欧州へ亡ぼう命めい、そのまま行方ゆくえを暗くらまし、〈永えい久きゆう被ひ告こく〉となっている。その蔵木が〈主天使ドミニオン〉破は壊かいを目もく論ろむ欧州チームの一員として来日したのだ。姿を変えていないはずがない。〈上〉は事前に特定を進めたが失敗、あとは娘であるまなみの記き憶おくと直感に懸かかっている。

　ショウゴは、まなみが蔵木を特定次し第だい、行動を開始、列車が終点カゴシマへ着くまでに執しつ行こう代だい理り人にんとして彼を抹まつ殺さつする。その後、検けん死し段階でＤＮＡ鑑かん定ていを行い、その人物が蔵木と証しよう明めいされれば、事件は謀ぼう殺さつではなく、《復讐法》の執行ということでケリがつき国際問題とはならない──これが〈上〉の描えがいたシナリオだ。

「……根こん拠きよは？」

　次の容よう疑ぎ者しやへ作り笑え顔がおを向けつつ、ショウゴが呟つぶやいた。

『背が低いわ。形成手術じゃ、高くできてもその逆は至し難なんよ』

　まなみが答えた。

「これは、これは……！　予想以上に可愛かわいらしい先生だ」

　金きん髪ぱつを後ろで束たばねた青年が上体を折おり、ぐっと顔を近づけてくる。亡ぼう国こくイギリス出身のデイビッド・フォックス。ロボット工学の若き権けん威い。色違いのエイジといった感じの優やさ男おとこだ。

「君のこと、ＰＰって呼んでいいかい？」

『何じゃ、そりやっ？』

　ショウゴが訊きく前に、エイジが喚わめいた。

『可愛い教授プリテイプロフエツサーってことじゃない？──彼は除じよ外がいよ。顔の骨こつ格かくが違う』

　まなみの言葉に小さくうなずき、三人目と握あく手しゆする。

　トマス・バウアー、三十五歳さい、エンジニア。銀髪、鷲わし鼻ばなのドイツ人。握あく手しゆの後、手しゆ話わで〈よろしく〉とつけ加くわえる。口が不自由らしい。

『肩かた幅はばが狭せまいわ』

　続いて、二人。ジョバンニ、レオナルドのフッガー兄弟きようだい。二十歳はたちになったばかりの、双ふた子ごの宇宙飛行士だ。どちらも極度の潔けつ癖ぺき症しようということで、握手の時も手て袋ぶくろを外はずさない。イタリア人のわりに女性に愛あい想そうがないのは、ショウゴの扮ふんするマナコを子こ供どもとみているせいだろうか。

『若過ぎる』

　エル・フランコ、四十歳。チームのサブリーダーを務つとめる口くち髭ひげのスペイン人。ベルモンドとの仲なかはあまりよくないという。

『おっ、悪人ヅラだぜ、このおっさん』

　エイジが言った。

『フランコ博士は、シロ。音信不通になる前に、エージェントが確かく認にんしてる』

　七人目。シャーロット・パリロウ。気き品ひんある顔立ちの中年女性。やや豊ほう満まんな体型だが、スタイルはさほど悪くない。ベルモンドの助手で、博士号を持つ。

『違ちがう。手も小さい』

　まなみの見切りは早い。

　八人目、エレナ・アマナール。二十五歳、ルーマニア人、宇宙飛行士──否定。

　九人目、マリィ・リンツ、二十七歳、オーストリア人、エンジニア──否定。

　女性陣じんは歯し牙がにもかけない。性せい転てん換かんの可能性はないと踏ふんでいるのだろうか。

「おや、ヤマトナデシコと聞いていたのに」

　背の高い十人目が膝ひざを落とし、ショウゴの手を把とる。

　アラン・ケンズブール、三十九歳、フランス人。電子工学のエキスパートだ。

「美しい黒くろ髪かみを染そめるなんて、もったいない」

　甘あまいマスクを耳元へ寄せ、そっと囁ささやく。

『だぁー！　何しやがるんだ、このロリコン！』

　エイジの大声に、ショウゴの眉まゆがぴくりと震ふるえる。

『おめーも、ちったあ、イヤがれよ！　セクハラだぞ？』

「挨あい拶さつだろ。それに、下へ手たに拒きよ絶ぜつしたら怪あやしまれる」

　ケンズブールが立ち上がるのを見み計はからい、ショウゴが返した。

『この男は……後で、もう一度近づいて』

　まなみが言った。初めての保ほ留りゆうだ。

『歳としは蔵木より若いけど、骨格・体格ともに形成手術の可変範はん囲い。どうにかして、裸はだかを見れないかしら』

『ハダカを見るだってっ？　ンなことしたら、ショウゴの貞てい操そうも危機に！』

「確かく認にんの術すべがあるのか？」

　エイジを無視して、ショウゴが訊きいた。

『ケンズブールは、六年前に癌がんで右みぎ肺はいを人じん工こう臓ぞう器きに換かえているの。大きな手術痕あとがあるはずよ。もしなければ──』

「──君が噂うわさの天才少女かね？」

　不意に、後ろから声が掛かかった。

　振ふり返るや手を把られ、乱らん暴ぼうに上下させられる。

「こちらは連合議会のクレイマー氏です。氏は〈リバース・プロジェクト〉の再開に尽じん力りよくされ……」

　木下が説明を始める。

　セシル・クレイマー、五十五歳。欧おう州しゆう連合議会の第一政党エヴァーグリーンの前党首。党の若返り政策で、党首の座を退しりぞくことになったが、未いまだその影えい響きよう力りよくは大といわれている。今回自みずから実行メンバーに加わったのは、計画の陣じん頭とう指し揮きをとったことをアピールし、党首への返り咲ざきを果はたすのが狙ねらいらしい。

（……政治屋か）

　ショウゴは、生はえ際ぎわの後退した眉まゆ薄うすい男の顔を努つとめて無表情に見つめ、会え釈しやくした。

　頰ほおが紅こう潮ちようし、目は虚うつろ。もう一方の手にはほとんど空からのワインボトルが握にぎられている。

「何だ、愛あい想そのない！」

　クレイマーは乱暴に手を振ふり解ほどくと、酒さけ臭くさい息いきを吐はきかけた。

　ラウンジの騒ざわめきが消え、ＢＧＭのモーツァルトが大きくなる。

「我われ々われは、〈リバース・プロジェクト〉のメインであり、連合の代表なのだぞっ？　なのに日本政府は、国こく賓ひんの歓かん迎げいをこんな小こ娘むすめに任まかせおって！」

「ミスター・クレイマー、そのことでしたら事前に申し上げたように、向こうで正式なセレモニーが……」

　木下が慌あわてて宥なだめに入る。

「うるさい！」

　ワインボトルが空くうを切った。

　木下の胸むな元もとをかすめた酒さか瓶びんが、その先に立つショウゴへ迫せまる。

『──だめよ！』

　左手を上げかけたショウゴの耳に、まなみの声が響ひびいた。

　海野マナコは、ボトルを受けとめるようなことはできない──ショウゴは背後にテーブルがあるとわかっていながら、あえて仰のけ反ぞるように後退あとずさった。

　ボトルが顎あご先さきを擦かすって遠ざかった。

　両手がテーブルの上を薙ないでクロスを摑つかみ、倒たおれかけた身体からだを辛かろうじて支ささえる。

「クレイマー！」

　フォックスとケンズブールが同時に叫さけび、前に出た。が、泥でい酔すいした政治屋の腕うでを摑つかんだのは彼らではなく、壁かべ際ぎわから駆かけ寄よった初老の男だった。

「少々、度が過ぎますぞ、クレイマー卿きよう」

　ワインボトルを取り上げ、男が言った。

　短く整ととのえられたシルバーグレイの頭とう髪はつ、彫ほり深い面おも長ながの顔に、高く尖とがった鼻。爵しやく位いを持つ貴き族ぞく、或あるいはそれに永ながく仕つかえる優ゆう秀しゆうな執しつ事じといったような上品で威い厳げんのある風ふう貌ぼう。訛なまりの全まつたくない英語を遣つかうところから推おして、フォックスと同じ亡ぼう国こくイギリスの出らしい。

「フォックス博士。議員は酩めい酊ていされている。すまないが部屋へお連れしてくれ」

　同どう郷きようの青年を呼び、男はクレイマーを引き渡わたした。

　あれほど暴あばれていたのに、クレイマーはぐったりとしている。

（やるじゃないか）

　ショウゴは口元を緩ゆるめた。男が駆け寄ると同時に、酔よっ払ぱらいへ当て身を食くらわせたことに気づいたからだ。

『誰だれだい、そいつは？』

　エイジが訊きいてくる。

　欧おう州しゆうメンバーは、全部で十一名。木下の紹しよう介かいは、既すでに人数分終わっている。

「連合の大使館関係者らしいが……護衛が本業だろうな」

　囁ささやき声で、ショウゴが答えた。

『あの男──』

　まなみの声が入った。

『第二候こう補ほかい、マナ姉ねえ？』

『──え？　いえ、違ちがう……けど』

　あやふやな答え。

「どうしたんだ？」

　エイジに代わり、ショウゴが問とい質ただす。

『……どこかで見たような気がするの。とりあえず、彼には注意して』

「あんたが、俺の心しん配ぱいをしてくれるとはな」

　ショウゴの皮ひ肉にくに、しかし、まなみは何も返さなかった。

「おケガはありませんか、海野博士？」

　ケンズブールがショウゴの肩かたに手を掛かけた。

「い、いえ、特に──」

「おや？」

　ケンズブールの指がショウゴの頰ほおを滑すべって降こう下かし、顎あご先さきを持ち上げる。

「少し、擦すり剝むけていますね。女性の顔に傷をつけるとは……クレイマーの奴やつ、愚おろかしいにもほどがある」

　言うや、ケンズブールはショウゴの身体からだをひょいと抱だき抱かかえた。お姫ひめさまだっこだ。

『何じやがんだっ！　ごのオヤヂっっ』

　エイジの声が、耳の奥おくでハウリングする。

「早急に、手当てした方がいい。医い務む室しつへお連つれしましょう」

『とか何とか、てめーの部屋へ連れ込む気だぜ、このロリコンは！』

『好こう都つ合ごうだわ。じっくり確かく認にんできる』

　激げつ昂こうするエイジを遮さえぎり、まなみが言った。

『ど、ど、どこを確認させるつもりだよっ？』

　エイジはすっかり任にん務むを忘わすれている。

「……馬ば鹿かエイジ」

　ショウゴは額ひたいに手を当て、小さく頭を振ふった。

「──お待ち下さい、博士」

　男がケンズブールを呼び止めた。

「手当てなら、エミリーに。ウミノ博士は、未み婚こんの女性。あなたがお連れするのはまずいでしょう？」

　男の言葉に、女性メンバーの間から失しつ笑しようが湧わく。

「手て厳きびしいな、ロバートソン」

　困こまったような笑えみを浮かかべ、ケンズブールはショウゴを下ろした。

『ナイスだぜ、黒服のおっさん！』

　エイジがロバートソンを讃たたえた。

『なかなか用よう心じん深ぶかいわ』

　まなみが不ふ機き嫌げんそうに舌したを打つ。

「医務室だなんて、大おお袈げ裟さね」

　声と気け配はいがショウゴの横に立った。

　ロバートソンと同じ黒のスーツ。但ただし、体格は遥はるかに小こ柄がらで、年若い。背せ丈たけはショウゴより、やや高いくらい。青く染そめたセミショートの髪かみ。白くほっそりとした北ほく欧おう系けいの顔立ち。垂たれた前髪がその右半分を覆おおっている。

「エミリーです。とりあえず、私の部屋へ行きましょう」

　ショウゴの手を把とり、少女が言った。

「俺……」

　地じ声ごえで言い掛かけ、ショウゴは慌あわてて咳せき込んだ。

「……マナコでいいわ」

　ショウゴはわざとらしく喉のど元もとを押おさえ、自分をじっと見下ろす碧あおい瞳ひとみを見つめ返した。








四　ダリル









　午後三時五十四分。

　エアロトレイン最後尾（第八車両）。

　貨か物もつ倉そう庫この異常を報しらせる光が、小さな液えき晶しよう画が面めんに映うつる戦場を赤く染そめた。

　嘲あざけるような電子音が画面両側のスピーカーから流れ、〈ゲームオーバー〉を男に告げる。

「畜ちく生しよう、全ぜん滅めつしちまった！」

　男は喚わめき、手にしていた携けい帯たいゲーム機をゴミ箱へ放ほうりこんだ。明めい滅めつする赤ランプのスイッチを切り、四つの監かん視しモニターを覗のぞき込む。

　別段、不ふ審しんなところはない。

　また、センサー故こ障しようのようだ。今月に入ってこれで七回目。その度たびに面めん倒どうな報告書を書かねばならない。

「畜生」

　男──ウドウは道具箱を手にすると、管理室を出た。

　短く急な階段を下り、貨物倉庫へと入る。

　青色の蛍けい光こうランプが点てん在ざいする陰いん気きな空間。真上にある運転制せい御ぎよ装そう置ちの機械音が、間ま延のびした低い唸うなりとなって響ひびいている。

　こんなところ、機械に見み張はらせとけばいいんだ──ウドウは思った。

　退たい役えき軍人の支し援えん組そ織しき〈英えい雄ゆう会かい〉の仲ちゆう介かいで、国土連れん絡らく機構に技術者として就しゆう職しよくしたものの、回されるのは特技を生かすこともできない閑かん職しよくばかり。労働組合を通じて三度職場を変えてもらい、ようやくエアロトレインのメンテナンス乗じよう務む員いんとなったが、実じつ態たいはただの倉庫番だった。

　機械は管理することはできても、壊こわれたら自分で修しゆう理りできないだろう──同じ元軍ぐん属ぞくの上司は、そう言ってウドウを慰なぐさめた。世界暴ぼう動どう時、政府軍側の志し願がん兵へいとして輸送ヘリを操そう縦じゆうしていたその上司は、現在、貨物の仕分け管理をしている。

（俺おれはクーデター軍の奴やつらを蹴け散ちらした戦車やヘリを整備してきたんだぞ。何で、安物の赤外線センサーを直さなきゃならないんだ。国は、俺たち元志願兵を蔑ないがしろにしてやがる）

　心中で愚ぐ痴ちりつつ、暗視バイザーを下ろす。

　面倒な作業の始まり。まずは、縦たてに広い貨物室に張り巡めぐらされた赤外線の数をひとつひとつ数え、消えている箇か所しよを探さがす。

「……何だよ、くそっ」

　あっけなく原げん因いんを突つき止め、ウドウは舌したを打った。

　貨物棚だなのひとつから荷物が崩くずれ落ちている。

「ポーターの連中め、適当に積つみ込みやがったな」

　ウドウはバイザーを上げ、薄うす暗ぐらい通路を歩きだした。

　と、靴くつ裏うらが柔やわらかいものを踏ふみつけた。漂ただようミントの香かおり。チューブ入り歯は磨みがき粉こだ。落ちた旅行バッグが開いて中身をぶちまけたらしい。

「くそったれっ」

　悪あく態たいをつき、ウドウはバッグのひとつへ手を伸のばした。

（──違ちがう、これは！）

　すぐに手を引っ込め、腰こしに吊つるしたホルスターから電でん磁じ警けい棒ぼうを引き抜ぬく。

　バッグは落ちて開いたのではなかった。鍵かぎが壊こわされ、無む理り矢や理りこじ開あけられていたのだ。目を凝こらすと、通路の先にも同じように荒あらされた荷物が散さん乱らんしている。

「……立ちな」

　ウドウは警棒のトリガーに指を掛かけ、荷物に紛まぎれて身を伏ふせていた侵しん入にゆう者しやへ声を投げた。おかしな真ま似ねをしたら、即そく引き金を引いて、十万ボルトの電でん撃げき針しんを見み舞まうつもりだった。

「スミマセン」

　片かた言ことの日本語が返ってきた。声は女。

　のろのろと立ち上がり、蛍けい光こうランプの落とす光の前まで歩み出る。

　赤いハイヒールとすらりとした長い脚あし。スカートの裾すそが極きよく端たんに短いため、太ふと股もものほとんどが露ろ出しゆつしている。

「何者だ、お前？」

　目線を上じよう昇しようさせつつ、ウドウが訊たずねた。

　黒のミニスカートと対たい照しよう的てきな暖だん色しよく系けいのタンクトップ。大きく開いた胸むな元もとから、深い谷間を作る豊ほう満まんな隆りゆう起きが覗のぞいている。顔はまだよく見えないが、欧おう米べい系だ。剝むき出しの肩かたに掛かる髪かみはブロンド。首にベルトのような輪を付けている。最近流行はやりのアクセサリーだろうか。

「ワタクシ、オ客サマネ」

　女が答えた。

「見たトコそのようだが、ここは立ち入り禁止だぜ？」

「荷物探さがシテタヨ。大事ナモノネ」

　女は左ひだり脇わきにビーチボール大の箱はこを抱かかえている。

「ほう。そりゃ、あんたのかい？」

「違ちがウネ」

　女が言った。

「デモ、頼たのマレタネ」

　間ま抜ぬけな言いい訳わけをつけ加くわえる。

「だろうね」

　ウドウは呆あきれたように言って、火花の散ちる警棒を突つき出した。

「お前を一時監かん禁きんする。残りの言い訳は警けい察さつでするんだな」

　ウドウの言葉に、女は小首を傾かしげる仕し草ぐさをした。

「……ソレ困こまル。時間ナイネ。許ゆるシテホシイ」

　女の右手がスカートへ下り、ラメ入りのマニュキュアを塗ぬった指先が裾すそを引っ掛かけ持ち上げる。

　あからさまな買ばい収しゆう。でも悪くない。ウドウはほくそ笑えんだ。窓まどもない車両の番人を続けて一年余り。たまには、こういう役やく得とくがあってもいいだろう。但ただし、盗人ぬすつとを見み逃のがしたことで職を失うしなうつもりはない。コトが終わったら、女は突き出す。

「ま、あんた次し第だいだな。もう少し明かりへ寄よりなよ。俺好みかどうか確かめてやるぜ」

「オー、サンクス」

　やや大きめの口が笑えみを作り、並ならびのいい歯を見せた。

　女がゆっくりと明かりの下へ足を踏ふみ出す。

　思った通りの美女だった。少しメークが濃こいが、外国の男性誌のグラビアを飾かざりそうな整ととのった顔立ちだ。

「オ礼れいニ、キスシテアゲルネ」

「アメリカンジョークかよ？　その程てい度どで喜ぶほどガキじゃあ──」

　ウドウは言い掛け、固かたまった。

　女が首に付けていた輪が、キリキリと鳴っている。

「──お、おい、何だ、それは？」

　後退あとずさり、ウドウは警棒を構かまえた。

　キリキリと鳴っていたのは、首輪上のネジだった。ひとりでに回転し、外はずれようとしていた。

「ドシタネ？」

　女が前へ出た。

「寄るなっ！」

　ウドウは警棒を振ふって牽けん制せいした。錆さびかけた軍属時代の勘かんが、危き険けんを告つげていた。

「ニポン人、恥はズカシガリ」

　女の右手がブロンドの頭を摑つかんだ。直後、笑え顔がおが左を向き、後ろへ消え、そして再び右側から現あらわれた。

「あ、頭が……！」

　ウドウの脳のう裏りに、ケーブルＴＶで観みた古いホラー映画の一場面が浮うかんで消えた。

　同時に、首輪のネジが弾はじけ、ネジ穴あなから真まっ赤かな液体が水みず鉄でつ砲ぽうの如ごとく噴ふき出した。

「うわあああっ！」

　鮮せん血けつを浴あび、ウドウは悲ひ鳴めいをあげた。

「やかましいぞ、ジャップ。美女に失礼だろ？」

　野の太ぶとい声が響ひびいた。頭を三百六十度回転させた女ではなく、彼女の抱かかえる箱の中から。

　ウドウは身を翻ひるがえし、階段脇わきの非常ベルへ駆かけ出した。

「何だよ、キッスを受け取ってくれよ！」

　後方で、箱の中の何かが、笑いながら叫さけんだ。

「──ア～イ、ラ～ブ、ユウゥゥゥ！」

　陽気な女の声が近づいてくる。

　ウドウはベルのスイッチに手を掛かけ、振ふり返った。

　視界に女の生なま首くびが飛び込んだ。

　頭ず蓋がいの割れる鈍にぶい音。

　ウドウは顔面にブロンド頭をめり込ませたまま、壁かべへもたれた。

　死の痙けい攣れんをする手指が、非常スイッチを引ひっ搔かくように押おし込んだ。

「──シット！」

　鳴り始めたベルの音に、箱の中の何かが忌いま忌いましそうに舌打ちした。

「チャールズの野や郎ろう、こんなチンケな〈身体ユニツト〉なんぞ寄よ越こしやがって……おかげでジャップを瞬しゆん殺さつし損そこなっちまったじゃねえか」

　女の右手が箱を開き、ぶつぶつと文もん句くを言う男の頭を摑つかみ出す。ギリシャ彫ちよう刻こくのように凜り々りしく美しい右顔と、ケロイドに覆おおわれ醜みにくく歪ゆがんだ左顔。心を映うつすという言葉遣づかいから、この男の真実の顔が左であると推おし量はかれる。

「だいだい、コレじゃあサイズ合わねえんだよ！」

　女の首の上で回転しながら、男の頭が喚わめいた。

『そう吠ほえるな、ダリル。アダプターを装備してあるだろう？　どんな〈身体ユニツト〉でも問題なく、くっつけられる』

　耳じ孔こうに差し込んだ通信装置から、仲間の声が聞こえてくる。今回の作戦の主しゆ導どう権けんを握にぎる国防新省のエージェント、ジョセフ・グラハム。ゼロ機関より採用された〈出世組〉だ。

「まさか、この〈身体ユニツト〉で終わりってワケじゃあるまいな？」

　女の左手が箱を落とし、頭を回す右手を手伝う。

〈身体ユニツト〉は、ダリル専用に造つくられた交こう換かん可能な半機械サイバーボディ。普ふ段だんはベースとなった生体の頭が生命維い持じを行い、必要に応じてダリルに体を明け渡わたす。〈身体ユニツト〉となるのは、主に人じん身しん売ばい買ばい組そ織しきからゼロ機関へ買い上げられた者たちだが、他に自じ殺さつ志し願がん者しやや心しん神しん喪そう失しつを理由に無む罪ざいとなった殺さつ人じん鬼き、意い識しき不ふ明めいの重病患かん者じやなどもおり、性別年ねん齢れいも様さま々ざまである。

〈身体ユニツト〉に改造された者は、基本的に自じ我がはない。正確にいえば、夢を見続けている状じよう態たいで、見た目、正常に生活しているようでも、それは薬物を使用した催さい眠みん術じゆつによるプログラムで動いているに過ぎない。つまり、プログラマーの命令通りに動く生き人形マリオネツトでしかないのだ。そして、時が来れば、自分の頭を胴どう体たいから切り離はなし、夢ゆめ見み心ごこ地ちのまま死を迎むかえる。まさに神をも畏おそれぬ、非人道的行こう為いの産物だ。

『安心しろ。古ふる巣すからの預あずかりものは、車内のあちこちにばらまいてある。あんたを見れば向こうから近づいてくるさ』

　ジョセフが答えた。

「Ｂユニットもいるんだろうなっ？」

『全部、Ａユニットだ。チャールズはそれで十分だと言っていた』

「ちっ……Ｂユニットで出られりゃあ、他は必要ないってのによ！」

　回転を終えた頭が、上下左右を見回す──装そう着ちやく完かん了りよう。

『残ざん念ねんだが、あんたは信用されていない。局地戦型Ｂを与あたえたら、任にん務む放ほう棄きで逃とう亡ぼうするかもしれないし、作戦開始前に暴ぼう走そうして全すべてをぶち壊こわす恐おそれもある。だから、バラして列車に乗せられた。それに諜報員型Ａなら、裏切った場合の処しよ理りも楽だしな……ま、信用を勝ち取るためにも、任務を全まつとうするんだな』

「信用だあ？　そんなもん、いらねえさ」

　言って、ダリルは散さん乱らんする荷物を振ふり返った。汚よごれていないローブを見つけ、ふらふらと身を屈かがめる。運動神経の接続が今一つのようだ。ダリルはまぶたのある右目を閉じ、神経接続をやり直した。

『何か問題でも？』

　急に無言となったダリルに、ジョセフが訊たずねた。

「……あるわきゃねえだろ」

　ダリルはローブを拾ひろって立ち上がった。もう動きにぎこちなさはみられなかった。

「どれ、久ひさしぶりに派は手でに暴あばれてみるか」

　血液の散ちった身体からだにローブを羽は織おり、ダリルが言った。

『それは構かまわないが、任務内容を忘わすれるな。あんたは、あくまで陽動だ。敵をできるだけ引き付けてくれ。くれぐれも我われ々われの邪じや魔まはしてくれるなよ？』

　ジョセフが釘くぎを刺さす。

「……奴やつも、乗ってるのか？」

　仲間の念ねん押おしには答えず、ダリルが訊きいた。

『例の〈主天使〉使いドミニオン・マスターか？　保ほ証しようはできんが、恐おそらく、日本政府はそいつを作戦に加えているだろう。ついでに始し末まつしてくれると有あり難がたい』

「ついで、じゃねえ」

　被かぶったフードが唸うなりで震ふるえた。

「俺の本命は、奴一人さ」

　鋭するどく尖とがった歯が剝むかれ、ギシギシと音をたてた。




　　　　◆




　午後四時三分。

　エアロトレイン、第七車両、エコノミークラス・サウスサイド。

　腕うで時ど計けいから湧わいたバイブレーションが、アイマスクをしたビジネスマン風の男の手首を微かすかに震ふるわせた。

『ブルー１よりブルー６。第八車両、貨物倉庫内でアクシデント発生。要よう確かく認にん──送れ』

　耳じ孔こう挿そう入にゆう型の通信機に、行動を命じる声が入る。

　ブルー１は、エグゼクティブクラスのある第三車両を警けい護ごするブルーベレーの指し揮き小隊。ブルー２、３がその前後に接続されたファーストクラス専用車両、ブルー４、５、６が後方に連つらなる三つのエコノミークラス車両に乗客を装よそおって配はい置ちされている。

「ブルー６ヤシマ、了りよう解かい」

　男──ヤシマは寝ね返がえりしながら、もごもごと答えた。腕時計に触ふれ、通信先を切り替かえる。

「第八でアクシデント。ノースサイドの各員は連結部を固かためて、待たい機き。我々が行くまで誰だれ一人、通行させるな──送れ」

　エコノミー車両は、トイレと化け粧しよう室しつのスペースを境さかいとして南北に仕切られている。ブルー６の人員配置は南に四、北に三。

『新田につた、了解』

『ハギノ、了解』

『栗くり原はら、了解』

　第七車両の北側に配された部下の声が、ヤシマの耳に次々と返ってくる。

「開始」

　ヤシマはアイマスクを取ると、膝の上に乗せていたアタッシュケースを持って立ち上がった。隣りん席せきで本を読んでいた老婦人が怪け訝げんそうに見上げたが、すぐに、尋じん常じようならざる眼がん光こうを放つヤシマに見下ろされて目を伏ふせた。

　立ち上がったのは、ヤシマを入れて四人。左右の座席列から立ち上がった三人はビジネスマンスタイル、真ん中の座席列から立ち上がった一人は着き飾かざった若い女。全員が手荷物を提さげ、一いち様ように大おお柄がらだ。

『……こちら、新田。第八車両より、一名。足止めします……女、か……おい、頼たのむ』

　ノースサイドからの通信。状じよう況きようをライブで伝えるため、回線は開いたまま。

『失礼ですが……』

　女性隊員の栗原の声が聞こえる。相手が女性なので、新田が配はい慮りよしたのだろう。

『おい、待てっ』

　ハギノだ。

『ぎゃっ──』

　栗原の短い悲ひ鳴めい。口くち笛ぶえのような音が後に続く。

「緊きん急きゆう！」

　ヤシマが怒ど鳴なった。あれは頸けい動どう脈みやくを切られた時の音だ。

　乗客たちの騒ざわめきを置き去りにして、四人のブルーベレーはノースサイドへ通じる短い通路を駆かけ抜ぬけた。




　自動ドアが開いた途と端たん、恐きよう慌こうをきたした複数の男女がヤシマたちへ押おし寄せた。

　対テロ戦せん闘とうにおいて、突とつ入にゆうした特とく殊しゆ部隊が最さい優ゆう先せんするのは敵の完全制圧。それが成なされて初めて、人ひと質じちなどの第三者の安全を確かく保ほできる。よって、その障しよう害がいとなり得うるものは躊ちゆう躇ちよなく排はい除じよする。

　ヤシマたちブルーベレーも例外ではなかった。手にしたアタッシュケースで一いつ般ぱん客きやくを突つき飛ばし、或あるいは殴なぐり倒たおしてノースサイドへ突入した。

「──新田っ、ハギノっ」

　散さん開かいし、左の座席列へ身を隠かくしたヤシマが部下へ呼び掛かけた。

　聞こえるのは、砂すな嵐あらしの音。恐おそらくは、全ぜん滅めつ。

『敵てき影えい、未み確かく認にん』

『同じく』

　前方に隠かくれた二人の部下より、索さく敵てきの報告が入る。

『右連結部前の通路上に、人』

　女性隊員マツザカ。

　ヤシマの位置からも、同じ光景が見えた。

　血の海の中に、三人が横たわっている。

『推すい定てい──男、女、女。一名は確認、栗原です』

　マツザカが続ける。栗原は同どう僚りようだ。天てん井じようまでぶちまけたように散ちった血の跡あとは、たぶん彼女の首から噴ふき上がったものだろう。

「コニシ、閃せん光こう弾だんを使え。正まさ木きが先行、俺とマツザカで援えん護ごする」

　ヤシマは命じ、対閃光グラスを掛けた。アタッシュケースの擬ぎ装そうを取り払はらった短たん機き関かん銃じゆうＭＰ５コッファーＪ２を両手持ちし、一ひと呼こ吸きゆうする。

『開始！』

　ヤシマの声が通信機を駆かけた。

　三秒後、閃光。

　正木が身を低くして通路へ躍おどり出た。

　瞬しゆん間かん、光が止やんだ。

　閃光弾の目め眩くらましは、約二・五秒。その半分も経たっていなかった。

（不発──？）

　見上げた正木の視界に、ミニスカートの女が映うつった。倒れていた三人のうちの一人。右手に、袋ふくろ状じようにした上うわ着ぎか何かを提さげている。

　女が無む造ぞう作さに上着を放ほうった。内から、閃光弾の筒つつが転ころがり出た。

『──正木！』

　コニシの〈声〉が耳に入った。

　正木の目が跳はね上がり、フードを被かぶった女を真正面に捉とらえた。

　構かまえていたＭＰ５が躊ちゆう躇ちよなく、吠ほえた。

　女は仰のけ反ぞっていた。必殺の弾だん丸がんが彼方かなたへ飛び去った。それを見み極きわめた直後、衝しよう撃げきが正木の右みぎ脇わきを襲おそった──女の放った蹴けり。腰こし骨ぼねの砕くだける音が、背骨を伝つたわり耳へ届とどいた。

　身体からだをくの字に折おられた正木が、ヤシマたちの視界を横切り、座席列へ消えた。

「あ～あ、こっちも折れちまったぜ」

　女が、野太い声でぼやいた。右手を座席の背せもたれに突つき、脛すねの曲がった左ひだり脚あしをぷらぷらさせている。

「ったく、使えない〈身体ユニツト〉だぜ。迅はやいだけで、耐たい久きゆう力りよくがまるでねえ」

　深く被ったフードから、唾つばが吐はき出される。

「ま、てめらの仲間よりは、マシってか？」

　女は中指を立て、ギシギシと笑った。

　途と端たん、タンクトップに包まれた豊満な胸に孔あなが開あいた。ヤシマの銃じゆう撃げき。

　女は反射的に両りよう腕うでを上げ、顔の前で交差させた。

　マツザカとコニシの銃弾が、無む防ぼう備びな肩かたを、腹を、腿ももを叩たたき、心しん臓ぞうへの集中射しや撃げきを続けるヤシマを援えん護ごした。

　着弾による死のダンスは十数秒で終わった。最後に、女はくるりと回って、血ち塗まみれの通路へ倒たおれこんだ。

　コニシが、後方に仁に王おう立だちしたままのヤシマに代かわり、女へ近づいた。

「再起不能ノツクダウンにした？」

　少し距きよ離りをおいた側面から、マツザカが声を投げる。

「……ああ、完全にくたばってる」

　血の海に俯うつぶせた女の身体からだを見下ろし、コニシが答えた。テロリストの顔を確かく認にんするため靴くつ先さきでフードを引っ張る。

「──なかなか、やるじゃねえか」

　頭が百八十度回転し、コニシを見上げた。

　顔半分を潰つぶされた、ギリシャ彫ちよう刻こくのような顔。

「褒ほう美びに、このセクシーボディは貴き様さまらにくれてやる」

　白はく煙えんが、女の首根から噴ふき上がった。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ──」

　女から分ぶん離りした頭が通路を滑すべり、ヤシマの足の間を通り抜ぬけた。

　振ふり返ったヤシマの視界に、生なま首くびを拾ひろい上げる男が映うつる。見み覚おぼえがあった。突とつ入にゆうの際、ヤシマが張り倒した肥ひ満まん気ぎ味みの中年紳しん士し。

「くるくるくる～」

　おどけた口く調ちようで言って、中年紳士が頭を振った。そのまま戻もどることなく回転し、血ち飛沫しぶきを上げて分ぶん離りする。

　両りよう腕うでが何事もなかったかのように持ち上がった。身体からだを少し前ぜん傾けいさせ、拾った生首を胴どう体たいの上に載のせる。

　あまりに滑こつ稽けいかつ不ぶ気き味みな光景に、ヤシマたちは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

「今度のは～、丈じよう夫ぶそう～」

　中年紳士の胴体の上で回りながら、生首が言った。

「──バ、バケモンがあ！」

　一番先に我に返ったコニシが、ＭＰ５を突つき出した。

　閃せん光こうが、足元で俯うつぶせる女から湧わいた。

（爆ばく弾だん──！）

　そう思った時には、身体が吹ふっ飛んでいた。

　炎ほのおが、マツザカを吞のむのが見えた。

　背中がヤシマに激げき突とつし、ミシミシと鳴った。

　目が眩くらみ、視界が閉とざされた。

「バァ～イビィ～」

　炎の唸うなりに混まじって、陽気な声が微かすかに聞こえた。




　　　　◆




　午後四時十分。

　エアロトレイン、第三車両、エグゼクティブクラス一階一〇五号室。

　微び弱じやくな振しん動どうが、オリエント調の室内を縦たてに流れた。

（……妙みようだな）

　サイレント・エクスプレスらしからぬ揺ゆれ方に、ショウゴは天てん井じようを見上げた。

　ミニサイズのシャンデリア型照明が震ふるえている。気のせいではなかった。

「動いちゃダメよ、マナコ」

　間近の声に視線を戻もどす。

　透すき通るような白い肌はだと鮮あざやかなブルーの髪かみ──エミリア・Ｍ・アムンゼルム。一いつ旦たん離はなしたリップスティックを再びショウゴの唇くちびるへ押おしつけ、甘かん味みのある紅べにを塗ぬっていく。

「完成」

　前髪に隠かくれていない方の目を細め、エミリーがリップを引っ込める。

「──ほら」

　手て鏡かがみをショウゴに持たせ、見るように促うながす。

「ね。こっちの方がだんぜん上品。さっきの色はキツすぎるわ。場ば末すえのショーガールよ」

（……確かに）

　鏡を見て、ショウゴは素す直なおにそう思った。ルージュのことはよくわからないが、ほんのり色づいた桜さくらカラーは目に優やさしく映うつる。

（牧まき村むらまなみの選んだ色より、全然いい。これなら──）

　そこまで考え、ショウゴははっとした。まんざらでもない顔をした鏡の中の自分に気づき、慌あわてて手鏡を膝ひざに置く。

「ウフフ、マナコって、あんまりお化け粧しようしないタイプでしょ？」

　悪戯いたずらっぽく、エミリーが訊きいた。

「化粧なんて必要ない、から」

　ショウゴはふいと横を向いた。ソファーの背もたれに肘ひじを突つき、拳こぶしを作って顎あごを乗せる。ざらりとした感かん触しよくは顎あご先さきに貼はられた傷テープ。クレイマーに負わされた擦すり傷を、エミリーが手当てしてくれたものだ。もっとも、あの程てい度どの傷なら、〈鵺ヌエの皮〉の再生能力によって、もう治なおっているだろうが。

「……研究で忙いそがしいし、男性にも興きよう味みないし」

　それらしい理由を付け加え、ショウゴは車しや窓そうの外へ目をやった。

　懐なつかしい中低層の建物と幾き何か学がく的てきなデザインの高こう層そう建けん築ちく物ぶつが混こん在ざいする奇き妙みような街まち並なみが、列車とは逆方向に走っていく。現日本の首都キョウト。この地を離れて、もう何年になるだろう。許ゆるされるのなら、今すぐにでも列車を飛び降おり、あの場所へ向かいたい。護まもるべき者が眠ねむり続ける、あの場所へ──。
















「だめだよ、マナコ」

　ひんやりとしたエミリーの手が感かん傷しようを遮さえぎった。頰ほおを撫なでる指先に誘さそわれ、ショウゴは正面へ向き直った。

「こんなにキレイなのに、もったいない」

　息いきが掛かかるほどに顔を近づけ、エミリーが囁ささやく。彼女の右半分を覆おおう前まえ髪がみがさらさらと揺ゆれた。

　髪のすき間から覗のぞく、白い眼光。それとは対照的な赤い肌はだ──左側とはあまりに違ちがうそれらを見て、ショウゴは微かすかに瞳ひとみを揺ゆらした。

「──驚おどろかせちゃったみたいね」

　相手の微び妙みような動どう揺ようを感じ取り、エミリーが身を引いた。

「小さい頃ころ、イギリスからルーマニアに移住して……その時、ね」

　前髪を少しだけ上げ、色を失なくした眼とその周まわりの赤く爛ただれた肌を見せる。

「ウィルス禍かは免まぬがれたけど、核かくの光から身を隠かくすことはできなかった。結局、運命だったのよ」

　エミリーはさばさばとした調子で言った。

　世界暴ぼう動どう時、欧おう州しゆうはＮＢＣ──すなわち、核・生物・化学兵器の洗せん礼れいを受け、数千万単位の人間が犠ぎ牲せいとなった。英国とアイルランドは新型ウィルスによって死の島と化し、エーゲ海とその周辺国は核の閃せん光こうに消えた。エミリーが居いたというルーマニアは爆ばく心しん地ちから離はなれていたものの、熱線や放ほう射しや線せん、死の灰はいによって多大な被ひ害がいを被こうむった。今でも国土の三分の一が放射能汚お染せん地域に指定され、年間三桁けたの人間が後こう遺い症しようで命を失っている。

「……スノーダイン病って知ってる？」

　エミリーが訊きいてきた。

　スノーダイン病は、様さま々ざまな遺い伝でん子し異常を起こして衰すい弱じやくしていく原因不明の不ふ治ちの病やまい。患かん者じやの多くは髪や肌の色しき素そを失い、雪のように白くなって死を迎むかえる。

「母がそれで死んで、私は病気を受け継ついでしまった。けれど、そのおかげで放射能の後遺症が抑おさえられているんですって……毒どくをもって毒を制すってことなのかしらね」

　真っ白な眼を細め、エミリーは儚はかなげな笑えみを浮うかべた。

「帰国する前に、キョウトへ立ち寄るといい」

　ショウゴが言った。

「少なくとも、形成手術に関しては世界屈くつ指しのエキスパートが揃そろってる。何なら私が紹しよう介かいしても──」

「ありがとう、マナコ」

　エミリーがショウゴの申し出を遮さえぎる。

「でも、いいの……ヒドイ火傷やけどに覆おおわれていても、この顔は私。手術で治なおるのは見た目だけ……私ではなくなってしまう。それは、自然の理にも反することだわ。父と母と神サマが与あたえてくださった身体からだですもの……最さい期ごまで、私は私として生を全まつとうしたい」

　気き負おいのない、穏おだやかな口く調ちよう。身の上を嘆なげかず、宿命を呪のろわない彼女の内なる強さが静かに伝わってくる。

（……俺とは大おお違ちがいだな）

　心中で苦にが笑わらいし、ショウゴは目を伏ふせた。

　自分は今のこの境きよう遇ぐうを嘆かずにはいられない。運命を憎にくみ、その流れに抗あらがわずにはいられない。愛する者を、もう一度この腕うでの中に抱いだく時まで、運命との和解はありえないのだ。

　不意の振しん動どう。通信を報しらせるイヤリングのバイブレーション。

　ショウゴは白衣のポケットから眼鏡めがねを取り出した。

『……おっ、やっと映うつった──おい、ショウゴ！　何で眼鏡を外はずしてたんだよ？』

　掛かけるなり、エイジの声が耳に響ひびいた。

　ショウゴは顔を上げ、真正面に座すわるエミリーを眼鏡型カメラに映してみせた。これだけ間近いと、声に出しての返答はできない。

『な……まさか、そのコと二人きり？』

　エイジが馬ば鹿かな勘かん繰ぐりをし始める。

『そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！』

　まなみの声。

『っと、そうだった。返事しなくていいから、よく聞けよ？　後方車両でトラブルがあったらしい。青あお帽ぼうの覆面アンダーカバーどもが慌あわただしく動いてる。警けい報ほうや車内放送がないところをみると制せい御ぎよ室しつがやられたと考えた方がいいな。要するに、ニセのテロ情報がモノホンになっちまったってこと──』

『これは絶ぜつ好こうのチャンスよ、ホウジョウ』

　まなみが割わり込む。

『騒さわぎに乗じようじて執しつ行こうが行なえるわ。なぜかって？　エイジ君の予知では、大おお勢ぜいの死体が視みえるそうよ』

『今回はかなり自信があるっていうか、はっきり視みえやがるんだ。災さい難なんが向こうからやってくるみたいな感じでよ。けど、気になるのは、そいつの中心がぼやけてるってことだ。ちょうど、予知にあんたが絡からんでくる時みたくな』

「《宇宙そら還がえり》……」

　ショウゴは、無意識に呟つぶやきを漏もらした。

《宇宙そら還がえり》。《災さい厄やく》の年、小しよう惑わく星せい群ぐん撃げき破はのために宇う宙ちゆうへ上がり、そこで直接流星の閃せん光こうを浴びた者たち。地上で流星を見た人々が《力》を覚かく醒せいさせたように、彼らもまた別の《力》を持って宇宙から還ってきた。《力》を打ち消す《力》──《宇宙そら還がえり》がその能力を全開にする時、両の瞳ひとみは深しん紅くに輝かがやく。

「何？　マナコ？」

　エミリーが怪け訝げんそうな表情でショウゴを見つめた。

「え──いえ、ただの独ひとり言ごと……そろそろ、戻もどるわ。気が進まないけど、お客さまの相手をしないと、〈上〉の人たちがうるさいから」

　無ぶ難なんにごまかし、ショウゴはソファーから立ち上がった。

「ご、ごめんなさい、長く引き止めちゃって」

　エミリーが申もうし訳わけなさそうに言った。

「私の周まわりって、年の離はなれた人たちばかりでしょ？　マナコが同年代だったから、つい、はしゃいじゃって……私の方がふたつも上なのに、おかしいよね？」

「そんなことないよ」

　ショウゴは大げさに首を振ふってみせた。

「酔よっ払ぱらいオヤジのせいでシラケ気ぎ味みになったラウンジから連つれ出してくれたんですもの。感かん謝しやしてるわ──コレも、ね」

　自分の唇くちびるを指差し、にっこりと微笑ほほえむ。演えん技ぎではなく、本心。自じ己こ嫌けん悪おは、その三秒後。女じよ装そうが馴な染じんできたような気がして、少し落ち込む。

『コレ、つて何のことだよ、ショウゴ！』

　エイジが、説明もしたくないことを訊きいてくる。

「……機き密みつ事じ項こうだ」

　客室の出口へ歩きながら、ショウゴが返した。

『機密う？　ますます気になるじゃ──』

『とりあえず、ケンズブールの近くで機会を待って』

　まなみが指示を出す。

『どうやら手術痕あとなんて確かく認にんせずに、ロリコン博士はかせを始し末まつできそうだな！』

　エイジはうれしそうだ。

『エイジ君、ホウジョウのとるべき道を視みてやって』

『えっと──』

　エイジの声が途と切ぎれた。恐おそらくは、何もない空間を予知映像のスクリーンとして、接近途と上じようの複数の未来を見み比くらべているのだろう。

『──はっきり視みえるのは、ふたつだ』

　ショウゴは出口の手前で立ち止まった。

『前進すれば、行動の自由が制約される。それがイヤなら、後ろから出るしかねえ』

　エイジの言葉に、ショウゴはちらりと後ろを見やった──景け色しきの流れる車窓。

「相変わらず、お前の予知は……」

　囁ささやきを返し、ショウゴは道を選せん択たくした。

　通路へと出る自動扉とびらが左へ滑すべった。

「──非常事態です。ラウンジへお集まり下さい」

　目の前に立ちはだかる青い壁かべが、声を落とした。ブルーベレーの武ぶ装そう隊員。標ひよう準じゆん装そう備びのハイパワーサブマシンガンＰ９０Ｊを腰こしの位置に構かまえている。

「……やけに殺さつ気き立ってるのね？」

　ショウゴは隊員を見上げると、手のひらで軽く銃じゆう口こうを払はらった。

　ぐらりと、壁かべが傾かたむいた。

　煌きらめきが、倒たおれてくる隊員の脇わきから伸のびた。

「──危あぶない！」

　エミリーが後ろから白衣を引っ張った。

　煌めきに弾はじかれた眼鏡めがねが、俯うつぶせに倒れた隊員の背を跳はね、出入り口へ転ころがり出る。

「何だ、女のガキか」

　言葉遣づかいを一変させ、声の主ぬしが言った。

　鋭するどい切っ先を持つ煌めきの連つらなりが、何もない空間へ吸すい込まれていく。

（〈鋼線針ワイヤーニードル〉……！）

　ショウゴは空間を睨にらんだ。〈鋼線針ワイヤーニードル〉は、医い療りよう用ようスコープを元に造つくられた暗あん殺さつ兵へい器き。抗こう弾だん素そ材ざいをも貫つらぬくドリル状じようの切きっ先さきから神しん経けい毒どくを注入し、対たい象しようを確実に仕し留とめる。昨年、キサーズの執しつ行こう代だい理り組そ織しき壊かい滅めつを計はかった米国の覆面軍隊アンダーカバーアーミー〈黒船ブラツクボート〉の手先が使用していたものだ。

「この兵隊さんみたくなりたくなきゃ、おとなしく言うことを聞きな」

　見えざる者が言った。声のするあたりの空間がわずかに揺ゆらめいている。光こう学がく迷めい彩さい服ふくで姿を暗ませているのだ。

「……マナコ」

　エミリーがショウゴの右手を握にぎる。

「大だい丈じよう夫ぶ……言う通りにすれば、たぶん」

　揺ゆらめきを睨にらんだまま、ショウゴが言った。

「長生きできるぜ、お嬢じようちゃん」

　嘲笑あざわらい、揺らめきが前へ出た。

　床ゆかに転がっていた眼鏡型カメラが、ばきりと潰つぶれた。








五　アタック・オブ・ウルブズ









　午後四時二十二分。

　エアロトレイン、第五車両、エコノミークラス・ノースサイド。

　完全武ぶ装そうした兵士たちの登場に、車内は騒そう然ぜんとなっていた。

　青ずくめのユニフォームに身を包つつんだ専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐん・対テロ特とく殊しゆ部隊ブルーベレー。立ち上がった一いつ般ぱん客きやくにアサルトライフルを振ふりかざして着席させ、抗こう議ぎに詰つめ寄よろうとした何人かを容よう赦しやなく叩たたきのめす。乗客を前方のサウスサイドへ避ひ難なん誘ゆう導どうする余よ裕ゆうもないほど、状じよう況きようは切せつ迫ぱくしているらしい。

「おいおい、あいつら、ここでドンパチやるつもりだぞ。早いとこ逃にげねえと！」

　エイジはまなみの手を摑つかみ、身を屈かがめて通路へ歩あゆんだ。

「動かれると危き険けんです。席を離はなれないで下さい」

　声が、通路を挟はさんだ真ん中の座席列から投げられた。

　スーツ姿の男がこちらへ短たん機き関かん銃じゆうを向けている。民間人に擬ぎ装そうした覆面隊員アンダーカバーだ。顔を上げて見回すと、他にもビジネスマン風の数人が、兵士たちに混まじって立ち上がっている。

「くそっ、動かねえ方が危険だっつーの」

　文もん句くを言いつつ、エイジは隊員の指示に従したがった。

　最さい後こう尾びの第八車両に突とつ如じよ出現した謎なぞのテロリストは、第七車両で殺さつ戮りくの嵐あらしを引き起こし、今は第六車両を席せつ巻けんしているらしい。狙ねらいは、十中八九、欧おう州しゆう連合チームのいる第三車両。彼らを護まもるブルーベレーとしては、これ以上の接近を許ゆるすわけにはいかない。彼らは、この第五車両を対テロリストの防ぼう衛えい線せんと決めたのだ。

「エイジ君、ホウジョウと連れん絡らくは？」

　まなみが小声で訊たずねてきた。

「だめだ。音声も拾ひろえねえ。メガネがイカレちまったらしい──とりあえず、合流した方がよさそうだ。なに、コトが始まったら、ブルーベレーの連中も民間人なんかに構かまってられなくなる。どさくさに紛まぎれて脱だつ出しゆつしよう」

　エイジはシート越ごしに、第六車両へ通じる連れん結けつ部ぶ出入り口を見み据すえた。瞳ひとみを小こ刻きざみに揺ゆらし、そこから現あわわれるであろう敵てきの姿を先読みする──だめだ。予知映像のピンぼけがひどくなってきている。やはり、敵はショウゴと同じ《宇宙そら還がえり》に間ま違ちがいない。

「──来るぞ！」

　完全武装の一人が叫さけんだ。

　十数丁ちようの火器が一いつ斉せいに連結部へ向けられ、緊きん張ちようで騒ざわめきが静まる。

　始めに開いたのは、ふたつある自動扉とびらの左側。

　普ふ通つうの兵士ならば、人ひと影かげが見えた時点で引き金を引いていただろう。しかし、特別な訓くん練れんを重かさねたブルーベレー隊員たちは、駆かけ込んできた若いカップルを即そく座ざに一いつ般ぱん客きやくと見定め、発はつ砲ぽうを堪こらえた。

「止まれ！」

　怒ど号ごうに近い命令と銃じゆうを構える武装集団の姿に、カップルが急停止して立ち尽つくした。

「その場に伏ふせろ！」

　続く命令は、間に合わなかった。

　背はい後ごから飛んできた血ち塗まみれの身体からだに直ちよく撃げきされ、カップルは通路に叩たたきつけられた。

　カップルを直撃したのは、先行したブルーベレーの一人だった。身体が絞しぼった雑ぞう巾きんのように捻ねじれていた。

　銃声が堰せきを切った。

　新たに現われた人影めがけ、弾だん丸がんの雨が横よこ殴なぐりに襲おそいかかった。

「──違う、射うつな！」

「味方だ！」

　隊員の何人かが、怒ど鳴なった。

　発砲が止やんだ。

　晴れていく硝しよう煙えんの向こうに、孔あなだらけのブルーベレーが二人並んで立っていた。うな垂だれて、ぐったりしている。

「ばっ、馬ば鹿か、騙だまされるな！」

　エイジが擬ぎ装そうに気づき、声をあげた。

　直後、ふたつの死体が宙ちゆうを飛び、ライフルを構える隊員たちへ突つっ込んだ。

「うひょお！　結けつ構こう、集まってるじゃねえか！」

　死体を投げつけた肥ひ満まん体たいの男が、通路へと踏ふみ出してくる。身体に似合わぬ精せい悍かんな顔だち。但ただし、それは右側だけ。頭部を護まもるフェイスガード付きのメットは、ブルーベレー隊員の遺い品ひんであろう。

「んじやあ、いってみようかあ！」

　男の両りよう腕うでが背中に回った。

　同時に、ブルーベレーの攻こう撃げきが再開された。

　数で押おす短機関銃弾に混まじって、強力な軍用ライフル弾が、男の突つき出た腹をミチミチと打った。

「うひゃひゃ、超ちよう粘ねん性せいプロテインで強化した耐たい弾だん皮ひ下か脂し肪ぼうだ。内ない臓ぞうまで届とどくもんかよ！」

　男が嘲あざけり、背中に差していた戦利品を引き抜ぬいた。

　二挺ちようライフルの乱らん射しや。

　狙ねらいなど定めていなかった。血ち飛沫しぶきとシートの内うち綿わたが空中に吹ふき上がり、割れた車窓が次々と非常シャッターで閉じられた。

　パニックを演出する乗客の悲ひ鳴めいは、すぐになくなった。男の笑い声と、射うち合いの音だけが車内を駆かけ続けた。

「一体、何モンだよ、アイツはっ？　半機械サイバーってワケでもなさそうだし」

　飛び散ちる破は片へんに目を瞬またたかせながら、エイジが言った。

「……実に興きよう味み深ぶかいわね」

　エイジの耳元で、まなみが呟つぶやく。

「マナ姉ねえ！　危あぶないから引っ込んで──」

　エイジは言葉を切った。瞳ひとみが震ふるえ、新たな予知映像を捉とらえる。

「──やべえ！」

　エイジは、まなみを振ふり返った。

「今すぐ、ここから出ないと死ぬぞ！」

　まなみを引き寄せ、銃じゆう弾だんの飛び交かう通路へ飛び出す。

「みんな！　早く逃にげろおぉおお！」

　大声で喚わめき散ちらし、エイジはサウスサイドに通じる自動扉とびらへ走った。

　座席列に隠かくれていた生き残りの乗客たちが、勇気を振ふり絞しぼって後に続く。

「ぐふぅ、いくら丈じよう夫ぶでも、これだけ血を抜ぬかれちや終しまいだよなあ」

　着弾に震える肥ひ満まん男が、いきなり銃を手て離ばなした。

「いいぜえ、こいつもてめーらにくれてやら、やら、やら、やら、やらあ！」

　男の頭が回転しながら飛び上がった。照しよう明めいを割って向きを変え、白はく煙えんを吹ふいて天てん井じようを滑すべる。

　あぜんとして天井を見上げる隊員たちの前方で、残された身体からだがシューと音をたてた。

　無数の弾だん痕こんから噴ふき出たガスは、ほとんど無色で臭においもなかった。

　一秒後、最前線の隊員が喉のどを押おさえて、バタリと倒たおれた。

　三秒で、半分の隊員が床ゆかに伏ふした。

「Ｃウェポン……神経ガスだ！　全員──」

　退たい避ひ、或あるいはマスク装着と続くはずの指し揮き官かんの言葉は、断だん末まつ魔まの呻うめきと化した。

　ノースサイドにいたブルーベレーは、誰だれ一人ひとりとして助からなかった。

　エイジは自動扉が開くや、まなみを抱だいて飛び込んだ。すぐに立ち上がり、防火シャッターのレバーに手を掛かける。

　半ズボンの男の子が倒れるようにこちらへ入った。が、他の乗客は間に合わなかった。

　エイジは唇くちびるを嚙かみ、レバーを引いた。

「……大だい丈じよう夫ぶか、ボウズ」

　毒ガスを封ふうじた防火シャッターに寄り掛かり、エイジは足元にしゃがみこむ男の子に声を掛けた。

「うひっ」

　と、男の子が答えた。

「──見いつぅけぇたぁぞぉお」

　野太い声が、男の子が抱だき抱かかえるヘルメットからあがった。

「はぁ？」

　エイジは身を屈かがめ、男の子を覗のぞき込んだ。

　と、男の子の両手がヘルメットを上向けた──肥満男の生なま首くび。

「うわぁあ！」

　エイジが飛びのき、まなみが座すわったまま後退あとずさった。

「見つけたぞぉ、ホオジョオオォオ」

　左右非ひ対たい称しようの顔が、唸うなるように言った。

「ホ、ホウジョウ？──って、俺おれのこと……？」

　エイジが惚ほうけた顔で聞き返した。

「ぐるぐるぐるぅ～」

　掛け声と共に、男の子の頭が回り始めた。




　　　　◆




　午後四時二十七分。

　エアロトレイン、第三車両、エグゼクティブクラス二階。

　護ご衛えいのブルーベレーを除のぞく全員が、ラウンジの窓まど際ぎわに並ならばされていた。

　対するテロリストの数は目に見えるだけで、六人。ビジネススーツや青色の戦せん闘とう服ふくに身を包つつんでいることから、彼らがブルーベレーとその覆面隊員アンダーカバーを装よそおってエアロトレインに乗り込んでいたことがわかる。衣い裳しようを奪うばわれた本物の隊員たちは、恐おそらくどこかで冷たくなっていることだろう。
















「入れ」

　陽炎かげろうのごときテロリストの一人に促うながされ、ショウゴたちは入り口に転がるブルーベレー隊員の死体を跨またいで室内へ入った。

　殺さつ気きを胎はらむ陽炎の数は、後ろの一人を含ふくめて四人。姿の見える連中が油ゆ断だんを誘さそい、陽炎どもが障しよう害がいを排はい除じよする、といった役やく割わり分ぶん担たんなのだろう。他に、彼らの行動を円えん滑かつにするための陽動部隊が後方車両にいる。警けい護ごのブルーベレーのほとんどは、陽動に乗って迎げい撃げきに向かい、結果手て薄うすとなったエグゼクティブ車両は、十分も満みたない短時間で占せん拠きよされてしまった。

　こうしたテロを警けい戒かいし、わざわざカムフラージュ用の特別列車を仕立てたというのに全まつたくの無む駄だ、つまり敵の方が一枚上うわ手てだったわけだ。或あるいは、政府や軍に情報を売る内通者がいるのかもしれないが、今はそれを詮せん索さくしている場合ではない。

「お前らはあっちだ」

　陽炎がショウゴとエミリーの背中を押おし、窓まど際ぎわの右方へ歩かせる。

「おい、女性に乱らん暴ぼうな真ま似ねをするな！」

　勇ゆう敢かんな声が、人質の中からあがった。アラン・ケンズブールだ。彼を含ふくめた欧おう州しゆうメンバーの男性全員が左方に集められている。

　右方にいるのは女性メンバーと日欧の外交関係者。

（標ひよう的てきは、同じらしいな）

　ショウゴは思った。恐おそらくは米国筋であろうテロリストたちも蔵くら木き博士を捜さがしているのだ。だが、目的は根こん本ぽん的てきに違ちがう。米国は〈主天使ドミニオン〉の秘密を知る蔵木の拉ら致ち、ショウゴは彼の暗殺だ。黙だまって見過ごすわけにはいかない。

　──災さい難なんが向こうからやってくる。

　エイジの言葉が頭に浮うかんだ。その災難がもたらす〈絶ぜつ好こうのチャンス〉に備そなえ、ショウゴは左手をそっと握にぎり締しめた。

「これで全部なのか？」

　色つきグラスを掛かけたビジネススーツの男が、陽炎に訊たずねた。金色の薄うすい頭とう髪はつ、貧ひん相そうな顎あごに比ひして、鼻はなが異い様ように高く大きい。ハゲタカの容よう貌ぼうだ。

「はい。他は護ご衛えいと乗じよう務む員いんです。全員始し末まつしました」

「……八人か」

　独ひとりごち、ハゲタカは左方の人質へ目を向けた。

「あなた方には、前の車両へ移うつって頂いただく。エグゼクティブからファーストではご不満でしょうが、すぐに迎むかえが参まいります。快かい適てきな空の旅を保ほ証しようしますよ」

「なぜ我われ々われを？」

　口くち髭ひげのフランコが訊きいた。

「正確には、あなた方のうち一人だけに用がある。正体をごまかされている高名な技術者にね。しかしながら、ここで確かく認にんしている時間はない。そこで、とりあえず全員にお越こし頂くことにしたのです」

「何を言い出すかと思えば……」

　フランコは呆あきれたように首を振ふった。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい妄もう想そうで、こんな騒さわぎを起こすとは」

　ケンズブールが同調する。

「連合は過去の様々なテロ禍かを克こく服ふくし、ひとつとなった国だ。テロリストの言いなりになどならぬぞ」

　フッガー兄弟きようだいが二人揃そろって、前へ出る。

「勘かん違ちがいしては困こまる」

　ハゲタカが言って、ジャケットの内側へ手を入れた。

「射うちたければ射つがいい」

　英国青年のフォックスが、自分の胸むねを叩たたいた。

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　ハゲタカの腕うでが伸のび、手の中の拳けん銃じゆうがパンと鳴った。

　脳のう漿しようと着ちやく弾だんのひびが、強化ガラスの車窓に散った。

　頭を撃うち抜ぬかれた木きの下したが倒たおれ、血を浴あびた女性通訳が卒そつ倒とうする。

「……何て、ことを」

　欧州団長のベルモンドが呻うめいた。

　フォックスは声もなく硬こう直ちよくしている。

「あなた方を射つわけにはいかないが、代かわりの的まとは大おお勢ぜいいる。まあ、ジャップを射ったところで、効こう果かは薄うすいでしょうから……」

　言いながら、ハゲタカはロバートソンへ銃口を向けた。

　パパン。

　銃弾が二連続で、タキシードを抉えぐった。

「──馬鹿な！」

　ハゲタカが銃を引き、目を見開いた。

「大事な人質を射った……懲ちよう罰ばつもの、だな？」

　タキシードが翻ひるがえり、そして倒れた。

「アラン！」

　ロバートソンが、盾たてとなった男の名を叫さけんだ。

　女性たちの悲ひ鳴めいが後に続いた。




　　　　◆




　午後四時三十分。

　エアロトレイン、第四車両、ファーストクラス。

　第五車両との連結部の自動扉とびらが開くなり、血けつ相そうを変えた老ろう若にやく男なん女によがなだれ込んできた。

　半ベッド型シートでくつろいでいたファーストクラスの乗客たちが、間仕切りから顔を出し、喧けん騒そうに顔をしかめる。

「何してるっ！　緊きん急きゆう事じ態たいだぞ！　死にたくなきゃ、前へ逃にげろぉ！」

　中央通路を走っていくエコノミー客の中で、黄色い髪かみののっぽが叫さけび、手にした短機関銃を天てん井じようへ向けて発射する。

　いきなりの発はつ砲ぽうに、ファースト車両の乗客たちは度ど胆ぎもを抜ぬかれた。あちこちで悲鳴が起こり、間仕切りが倒れた。手荷物も持たず、我われ先さきに避ひ難なんする人々の群むれに加わった。

「一体、どういうつもりだっ？」

　ファースト車両に待たい機きしていたブルーベレーの覆面アンダーカバー二人が、銃じゆうを構えてのっぽへ駆かけ寄よった。

「馬鹿！　相手が違ちがうよ！　あンたらの仲間を殺やった奴やつはあっちだって！」

　短機関銃で連結部を指し、エイジが怒ど鳴なった。

　フラッシュと銃声が、連結部通路から差し込んだ。

　短機関銃を射うちつつ後退してくる青い背中を認みとめ、ブルーベレーの覆面アンダーカバーたちが援えん護ごに走る。

「ぐ、は！」

　かすれた悲鳴と共に、武装隊員が仰あお向むけに倒たおれた。

　覆面アンダーカバーたちは足を止め、連結部へ銃を向けた。

　気け配はいは、狙ねらった位置よりずっと低いところで湧わいた。現われたのは、うつむき加か減げんの子こ供ども。

「おい、ボク！　早くこっちへ来るんだ！」

　覆面アンダーカバーの一人が銃を下げ、手て招まねきした。

「はあ～～い！」

　明るく答え、男の子が顔を上げた──左半分が焼け爛ただれた大人おとなの顔。

　もう一人の覆面アンダーカバーが、後ろ手に持つ軍用ナイフに気づき、引き金を絞しぼった。

　同時に、子供の姿が搔かき消えた。

　覆面アンダーカバーたちは、子供の動きをほとんど捉とらえることができなかった。ただ、色つきの風が首くび筋すじを撫なでて通り過ぎたように感じ、鮮せん血けつを噴ふいてくずおれた。

「うひゃひゃ、ざまあねえぜ！」

　通路に着地し、子供ダリルが笑った。

　新たに飛来した銃じゆう弾だんを易やす々やすと躱かわし、間ま仕じ切きりの上に飛び乗る。

「くそっ、何てすばしっこいガキだ！」

　エイジは舌打ちし、更さらに銃弾を見み舞まった。

　吹ふき飛んだ間仕切りから、再び通路へと降り立ち、子供ダリルが前方を見み据すえる。

「やあっと、殺される覚かく悟ごができたか、ホウジョオオ」

「だから、さっきから人違いだって言ってるだろ、とっちゃんボーヤ！」

　引き金を絞り、エイジが喚わめいた。

「こんな小さな的まとに当たるかよぉお！」

　左右に飛び跳はねながら、子供グリルは通路を駆けた。

　銃声が止やみ、空から射うちの音に取って代かわった。弾丸たま切ぎれ。

　投げつけられた短機関銃をナイフで払はらい、子供ダリルは斜ななめに飛び上がった。

「てめえも首だけにしてやらああ──」

　美び醜しゆう半々の顔面が唾だ液えきを垂たらしてエイジヘ迫せまった。

「──あががっ？」

　顔面が、直前の空中で静止した。

「に、にゃんだ、こりは？」

　口に掛かかった鋼こう線せんを食はみ、子供ダリルが首を傾かしげた。

「トラップワイヤーさ」

　エイジが答え、ベルトの後ろに差していた拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

「近くて静止した的なら、百発百中だろ？」

　言って、エイジはワイヤーに絡からまる至し近きんの敵へ銃弾を撃うち込んだ。

「ぎゃぴぴぴぴ！」

　衝しよう撃げきに跳はねとばされ、小さな身体からだがシートの間へ墜つい落らくする。

「──やったの？　エイジ君」

　第三車両との連結部から、まなみが声を投げてくる。

「ああ。マグナムを五発は食らったはずだ。生きてても動けないよ」

　硝しよう煙えんをあげる銃口に息を吹ふき掛かけ、エイジは踵きびすを返した。

「……ま～だ～だ～」

　野太い声があがった。

「エイジ君！」

　まなみがエイジの後方を指差した。

　振ふり返ったエイジの目に、花はな柄がらのワンピースを着た老ろう婦ふ人じんが映った。小こ脇わきには、例の生首。

「クルクルクル～」

　老婦人の頭が回って、床ゆかへ落ちた。

「お楽しみはこれからだ～」

　すげ替かえられた生首がギシシと笑った。

「ア、アンパンマンか、おめーは！」

「違ちがうわ、エイジ君！」

　まなみがエイジの言葉を否ひ定ていする。

「アンパンマンは頭、あいつは身体を換かえているのよ」

「そりゃ、どーも、スミマセンねえ！　喩たとえが下へ手たで！」

　エイジは翻ひるがえり、まなみの方へ駆かけ出した。これ以上、あんな化け物の相手をしていられない。

「早く！」

　差し出されたまなみの手を握にぎり、連結部へ逃にげ込む。

「……急ぐ必要はなかったみたいね」

　防ぼう災さいシャッターを下ろしたまなみが、ぽつんと言った。強化ガラスの小窓の向こうに、よろよろと通路を歩いてくる男顔の老ろう婆ばが見える。

「チャールズの野や郎ろう、こんなガタのきた〈身体ユニツト〉を用意しやがって～」

　言うことをきかない老体を引きずりながら、ダリルは喚わめき散ちらした。

「こうなったら、出前デリバリーを頼たのむしかねえ」

　ダリルは腰こしを叩たたいて立ち止まった。天てん井じようを仰あおぎ、その先にある空と、さらにその上に広がる成せい層そう圏けんの彼方かなたへ向け、機械仕じ掛かけの右眼から極ごく超ちよう短たん波ぱを打ち上げた。

　──……受信。オハヨウゴザイマス、マスター〈ＤＡＲＩＬ〉。

　数秒で返ってきた電波が、頭の中で文字へと変へん換かんされる。

「あーん？　てめえは何色だ？」

　──……グリーンベル、デス。現在マスタート交信可能ナモノハ、他ニ、イエロート、パープル、デス。転送シマスカ？

「急ぎの出前デリバリーだ。どれが早い？」

　──……グリーンベル、多た弾だん頭とう報ほう復ふくミサイル、八百三十秒。イエローベル、局地攻こう撃げ用きようビームキャノン試作Ⅵ型、百八十秒。パープルベル、強化型核かく融ゆう合ごう爆ばく弾だん、七百九十秒。ゴ指定ハ？

「よ～し、黄色と紫むらさきを大だい至し急きゆうだ」

　──……了りよう解かい。命令ヲ転送後、実行シマス。

「うひゃひゃひゃ、待ってな、ホウジョオオオオ！」

　連結部へ視線を振ふり下ろし、ダリルが吠ほえた。




　　　　◆




　午後四時三十三分。

　エアロトレイン、第三車両、エグゼクティブクラス二階・ラウンジＢ。

「……だめだ」

　ケンズブールの首筋に指を当てていたロバートソンが、小さく頭を振った。

　はだけた胸に、ふたつの銃じゆう創そうがあった。ちょうど心しん臓ぞうの位置。それがアラン・ケンズブールの致ち命めい傷しようとなった。

　銃創の他は、傷ひとつないきれいな身体からだだった。六年前に施ほどこされたという手術痕あとも見当らなかった。

（……ということは、やはり、この男が蔵木だったのか）

　半開きのままの碧あおい目を見下ろし、ショウゴは思った。

　あまりにあっけない幕まく切ぎれ。〈主天使ドミニオン〉破は壊かいのため十年振りに祖そ国こくの土を踏ふんだ〈永えい久きゆう被ひ告こく〉は、自みずからテロリストの凶きよう弾だんに身をさらして死んでしまったのだ。

　被告が死んだ以上、《復ふく讐しゆう法ほう》の執しつ行こうは不可能、つまり、ショウゴの仕事も終わったことになる。

「おい、本当に死んじまったのか？」

　ハゲタカ顔のテロリストが、ケンズブールを射うった拳けん銃じゆうを突つき出し訊きいてくる。

「……そうよ」

　ケンズブールのまぶたを撫なでるように下ろし、エミリーが答えた。

「何てこった──いや、まだ蘇そ生せいの可能性があるかもしれない」

「可能性はゼロだ」

　亡骸なきがらに自分の上着を被かぶせ、ロバートソンが言った。

「黙だまれっ。とにかく、その男も連つれていく。お前が運ぶんだ」

　ハゲタカが命じ、右耳に付けた通信器からスティックマイクを引きだした。

「私だ。撤てつ収しゆうを開始する。直ただちに、車両の切り離はなし準備を──」

　言い終わらぬうちに、第二車両に配置した部下の声が喧けん騒そうと共に返ってきた。

『──こちらブレッドっ、乗客が、押おし寄せてきて──防ふせぎきれませ──ザザザ……』

「どうした、ブレッド？　ダラスっ？　誰だれか応答しろ！」

　聞こえてくるのは、砂すな嵐あらしの音。

「あ、あいつ……！」

　ハゲタカは回線を切り替かえた。

「──貴き様さま、一体何をしてるっ？」

　陽動を任まかせたダリルへ、怒ど鳴なり声を送る。

『……あーん？　まだ居たのか、ジョセフ』

　ダリルがとぼけた口く調ちようで返してくる。

「貴様の役目は、最さい後こう尾びに注意を引き付けることだぞ？　誰が、全車両にパニックを引き起こせと言ったっ？」

『やぁっと、奴やつを見つけたんだ。なのに、閉じこめられちまってよ。面めん倒どうだから、鐘かねを鳴らしたところだ』

「鐘……？　まさか──フロストベルズのことかっ？」

　ジョセフは声を震ふるわせ、聞き返した。

　フロストベルズは、前世期末に米国が自国を護まもるためだけに導どう入にゆうを計画、世界各国の非ひ難なんを浴あびて凍とう結けつされたＮＭＤ（米本土ミサイル防ぼう衛えい）システムの〈隠かくし子ご〉たち。

　ＮＭＤは、本来、監かん視し衛えい星せいで米本土へ接近する長ちよう距きよ離りミサイルを捉とらえ、地上の迎げい撃げきシステムを作動させるものだが、フロストベルズはそれら全すべてを高こう軌き道どう上じようにある七つの軍事衛星が行なう。つまり、防衛だけでなく攻こう撃げきに使うことができるシステムなのだ。七つの軍事衛星は外観が鐘の形状に似ており、それぞれが異なる武装を持つことから、当初〈虹色の鐘レインボーベルズ〉と名付けられた。

〈虹色の鐘レインボーベルズ〉が日の目を見たのは、十五年前の小しよう惑わく星せい群ぐん撃げき破はプロジェクトの時のみ。その後、国連軍立ち会いの下もと、米国は全衛星の起動装置と地上の交信施し設せつを解体、システムを放ほう棄きした。平和のため永久凍とう結けつされた七つの軍事衛星が、〈凍った鐘フロストベルズ〉と呼ばれるようになったのはそれからである。

「ゼロ機関は、確かに鐘の再起動を試みていたが……あり得えん、不可能だっ」

『グダグダ言ってる間に、ズラかった方がいいぜ！　もうすぐ黄色が届とどく。失敗しくじっても、十分後には紫むらさきだ』

「黄色と紫、だと──？」

　ジョセフは記き憶おくを探さぐった。フロストベルズは、ひとつひとつにカラー名が付けられている。イエローベルの武装は、指向性エネルギー兵器。そして、パープルベルは──。

　強きよう烈れつな閃せん光こうが、展てん望ぼう窓まどを白く染そめた。

　雷らい鳴めいにも似た轟ごう音おんは、一秒後。衝しよう撃げきは、その二秒後に訪おとずれた。

　誤ご差さ一キロ弱で、瀬せ戸と内ない海かいへ着ちやく弾だんした荷か電でん粒りゆう子しの巨きよ槍そう。

　衝撃波にラウンジが大きく横よこ揺ゆれし、片側へ寄せ集められていたテーブルが引っ繰くり返って、グラスや食器を絨じゆう毯たん敷じきの床ゆかへぶちまけた。

　混こん乱らんに乗じようじ、反撃に出たのはロバートソン。

　電でん光こう石せつ火かの動きだった。

　拳こぶしがふたつの胸むな板いたを抉えぐり、足あし蹴げりが膝ひざをへし折った。腕うでの中で頭が捻ねじれ、肘ひじの一撃が背骨を砕くだく。瞬またたく間まに、銃じゆうを持つ五人のテロリストが再起不能にノツクダウンされた。

「己おのれ！」

　光こう学がく迷めい彩さいをまとうテロリストが、毒どく針ばりを剝むいて女性陣じんへ襲おそいかかった。

　脱ぬぎ捨てられた白衣が、陽炎かげろうの進路を塞ふさいだ。

　複数の〈鋼線針ワイヤーニードル〉は、しかし、白衣を貫つらぬくことはできなかった。

　ショウゴは防ぼう刃じん・防火仕し様ようの白衣へ飛び込み、その先にいる陽炎へ左手を繰り出した。

　機械仕じ掛かけの掌てのひらが、テロリストの頭ず蓋がいをめきりと割った。

　その横を別の陽炎が擦すり抜ぬけた。

（くっ……間に合わない！）

　ショウゴは白衣を被かぶったテロリストを蹴けりつけ、エミリーへ迫せまる陽炎を振ふり返った。

「ぎゃふっ」

　悲ひ鳴めいと気け配はいが、ショウゴをかすめて後ろへ飛んだ。

「ごえっ」

　気配が別の気配と衝しよう突とつし、絨毯の上を転がっていく。

（念動力！──彼女は《能力者パワーズ》だったのか）

　仲なか間まを巻まき込んでダウンした陽炎と無傷で立つエミリーを交こう互ごに見やり、ショウゴは思った。

「大した連中だ」

　一人残ったハゲタカ顔が、手にした拳けん銃じゆうを足元へ投げた。

「《能力者パワーズ》の小こ娘むすめと……お前は、半機械サイバーだな？」

　ロバートソンの方へ向き、片かた腕うでを背中へ回す。どうやら、ショウゴ扮ふんするマナコの奮ふん戦せんぶりは目に入らなかったようだ。

「さあな」

　仕し留とめた陽炎を両腕から解放し、ロバートソンが身み構がまえた。

「素す手ででいいのか？　銃を拾うヒマくらいくれてやるぞ？」

　ハゲタカが言った。

「要いらぬ世せ話わ──」

　ロバートソンが残像を引いてラウンジを駆かけた。

　テロリストの色つきグラスが弾はじかれ、吹ふき飛ばされた身体からだが通路側の壁かべへ激げき突とつする。

　白はく壁へきに血の痕あとを付けてくずおれたのは、しかしテロリストではなく、ロバートソンの方だった。

「スピードで勝とうなど……ウルフガン・ジョセフを舐なめてもらっては困こまる」

　高周波ソードを横よこ一いち文もん字じに構えたテロリストが、白はく煙えんを放出しながら姿を現わす。

（何だ、今の迅はやさは？　半機械サイバーのようだが……イサミの〈倍速エクスムーブ〉に匹ひつ敵てきするぞ）

　驚きよう愕がくしつつも、ショウゴは左手を握にぎり締しめた。文字通り目にも留とまらぬ迅さだが、相手が半機械サイバーなら、〈主天使ドミニオン〉で動きを封ふうじられる。

「フフ、貴様らの救きゆう世せい主しゆはいなくなったぞ？」

　テロリストが勝ち誇ほこったように笑えみ、人質たちを見回した。

　後方で、倒たおれたテーブルの群むれがガタガタと騒さわいだ。

　エミリーの念動力。

　合金製のテーブルが次々と絨じゆう毯たんを跳はね、テロリストへ襲おそいかかる。

「──化け物が」

　テロリストが呟つぶやき、黄色い光を目に宿やどした。

（この感じは──！）

　テロリストから押おし寄せてくる《力場》に、ショウゴは覚えがあった──《能力者パワーズ》を無力化する《宇宙そら還がえり》の《力》。但ただし、この男の《力》の出し方は、強弱のない直線的な放射だ。《宇宙そら還がえり》のそれに限かぎりなく似にているが、同一のものではない。

　しかし、効こう果かは同じだった。テーブル群ぐんは、テロリストの直前で失速し、どすどすと床ゆかへ墜おちた。

「化け物め……私にその忌いまわしき《力》を向けた以上、容よう赦しやはしない。そして、今一度言わせてもらおう──ウルフガン・ジョセフを舐めてもらっては困る」

　ハゲタカ顔のジョセフは得物を掲かかげた。

　内ない蔵ぞうの高速冷れい却きやく装そう置ちが身体温度をマイナスへ下降させ、機械化された両りよう脚あしに超ちよう電でん導どう化か現げん象しようを引き起こす。その間、ゼロコンマ七秒。一秒後には、ジョセフの動きは誰だれの目にも映うつらなくなっていた。

　周囲が止まって見える超高速下の世界を歩きながら、ジョセフは震ふるえる刃やいばをゆっくりと青い髪かみの少女へ傾かたむけた。

　──緊きん急きゆう、冷却装置停止。

　身体から返った電気信号が、ジョセフの脳のう内ないで文字化された。

　途と端たん、周囲の景色けしきが動き出し、ジョセフは白はく煙えんを噴ふいて立ち止まった。自分の意志ではなかった。故こ障しようでもないのに、超電導化が解かい除じよされ、両脚の自由がなくなったのだ。

「……己おのれ！」

　ジョセフの両りよう腕うでが、高周波ソードを振ふり下ろしにかかった。その軌き道どう上じようには、手のひらを向けるエミリー。

（しまった──奴やつの上体は生なま身みか！）

　ショウゴは床へ倒れこむようにして、テロリストの銃じゆうを手に取った。

　直後、テロリストの刃は、エミリーの頭上から忽こつ然ぜんと消え失うせた。

「こ、ン、な、コ、と、ガ──」

　ジョセフが細こま切ぎれに呻うめいた。エミリーへ振り下ろしたはずの高周波ソードが、彼の胸むな元もとで低い唸うなりをあげている。

「あなたが私に向けた力をそのまま返したの。専門家は念反射って呼んでる」

　エミリーが言った。

「……ウルフガンの──〈能力破壊場パワークラツク〉が効きカぬなド……オまエ、《能力者パワーズ》ジゃ……？」

「《能力者パワーズ》としての《力》は、念動力だけ。念反射は、流星を見る前から使えたわ」

「そ、そウか……おマえ……ナ、《先天能力者ナチユラル》──」

　極ごく彩さい色しきの液体が傷口から噴ふき上がり、青白いスパークがジョセフの全身をはい回る。

（あ、脚あしさえ止まらねば……なぜだ……なぜ、いきなり……？）

　ジョセフは自問した。

（……そうか！　あの男が──〈主天使〉使いドミニオン・マスターが、この中に……！）

　小さな目を剝むき、降こう下かしていく視界に映うつる男女を見上げる。

　ジャップは、三人。うち一人は自分が射しや殺さつし、一人は気絶したまま。残るは──。

「──貴き様さま、カ……」

　銃を手にする金きん髪ぱつの少女を見つめながら、ジョセフは床に転ころがった。

「……ククク、まあイい……ドうセ、もウ誰も助力らナい……後方車両にイる仲間の息ノ根ヲ止めヌ限り……あト、十分もすれバ……奴やつノ誘ゆう導どうする、パープルベルの、ＦＮ爆ばく弾だんが……こコ、めガけテ、飛んデ、く、ル──」

「エ……ＦＮ爆弾だってっ？」

　ベルモンドが大声で聞き返した。

　音声の途と切ぎれたハゲタカの口が、嘲あざけるように黒こく煙えんを吐はいた。




　　　　◆




　午後四時三十八分。

　エアロトレイン、第一車両、制せい御ぎよ室しつ。

「だめです。これ以上、スピードは上がりません」

　運転士が泣なきそうな顔で、制御室に詰つめかけた人々を振ふり返った。

「現げん状じようでいくと、海底トンネルまではどれくらい？」

　ショウゴが訊たずねる。

「約──八分後です」

「ぎりぎり……いや、間に合わないぞ」

　フォックスが言った。

「テロリストのでまかせだ！　強化型水素ＦＮ爆弾など……時代錯さく誤ごも甚はなはだしいっ」

　クレイマーが息いき巻まく。ラウンジでは男性陣じんの中で一人怯おびえていたが、今はいつもの強気で横おう柄へいな態たい度どに戻もどっている。

「だが、ビームが降ふってきたのは、事実だ……あながちウソともいえない」

　ロバートソン。胸むな板いたに巻かれた包ほう帯たいが滲にじんだ血で濡ぬれている。致ち命めい傷しようは免まぬがれたものの、高周波ソードで切り裂さかれた傷は決して浅くはない。エミリーに支ささえられ、どうにか立っている状態だ。

「この先にあるシモノセキ海底トンネルは、軍用転てん換かんも利きくように設計されているから、入ってしまえば助かる可能性は大よ。けど、その前に追いつかれたら、おしまい……ねえ車両を切り離はなした場合、スピードは上がる？」

　ショウゴはうな垂だれる運転士を覗のぞき込んだ。

「え、ええ。でも──」

　運転士が、制せい御ぎよ盤ばんを指差した。

　計器の一部に孔あなが穿うがたれ、パチパチと火花が爆はぜている。テロリストの残党から制御室を奪だつ還かんする際、銃じゆう撃げき戦せんの流れ弾だまが当たったのだ。

「ここでの自動切り離しは、もう……」

「直接やるしかないってことね」

　ショウゴは踵きびすを返した。

「どうするつもりです？　ウミノ博士」

　ベルモンドが呼び止めた。

「手動切り離しをしてくるわ。心配しないで、これでも鉄道マニアなの」

　ショウゴは口からでまかせを言った。

「そういうことなら、俺も手伝うぜ」

　制御室の入り口に群むれていた乗客の一人が立りつ候こう補ほした。

「整備士の経けい験けんがある。マニアさんには負けないと思うがね」

「──お願ねがいするわ」

　のっぽの助すけっ人とを見上げ、ショウゴが言った。




　　　　◆




　午後四時四十二分。

　エアロトレイン、第三・第四車両連結部。

「──おい、奴やつが……アンパンマンの野や郎ろうがいねえぞ！」

　防ぼう災さいシャッターの小こ窓まどを覗のぞくエイジが、床ゆかの一部を剝はがしにかかったショウゴへ声を投げた。

「アンパンマン？」

　床下から現われた点検用ハッチに拳こぶしを当て、ショウゴが聞き返す。

「さっき話した野や郎ろうさ。身体からだがやられると、他のと換かえちまうんだ」

「違ちがうぞ、エイジ」

　ショウゴは首を振ふり、左ひだり拳こぶしを振り上げた。

「彼が交こう換かんするのはアンパン頭であって、身体じゃない」

　言って、施せ錠じようされたハッチへ機械仕じ掛かけのパンチを食くらわせる。

「マナ姉ねえとおんなじこと言うなよ！」

「……時間がないんだ。無む駄だ話ばなしは止やめて、お前も手伝え。元整備士なんだろ？」

　ショウゴはのっぽの相あい棒ぼうを小こ突づき、壊こわしたハッチを指差した。

「ンなことでまかせに決まってんだろ、ミス鉄道マニア。あーでも言わなきゃ合流できないじゃん」

「鉄道マニアは全まつたくのでまかせじゃない。海うみ野のマナコの設定資料にあったことだ」

　ショウゴは立ち上がり、反対側の床へ歩んだ。連結部の点検用ハッチは左右二か所。手動による切り離はなし作業は、両方から行なわなければならない。

「あのさ。そんな面めん倒どうなことしなくても、あんたの左腕使えば、爆ばく弾だんを射うち落とすなり、どっか遠くへ逸そらすなり、どうにでもできるんじゃないの？」

「無理だな」

　答え、ショウゴは床材を引き剝がした。

「俺が目標を五感で捉とらえていなければ、〈主天使ドミニオン〉の歌声は届とどかない。あいにく、防空レーダーは内蔵してないんでね。目視できるまで、お手上げだ」

「いや、その前に爆弾喚よんだ張本人を倒たおすって手もあるぜ。そうすりゃ、何とかなるってテロリストの親玉が言ってたんだろ？」

　エイジは、暴ぼう風ふうの吹ふき荒あれる第四車両内へ目を凝こらした。

「……車窓に下りてた防災シャッターを壊こわしたのね」

　暴風の原げん因いんを指し摘てきする声に、エイジはびっくりして横を見た。

「もし外へ出たのだとしたら、助からないわね。時速四百キロで走行する車体を伝うことなんて不可能だから」

　背せ伸のびして小窓を覗のぞく牧村まなみが、冷ややかに言った。

「マナ姉っ、何でわざわざ？」

「海野マナコの設定は、私のデータを元にしてるのよ？　ニセモノより、本物の鉄道マニアが作業した方が確実でしょ。もっとも私は乗り物全ぜん般ぱんに強いけど」

　まなみは非常シャッターから離はなれると、先にショウゴが壊こわした点検用ハッチを覗き込んだ。

「ホウジョウ……まさかお前、全部壊せば切り離しできると思ってるんじゃないでしょうね？」

　口く調ちようを尖とがらせ、まなみが訊きいた。

「──違ちがうのか？」

　ふたつめのハッチを壊したショウゴが、まなみを振ふり返る。

「そんなことしたら、切り離し不可能になるわ。ここから先は私の指示通りにやって……時間がないから、同時進行するわよ」

　言って、まなみは点検用の作さ業ぎよう孔こうへ上体を突つっ込んだ。

「使う道具は、右上に差してある二種類の特とく殊しゆドライバーよ。まず、下に並んだ六つのネジを小さいドライバーで緩ゆるめて。それで両りよう端たんのレバーが動くようになる……右を上に、左を下に押おし下げて……これで、安全装置が解かい除じよされたわ」

　説明しつつ、作業を進める。質問が返ってこないところをみると、ショウゴも順調にこなしているようだ。

「真ん中の列に並んでるバルブの間の三つのネジを、大きいドライバーで緩めるの。順番があるから、気をつけて。左ひだり端はし、右端、真ん中……あとは、バルブを右回しに開くだけ。どれからでもＯＫよ」

　まなみはドライバーを置き、バルブを回した。圧あつ縮しゆくガスの漏もれる音が、手動切り離はなしの完かん了りようを告つげる。

「終わった」

　呟つぶやくや、まなみは上体をぐいと引っ張り出された。

「ありがと、エイジく──」

　言い掛かけ、まなみは口を結むすんだ。

　傍かたわらにいたのが、ショウゴだったからだ。

「──行きましょう。後は勝かつ手てに離れていくわ」

　ショウゴと目を合わせずに立ち上がり、さっさと歩きだす。

　と、振しん動どうが足元を駆かけ抜ぬけ、身体からだがぐらりと傾かたむいた。

「な……何っ？」

　まなみは辛かろうじて踏ふん張ばり、ショウゴたちを振り返った。

「おい、あれ！」

　エイジが大声をあげて、前方を指差した。

　通路の彼方かなたで、第二車両との連結部が白はく煙えんを噴ふき上げている。

「この車両が──切り離されてるっ？」

　ショウゴは状じよう況きようを悟さとった。自分たちが解除したのは、第四車両ではなく、第二車両との連結部分だったのだ。

「どうしてっ？　エアロトレインの構造はずっと前から熟じゆく知ちしていたのに……」

　まなみはすっかり狼狽うろたえている。

「たぶん、最新車両だから、色々と改良したんだろうぜ！」

　エイジは駆け出し、まなみの腕うでを摑つかんだ。

「急げ、切り離しするまで三十秒もないぞ！」

　後ろに続くショウゴが叫さけんだ。

　白煙が失うせ、強風が前方から吹ふきつけてきた。

　第二車両への入り口がゆっくりと遠ざかり始める。

「おりゃあ！」

　まずエイジが、離れだした第二車両へ飛び移った。

「──ほら、マナ姉ねえも！」

　手を伸のばし、躊ちゆう躇ちよするまなみへ跳ちよう躍やくを促うながす。開あいた空間は、一メートル。簡単に跳とび越こせる距きよ離りだ。但ただし、超ちよう高こう速そくで流れる景け色しきに足がすくまなければ、の話だ。

「仕し方かたねえ──ショウゴ、頼たのむ！」

　エイジの言葉にうなずき、ショウゴはまなみの腰こしに手を掛かけた。

「大だい丈じよう夫ぶよ！」

　肘ひじが、ショウゴの手を払はらった。まなみはステップのなくなるぎりぎりまで歩むと、意を決してエイジの方へジャンプした。

「キシャアアァアアア！」

　乾かわいた雄お叫たけびが、エアロトレインの屋や根ねから落ちた。

　花はな柄がらのワンピースをまとった、火傷やけど顔のテロリスト。車窓のシャッターを打ち破る際に潰つぶしたのであろう血ち塗まみれの手が、宙ちゆうを跳ぶまなみのブレザーを鷲わし摑づかむ。

「きゃあ！」

「マナ姉っ」

　失速したまなみの手首をエイジの手が辛かろうじて捕とらえた。途と端たん、エイジはバランスを崩くずしまなみと一いつ緒しよに超高速の空間へ引っ張られた。

「ぬううっ！」

　唸うなりが、エイジの背後で湧わいた。同時に、襟えり首くびが締しまり、凄すさまじい牽けん引いんの力がエイジの身体からだをまなみごと第二車両へ引き戻もどした。

「お前は、向こうだ」

　唸りが言葉に変わり、銃じゆう声せいが続いた。

　至し近きんの拳けん銃じゆう弾だんを食くらい、テロリスト──ダリルは第三車両へ吹ふっ飛んだ。

「──ロバートソン！」

　助すけっ人との名を叫さけんだショウゴの右足を、ダリルが摑つかんだ。

「おっとお、失礼、お嬢じようさん～～」

　ショウゴを道みち連づれに通路を滑すべりながら、火傷顔がにやけた。

「セクハラだぞ」

　言ってショウゴは、左足で蹴けりを見み舞まった。

「うひゃひゃひゃひゃ」

　蹴り離はなされたダリルの笑いが、第四車両との連結部へ転がっていく。

「早く、来い！」

　第三車両に取り残されたショウゴへ、エイジが怒ど鳴なった。

「エイジ君──あれっ！」

　まなみが空を指差した。

　夕ゆう闇やみに映はえるオレンジの光が、視界を縦たてに通過する。

　閃せん光こうは、三秒後。

　空が白く染そまり、鈍にぶい爆ばく音おんが轟とどろいた。

　波打つ車体に、ショウゴは核かくミサイルの着弾を確信した。直ちよく撃げきではない、間近の炸さく裂れつ。広がる爆ばく炎えんが後方からエアロトレインを吞のみ始めているのだ。

　ショウゴは跳はね起き、通路を蹴けった。

「ぐっそお……」

　ダリルは頭を振ふった。

　全身が重く、立ち上がれない。老いた〈身体ユニツト〉に拳銃弾は、さすがに堪こたえる。

「ホウジョオオ」

　腹ばいとなり、ダリルは前方を睨にらんだ。離れゆく第二車両に仇かたきの姿を認みとめ、四し肢しを戦慄わななかせた。

「逃にがすものかあ～」

　ダリルは脳内で造りだしたイクスドーパミンを、言うことをきかぬ〈身体ユニツト〉へ送り込んだ。イクスドーパミンは、生体細さい胞ぼうの持つ自じ己こ防ぼう衛えい機き能のうを麻ま痺ひさせ、百二十パーセントの働きを強制する神経伝達物質。無論、自然界に、これと同じ物質を造り出す生物は存在しない。イクスドーパミンがもたらす〈過熱ヒート〉状態は、もって四、五分。ダリルは〈身体ユニツト〉の寿じゆ命みようと引き替かえに、数分間だけ超ちよう人じんと化すことができるのだ。

　四肢の震ふるえが、止やんだ。両りよう腕うで、両足が胴どう体たいを持ち上げ、前後に動いた。

　獣けものというより、高速で地を這はう毒どく虫むしのように、ダリルは通路を疾しつ走そうした。第二車両で手て招まねきする黄色い髪かみののっぽへ、何度も咆ほう哮こうを放った。

「ホオオオジョオオオオオオ！」

「──呼んだか？」

　声が頭の上をかすめた──瞬しゆん間かん、身体からだががくんと停止した。

　拳こぶしが、ケロイドで覆おおわれた横よこ面つらに入っていた。

「ぐぷっ……」

　短く呻うめき、拳の持ち主へ目を向ける。

　金色に髪を染そめたジャップの小こ娘むすめ。さっき自分を蹴りつけた女だ──見上げた顔にそれ以上の記き憶おくはなかった。しかし、顔面に受けた痛みには、かすかに覚おぼえがあった。

　記憶が、壊こわれたディスクレコーダーの如ごとく高速で逆回転し、忘わすれ得えぬ過去の一点で停止する。

　再生──十五年前の自分が、傍ぼう観かん者しやの映像でダリルの脳のう裏りに蘇よみがえった。




「チェンバースだ。問題は全すべてクリアした。天使エンジエルの回収に向かうぞ」

　低重力に保たれた宇宙ステーションの回かい廊ろうを飛び跳はねながら、ダリルは待たい機きする部下に命令した。

『了りよう解かい。第二ドッキングポートのシャトルを確保。Ａ‐３ゲートへ向かって下さい』

　音声が、ヘルメットの中で木霊こだまする。

　やがて、明めい滅めつするライトの光が、バイザーの上部で踊おどった。

　ダリルは宇宙服に包つつまれた身体をのそのそと動かすと、マグネットの貼はられた床ゆかを蹴りつけ、ふわりと天てん井じようへ昇のぼった。

　Ａ‐３とペイントされたハッチを開き、垂すい直ちよくに伸のびるトンネル状の通路へ入る。

　ハッチを閉じるや、上下の区別はなくなった。ほぼ無重力のトンネル内を泳ぎ、壁かべに付けられた手て摺すりを摑つかむ。

『こちらです』

　通路の中間に浮うかぶ部下が、音声を寄よ越こした。斜しや光こうミラーを下ろしたバイザーがギラギラと煌きらめいている。

『例のジャップは？』

「ホウジョウは死んだ。信しん頼らいしてた友の裏切りでな」

　ダリルは答え、クツクツと笑った。

『友……ダグ・ハークが協力を？』

　通り過ぎていく上官をバイザーに映し、部下が質問を重ねる。

「ああ、ニューメキシコにいる子供の話をしたら、実に素す直なおになってくれた」

『──子供？』

　怪け訝げんそうな音声が、ダリルへ返る。

「私生児だ。享きよう年ねん五歳さいといったところか」

『殺したのですか？』

「母親が不法移民だった。拉ら致ちに行った連中を移民局と勘かん違ちがいしたんだろう。抵てい抗こうしたんで威い嚇かくで射うった。で、弾だん丸がんが母子もろとも貫つらぬいた。まあ、当たり所が悪かったということだ」

『……ダグはこのことを？』

　音声がトーンダウンする。

「還かえったら古新聞の記事で知るだろうさ」

　言って、ダリルははっと後ろを振ふり返った──なぜ、こいつはハークをファーストネームで呼んだのだ？

『悪あく魔まに魂たましいを売る人間は、主として二種類……』

　部下を装よそおう何者かが呟つぶやいた。

　途と端たん、宇宙服が分ぶん離りし、バラバラに飛び散った。被ひ火か災さい用ようの緊きん急きゆう脱だつ衣い装そう置ちを作動させたのだ。

『愛ゆえに堕おちる者、或あるいは──』

　姿をさらした男が、銃じゆうを構かまえた。身体からだから流れ出る鮮せん血けつが、粒つぶとなって巨おおきな身体を取り巻いている。

『──ろくでなしだ』

　鳶とび色いろの眼めが、ダリルを睨にらんだ。

「ホウジョウ、貴様、何故なぜ……？」

『当たり所が悪かったのさ』

　撃げき鉄てつを起こし、男が言った。

（バカめ！　低重力下で銃を撃うてば、ブッ飛ぶのはてめえだぜ！）

　ダリルは手て摺すりを突つき放し、シャトルとの接続孔こうへ飛んだ。

　銃声が、トンネル通路の薄うすい空気を震ふるわせた。

　発射と同時に、男の身体が吹ふき飛んだ──後ろではなく、前へ。

「ぎゃ、逆方向を射ちやがった！　奴やつは……始めから、銃をロケット噴ふん射しやの代わりに──！」

　迫せまり来る男を映うつす碧あおい瞳ひとみが縮ちぢみあがった。

『──先に逝いってろ』

　音声と共に、繰くり出された男の拳こぶしがバイザーを破やぶって飛び込んだ。

　頰ほおにめり込む拳の下で、ダリルの頰骨がメキメキと軋きしんだ。




（──似て、いる。あの時の、感じ、ど……どうして？）

　一いつ瞬しゆんの回想から醒さめ、ダリルは自問した。

「ダリル……生きていたとは──」

　右拳を引き、少女が呟つぶやきを落とした。

「あの時、確かに……爆ばく弾だん仕じ掛かけのシャトルの中へ殴なぐり飛ばしたはずだが──死に損ぞこなったようだな？」

　声が、少女特有の高さから、男性の音おん域いきにまで急きゆう降こう下かする。

「まさか、お前」

　ダリルは、大きく目を剝むいた。

「ダグが……ハークがお前を待ちかねている」

　聞き覚えのある男の声で、少女が言った。

「お前が──」

　言い掛けたダリルの顔面に、少女の左拳が突つき刺ささった。

　右拳とは比ひ較かくにならない凄すさまじい突きだった。

　激痛を感じた瞬しゆん間かん、ダリルの身体からだは空中を飛んでいた。

「お前が、お前があぁああああアアアアアア！」

　絶ぜつ叫きようが、遠ざかるダリルの口から迸ほとばしった。

「──走れええええ！」

　反対側からエイジの叫さけび声が聞こえた。

　爆ばく炎えんが第四車両を突き破ったのは、その時だった。

「ホオォジョオォオオオオオオオオオオぉぉぉ……」

　自分の名を呼ぶダリルの顔が、押おし寄せる炎ほのおに溶とけた。

　ショウゴは翻ひるがえり、通路を蹴けり砕くだいた。

　肉体を覆おおう〈鵺ヌエの皮〉──〈複合細胞キマイラシエル〉のパワーを両りよう脚あしに集中し、一気に通路を駆かけ抜ぬける。

「飛べええええ！」

　海底トンネルへと下り始めた車両から、エイジが叫んだ。

　ショウゴはその言葉を信じ、躊ちゆう躇ちよなく空くうへ身を投げ出した。

　常人では不可能な跳ちよう躍やく力りよく。しかし、それでも第二車両までは絶望的に遠かった。

「摑つかめええ！」

　相棒の声。

　と、視界に、きらりと光る流れを見つけた。

　ショウゴは左手を伸のばし、流れを手中に収おさめた──エイジの投げたトラップワイヤー。

　流れがピンと張り、ショウゴの身体が水平になった。

「絶対にひぃ～、離はなすんじゃねへえぇ～」

　すっかりかすれたエイジの声が、巨きよ大だいな海底トンネル内でかすかに木霊こだました。




　　　　◆




　──生きています！

　エコー掛がかった声が聞こえた。

　──脳のう波はに異常なし……信じられません。シャトルの方は、ほとんど原型を留とどめてなかったのに──。

　俺の噂うわさだな、とダリルは思った。けれど、喋しやべっている男が誰だれかは思い出せなかった。無理もない。遠い昔の記き憶おくだ。死へと続く闇やみの中で、ダリルは笑った。

　──素す晴ばらしい。実に魅み力りよく的てきな素そ体たいだ。

　別の声に、虫むし酸ずが走った。こいつはよく覚えている。ゼロ機関の創始者の一人、ウォーケン博士。死に損ぞこないの五体を切り刻きざみ、パーツを加えてパズルをし、頭の中身を何度も引ひっ搔かき回したマッドサイエンティスト。絶たえ間まない苦痛と捌はけ口ぐちのない狂くるおしい苛いら立だちを、五年以上に亘わたって与あたえ続けた男。憎にくんでも余りある、今の自分の生みの親──だが憎ぞう悪おの対たい象しようとしては、二番目だ。

　──行くがいい、息むす子こよ。

　ウォーケンの死に際ぎわの台詞せりふと共に、映像が闇やみに浮うかびあがる。

　──お前の憎にくむもの、全すべてを、お前の手で、捻ひねり潰つぶせ。

　ダリルに首を絞しめられながら、ウォーケンは恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

　──お前には、それができる。私が、その力を、授さずけた。

　恩おん着きせがましいんだよ、とダリルは答えた。

　指が首くび筋すじにめりこみ、頸けい骨こつがめきめきと鳴った。

　──お前は、最高だ。

　最さい期ごの言葉は、声になっていなかった。歪ゆがみつつも蠢うごめく唇くちびるの動きで、そうとわかった。

　ダリルは、頭をぐにゃりと垂たれた老人の死体を無む造ぞう作さに放ほうると、セキュリティの解かい除じよされた研究室から外へ出た。事態を知り、押おし寄せてきた五十余名の武ぶ装そう警けい備び兵へいは、ダリルが施し設せつのゲートを越こえるまでに、ほぼ全員、血に塗まみれた肉につ塊かいとなった。

　後で知ったことだが、あの日ウォーケンは、自みずからが陣じん頭とう指し揮きを執とる〈ウルフガン〉計画の中止通達を受けていた。彼が、厳げん重じゆうに隔かく離りしていたダリルを自由にしたのは、失しつ脚きやくを画かく策さくした〈上〉への復ふく讐しゆうか、己おのれの研究成果を知らしめるためか、或あるいはその両方か、今となってはわからない。しかし、この一件で、計画が存続されることになったのは事実だ。

　──何が、最高だ、だ。

　再び闇だけとなった世界で、ダリルは唸うなった。

　ウォーケンではなく、自身への怒いかり。

　自分を地じ獄ごく以下の生いき地じ獄ごくへ突つき落とした、最も憎悪する宿敵と再会を果はたしながら、何もすることができず、振ふり出しへと戻もどされてしまった。だが、もうやり直しはきくまい。今度ばかりは、本物の地獄へ直行しそうだ。

　──ダリル。

　誰かが、呼んだ。

　──じじい、か。

　ウォーケンだと、ダリルは思った。

　──気にするな、じじい。てめえのせいじゃない。

　じきに会うことになるだろう創そう造ぞう主しゆへ、ダリルが言った。

　──ダリル……ダリル……ダリル……。

　声が、重なった。

　それは、地の底からではなく、天から落ちてくるように聞こえた。

　──天国なんて、よしてくれ。ガラじゃねえ。

　ダリルは首を振った。

「生きてるみたいだな」

　エコーのない、現実の声。

　光が、闇やみの右半分を払はらった。

「……ハンドレッド、か」

　ダリルも、現実の声で返した。呟つぶやきに近いかすれた声こわ音ねだった。口がうまく動かせず、喉のどが熱い。

「……どこだ、ここは……どれくらい、経たった？」

「爆ばく心しん地ちの外はずれ……着ちやく弾だん後ご九十分といったところだ。ジャップどもは、まだ遠巻きにしてる」

　右半分の視界の中で、男──ハンドレッドが答えた。

「……ク、ク、ク、何だ、その、アメコミのヒーローみてえな、カッコは？」

　ダリルが、自分を見下ろす顔見知りへ笑いかける。

「〈正装ユニツト〉だ。お前のとは大分違ちがうがな。見てくれは笑われても仕方ない。ジャップの作った子こ供ども向けＴＶ番組を信しん仰こうしてる、青二才どものデザインだ」

　ハンドレッドが肩かたをすくめてみせる。

　流線と直線が混まざり合うＳＦじみたデザインのプロテクターとフルフェイス型ヘルメット。今はメットの正面が覗のぞいているが、バイザーが全部を覆おおえば、人というより犬科の獣けものに見える。色しき彩さいは鏡きよう面めんに近い銀。上空の一点から降ふり注そそぐ光こう芒ぼうが、全身をクリスタルの如ごとく輝かがやかせている。

「……〈ウルフガン〉も、楽じゃねえってか？」

　ダリルが同情するように言った。

「何言ってる、お前もそうだろう？」

　ハンドレッドが返した。

「……俺は、信用ゼロの、部外者だ」

　ダリルは義ぎ眼がんをキシキシと動かし、周囲の景け色しきを確かく認にんした。焼け野原に、エアロトレインや走行コースの残ざん骸がいが散ちらばっている。

「……あれが、本物のＦＮ爆ばく弾だんだったら、何もかも、消し飛んでるはずだ。気化爆弾か、何かだろう？　実際、落ちてきたのは」

「ああ」

　ハンドレッドがうなずいた。

「大量殺さつ戮りく型の兵器を使えなくしたのは、チャールズだ。パープルを含ふくめて三つの鐘かねは、始めから鳴らない。命令を与あたえると別の鐘に転送される仕し掛かけだ。ここヘミサイルをぶちこんだのはグリーンベルさ」

「あの赤あか鼻はな野や郎ろうが」

　ダリルは低く呟つぶやいた。声の調子が戻もどってきている。どうやら声せい帯たい細さい胞ぼうが再生活動を始めたようだ。かつての同どう盟めい国こくイギリスがもたらした〈複合細胞キマイラシエル〉技術の一部が施ほどこされているのは、〈ウルフガン〉の中でも、計画初期の生き残りであるダリルとハンドレッドだけだ。

「チャールズは元々、今回の作戦に乗り気じゃなかった。それで、参加を強要した国防新省に一ひと泡あわ吹ふかせようと、お前を出した。だが、あまり派は手でにやられては責任を追及される。奴やつはほどほどの失敗を目もく論ろみ、お前は見み事ごとに役割を果たした……」

「──で、お前が、後あと始し末まつにきたってわけか。失敗の証しよう拠こを消すために」

　義眼が、ハンドレッドをぎろりと睨にらんだ。

「確かに、他の連中はお前を忌いんでいる。例のＥＤイクスドーパミンの副作用でイカレてしまったはぐれ狼おおかみだと……」

　ハンドレッドが言った。

　ＥＤの基き礎そであるドーパミンは、主に運動機能を調節する神経伝達物質。脳内でこれを合成するドーパミン神経細胞の働きが過か剰じようになると、精せい神しん分ぶん裂れつ病びようを促そく進しんするともいわれている。

「……しかし、少なくとも私は、自分の心がお前に近いところにあると思っている」

「そんなこと口走っていいのか、ハンドレッド？　チャールズがドタマにくるぞ」

「奴やつとは話をつけてある。これからのお前の行動は、ゼロ機関の関知しない独どく断だんの暴ぼう走そう……国防新省を出し抜ぬき、クラキを拉ら致ちするのだ。但ただし、クラキが拒きよ否ひ抵てい抗こう、又または〈主天使ドミニオン〉破は壊かいを進めた場合、抹まつ殺さつに切り替かえろ。〈主天使ドミニオン〉は、ゼロ機関が準備中のＡアリオン計画の要かなめとなる。破壊阻そ止しが原則だ。それらを踏ふまえれば、やり方はお前の自由だ。全部、好きにやっていい。尚なお、報ほう酬しゆうは──」

「──要いらねえよ、そんなもん」

　ダリルが説明を遮さえぎった。

「行く先にあの男も来るのなら、それで十分だ」

「交こう渉しよう成立……だな」

　ハンドレッドは煌きらめく銀に覆おおわれた膝ひざを落とすと、同じ輝かがやきを放つ両手を、瓦が礫れきに転がるダリルへ伸のべた。

「あとひとつ、訊きいていいか？」

　黒くろ焦こげの生なま首くびが、掌てのひらの間から問うた。左顔面がじゅくじゅくと蠢うごめいて焦げを落とし、再生しつつあるケロイド状の皮ひ膚ふを覗のぞかせる。

「なぜ、こんなおせっかいを？」

　歯に衣きぬ着せぬ言葉に、ハンドレッドの口元がうっすらと笑えんだ。

「同期のよしみさ」

　言って、ハンドレッドは頭上を見上げた。

　音も姿もなく滞たい空くうしていた空中機動兵器〈トンボ〉が、光こう芒ぼうを消し、代かわりに乗降ワイヤーを下ろしてくる。

「フン……救すくいようもねえ、お人ひと好よしだぜ」

　小こ脇わきに抱かかえられたダリルが、うれしそうに毒どくづいた。








六　ミッション・トゥ・スペース









　七月十日。

　午後二時二十分。

　国家安全維い持じ省しよう（専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐん）、タネガシマ宇う宙ちゆうセンター、オオサキ管かん制せい塔とう。

　雨あま粒つぶが、巨きよ大だいなミラーガラスの外側を激はげしく叩たたいていた。

　九州地方南部を通過中の熱帯性低気圧の影えい響きようは、これからがピーク。濁にごった雲が空を奔はしり、オオサキ射しや場じように色を添そえる木もく生せいシダが風雨にうねっている。

「もう一時間半遅おくれだ。到とう着ちやくは延えん期きじゃねえのか？」

　あくび混まじりの声が、外を眺ながめるショウゴに掛かけられた。

「それはないな」

　ショウゴは視し線せんを引くと、窓まどガラスに映うつる室内に焦しよう点てんを合わせた。飾かざり気けのない応接室のソファーに寝ねそべり、エイジが煙草たばこをふかしている。

「どうして？」

「外を見てみろ。さっきよりも、賑にぎやかになってきてる」

　言って、ショウゴは窓そう外がいへ目を戻もどした。

　古くは国産ロケットＮシリーズ、《災さい厄やく》の前後には、二段式シャトルのスペースフライターで〈主天使ドミニオン〉を宇宙へ送ったオオサキ射場の舗ほ装そう路ろを、カーキ色のユニフォームと装そう甲こう車しや両りようが幾いくつもの群むれを作って巡じゆん回かいしている。専守防衛陸軍、第六師団の機動運用部隊だ。上空では同軍のステルス型武ぶ装そうヘリと空軍の問題児Ｖ‐２２Ｊオスプレイが、大きな楕だ円えん軌き道どうを描えがいて飛行し、遠くで荒あれる海上には、海軍の虎とらの子イージス護ご衛えい艦かん隊たいが碇いかりを下ろしているのが見える。

「へっ、怪かい獣じゆうでも出で迎むかえるような大おお盤ばん振ぶる舞まいだな」

　エイジがソファーから身体からだを起こした。

「──ある意味、怪獣よ」

　部屋のドアが開き、牧まき村むらまなみが入ってくる。黒のパンツにタンクトップ、丈たけの短い白衣。二日前のショウゴの格かつ好こうとほぼ同じだ。

「他国領りよう土どにミサイルを落としておきながら、そ知らぬ顔で新たな部隊を送り込んでくるんですもの。マトモじゃないわ」

「新たな部隊って……？」

「米国チームのことか」

　ショウゴがまなみに代わって、エイジの問いに答えた。

　国際宇宙ステーションＩＳＳ再生計画──〈リバース・プロジェクト〉に参加する米国チームは同国が提てい供きようするスペースプレーンと共に、今日、タネガシマ入りすることになっている。

　スペースプレーンは、文も字じ通どおりの宇宙飛行機。スペースシャトルとは異ことなり、ロケットで打ち上げるのではなく、大型の極ごく超ちよう音おん速そく輸送機で高度成せい層そう圏けんまで運ばれ、そこで水平発射される。元は日本が開発を進めていたが、世界暴ぼう動どう後の国力低下で米国企き業ぎように権利と技術を売ばい却きやく、その後、米軍が資本参加し完成に至いたった。

「けど、今回の計画って、文化交流みたいなもんだろ。軍ぐん属ぞく参加はタブーなんじゃ？」

「米国の宇宙開発部門は、航こう空くう宇宙軍にあるのよ？　チームメンバーを科学知識のある特とく殊しゆ部隊員で構成するくらいワケないわ」

　まなみがシングルソファーに座すわり、脚あしを組む。

「ってことは……アメ公どもは、まだ蔵くら木きが死んだこと知らないのか」

　煙草たばこをもみ消し、エイジが呟つぶやく。

「あの男は生きているわ──」

　まなみが即そく座ざに否ひ定ていした。

「──残ざん念ねんだけど」

　言葉を付つけ足たし、振ふり返ったショウゴをちらりと見やる。

「アラン・ケンズブールに手術の痕あとはなかったぞ」

　ショウゴが言った。ケンズブールは六年前に外げ科か手術を受けている。本物ならば、傷痕があるはずだ。しかし、エアロトレインで銃じゆう弾だんに倒たおれたケンズブールには、手術を受けた形けい跡せきがなかった。つまり、蔵木が彼に成なり済すましていたことになる。

「でも、事実なの。検死の際のＤＮＡ鑑かん定ていで、百パーセント違ちがうと証しよう明めいされたわ」

「じゃあ、あのロリコン博士はかせは何者だったんだよ？」

　エイジは、ケンズブールが女じよ装そうのショウゴに馴なれ々なれしかったのをまだ根に持っているようだ。

「わからない」

　まなみは首を振った。

「けれど、もう一人については思い出したわ」

「ロバートソンだな？」

　ショウゴが名前を挙あげた。欧おう州しゆう連合のメンバーを護ご衛えいする外交官ロバートソンは、まなみが注意するよう警けい告こくした人物だ。事実、彼はエアロトレインを占せん拠きよした偽ぎ装そうテロリストをほとんど一人で仆たおしている。

「私は、一度彼を見ているのよ。かなり昔──世界暴ぼう動どうが本格化する前のイギリスで」

　エイジの消した吸すい殻がらを物もの欲ほしそうに見つめながら、まなみが言った。

「その頃ころ、私は交こう換かん研究員として、バーミンガムのクインヒル研究所に派は遣けんされていた。英国軍の管かん轄かつ下かにある極ごく秘ひ施し設せつよ」

「クインヒル……〈複合細胞キマイラシエル〉の実験場か」

　ショウゴは呟つぶやきを落とし、窓ガラスにもたれた。

〈複合細胞キマイラシエル〉は、日本・イギリス・インド・ギリシャによって共同開発された、動物と植物の両方の特性を併あわせ持つ合ごう成せい細さい胞ぼうである。誕たん生じようの地ギリシャの神話に登場する合成魔ま獣じゆうから名をとった〈複合細胞キマイラシエル〉は、当初、細胞疾しつ病ぺいなどの治ち療りよう用ように開発された医学的技術だったが、世界暴動の広がりと共に、軍事技術へと応用されていった。対《能力者パワーズ》用の強化兵士を造つくるためである。

「クインヒルの地下演習場で、私は彼を見たの。名前なんて紹しよう介かいされなかった。ただＳＡＳ（特とく殊しゆ空くう挺てい任にん務む隊たい）から選せん抜ばつされたという説明だけがなされ、デモンストレーションが始まった。ロバートソンは十名の部下を指し揮きする小隊長だった。相あい対たいしたのは、倍以上の数の重武装した《能力者パワーズ》たち。赦しや免めんを条件に集められた犯はん罪ざい者しやよ。戦せん闘とうは、五分ほどだったわ。あっという間……《能力者パワーズ》は一人も生き残らなかった。ロバートソンの側は、負傷者が三名ほど。彼自身は無傷だった……」

　まなみは吸い殻から目を外はずすと、白衣のポケットを探さぐり、キャンデーを取り出した。

「イギリスは〈複合細胞キマイラシエル〉の全身移い植しよくに成功した最初の国。被ひ験けん者しやはＧを頭にした数字で呼ばれていた。もしも、イギリスが生物兵器の使用で滅めつ亡ぼうしなければ、日本の〈鵺童ヌエワラシ〉に匹ひつ敵てきする存そん在ざいになっていたでしょうね」

「グ、〈グリフィンナンバー〉かよ？」

　エイジの言葉に、まなみがうなずく。

〈複合細胞キマイラシエル〉は、共同開発国それぞれで独自の暗号名を付けられている。イギリスは〈グリフィン〉、インドは〈マンティコア〉、日本は〈鵺ヌエ〉──いずれも〈キマイラ〉と同じ合成魔獣の名めい称しようである。その後、イギリスは独自の研究によって〈複合細胞キマイラシエル〉のバージョンアップ版である〈グリフィンの羽〉、日本は〈鵺ヌエの皮〉を造り出した。しかし、それらを使用した強化兵士を実戦投入できたのは、日本だけだ。

「殺人ウィルス〈ヴァレンタイン〉は、英国を二日で死の島にしたんだぞ？　当時、国内の治ち安あん維い持じを主任務としていた軍属に脱だつ出しゆつの時間はなかったはずだが」

　まなみの仮か説せつに、ショウゴが疑ぎ問もんを提てい示じする。

「脱出したんじゃなく、始めから国外にいたのかも……ともかく、ロバートソンはクインヒルで見た〈グリフィンナンバー〉に間ま違ちがいないわ。私は一度会った人間の顔を決して忘わすれないから」

　言って、まなみはピンク色のアメ玉を口の中へ放ほうりこんだ。ほのかな苺いちごの香かおりが部へ屋やに漂ただよう。

「だが──」

「ま、あのオッサンのことはおいといて」

　珍めずらしく食くい下がるショウゴを遮さえぎり、エイジはソファーから立ち上がった。このまま二人に会話を続けさせたら、また険けん悪あくなムードになりそうだ。

「ターゲットが生きてるってことは、俺おれらの任にん務むも続行なんだろ？　今度はどおするよ？　ここで仕し掛かけてみるかい？」

「だめよ」

　まなみが素す早ばやく答えた。

「エアロトレインの一件は、予想外の出で来き事ごとだった。東ならともかく、軍が絶対防空を自負する西日本に、他国のビームとミサイルが落ちたんですもの。幸さいわい、どちらも人口密集地域から外れてたから、どうにかマスコミへの隠いん蔽ぺいはできたけど、今度また同じようなことが起これば、国家の威い信しんは失しつ墜ついするわ」

「なるほど」

　エイジは窓まど辺べに歩あゆみ、正規軍の闊かつ歩ぽする外を眺ながめた。

　ＩＳＳ再生計画は、世界的にも注目される多た国こく籍せき共同プロジェクトだ。その中心となる欧おう州しゆう連合チームが日本国内でテロリストに襲しゆう撃げきされた上、防ぼう空くう網もうを突とつ破ぱしたミサイルに消し飛ばされそうになったのだ。二度目は何としても阻そ止しせねばならない。そこで異例の専守防衛軍、正規部隊の出動となった。タネガシマには全島戒かい厳げん令れいが布しかれ、マスコミもシャットアウト、水も漏もらさぬ厳げん戒かい態たい勢せいがとられている。この状じよう況きよう下かで執しつ行こうを強行し、もし再び人ひと違ちがいとなれば、軍の面めん目もくはなくなり、日本政府は世界中に恥はじをさらすことになる。

「軍が絡からんでいるから、〈上〉でも意見が分かれたみたいだけど……執行は見合わせることで一いつ致ちしたそうよ。国内では──ね」

　含ふくみのある口く調ちよう。まなみが舐なめていたキャンデーをカリカリと嚙かみ始める。

「宇宙そらで、ということか」

　ショウゴが言った。

「確たしかに、宇宙そらへ上がっちまえば国こつ境きようもクソもねえから、国際執行代理人の資し格かくがない俺たちでも活動できっけど……」

　エイジは相あい棒ぼうを窺うかがった。

「そうだな……だが、あんたは同行するわけにいくまい？　それに、俺の演じてた海うみ野のマナコも、相当怪あやしい人物として、欧州側に認にん識しきされてるはずだ」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが、まなみを見つめる。

　牧村まなみの外見は、どうみても未成年だ。エイジのように変へん装そうすればどうにかなるという次元ではない。彼女が同行できなければ、欧州メンバーから標ひよう的てきの蔵木を特定するのは困こん難なんを極きわめる。一方、ショウゴが扮ふんするまなみの替かえ玉だまマナコは、エアロトレインでの超ちよう人じんぶりをロバートソンに目もく撃げきされている。細いワイヤーを片手で握にぎり、時速四百キロ以上で走る列車に引かれ続けたのだ。誰だれが見ても、普ふ通つうの少女には見えなかっただろう。

「一昨日おとといから、〈研究所〉のデータベースはハッカーの攻こう撃げきを受けてるわ。たぶん、海野マナコの身元調査でしょうけど……で、あまりに熱ねつ烈れつなんで、侵しん入にゆうさせてやったの。海野マナコの新しい設定を読ませるためにね」

「新しい設定？」

「二年前、海野マナコは事故で重傷を負い、左ひだり腕うでと身体からだの一部を失うしなった。半機械サイバーとなったことは、一いつ切さい、公おおやけにされていない……」

　棒ぼう読よみで、まなみが言った。

「この設定は、今日の三か国顔合わせの際、正式に公表する予定よ。けど、しばらく、腕は吊つっておいて。あれだけの負ふ荷かがかかって大だい丈じよう夫ぶな義ぎ手しゆなんて、そうあるものじゃないから」

「無理のある、苦しい言いい訳わけだ」

　ショウゴが小さくため息いきをつく。

「お前が、日本チームの一人として宇宙そらへ上がれさえすればいいのよ、ホウジョウ。それにもう、私が欧おう州しゆうメンバーから蔵木を見分ける必要なんてない」

　黒い瞳が、ゆっくりとショウゴを睨ねめあげる。

「今の宇宙そらに、法ほう律りつなどないわ。蔵木を判別できなければ、全員抹まつ殺さつしても構かまわない」

　言って、まなみは口に残ったアメ玉を右の奥おく歯ばで嚙かみ砕くだいた。

「……本当に、それでいいんだな？」

　まなみの視線を受けとめたまま、ショウゴが問とい質ただした。全員抹殺の是ぜ非ひを確かく認にんしたのではない。父親殺しの十じゆう字じ架かを背せ負おう覚かく悟ごがあるか否いなかを訊きいたのだ。

「あの男は、〈主天使ドミニオン〉を殺すために宇宙そらへ上がる……〈彼女〉は日本の生命線……そして、私たちにとって、かけがえのない全すべて──そうでしょう、ホウジョウ？」

　まなみが逆に聞き返す。

　沈ちん黙もくが、窓を打つ雨音を大きくした。

　やがて、二人はどちらからともなく、視線を逸そらし、目を閉じた。

「──おっ、ようやく到とう着ちやくだぜ」

　エイジが窓ガラスをコツコツと叩たたいた。

　窓そう外がいで、空を飛びかう機動兵器が旋せん回かいを止やめ、滑かつ走そう路ろ上じようの軍隊が一いつ斉せいに脇わきへ寄よる。

　光が、流れる雲の間で瞬またたいた。

　遠くの空に姿を現わしたそれは、イルカを背に乗せたマンタのように見えた。

　スペースプレーン〈ホーキング〉と高高度・極ごく超ちよう音おん速そく輸送機〈デルタフライ〉。

「出発は、明後日の午前九時よ」

　降こう下かする機体を眺ながめるエイジとショウゴの背はい後ごで、部屋の扉とびらがバタンと鳴った。




　　　　◆




　七月十日。

　午後二時五十分。

「おら、グズグズするな、新入り！」

　停てい止ししつつある〈デルタフライ〉の内部通路を足あし早ばやに進みながら、カート・ラングは背後の部下を振ふり返った。

　カートは米空軍の機動輸送大隊に所属する軍ぐん曹そう。元々、戦せん闘とう機きパイロットを目め指ざしていたが、訓くん練れん中ちゆうの事じ故こで右の眼球を傷つけ視力を失うしない挫ざ折せつ、今は〈デルタフライ〉に荷物と一いつ緒しよに同乗する〈お客〉を接せつ待たいする任にん務むに就ついている。部下は、常に一人。それも研修の一いつ環かんで配はい属ぞくされるエリート候こう補ほ生せいばかりで、仕事を覚おぼえた頃ころには転属命令が下り、ほとんどが希望通りのパイロットになっていく。その度たびに、カートは彼らを嫉ねたましく思い自分の境きよう遇ぐうを激はげしく呪のろうのだが、かといって潔いさぎよく除じよ隊たいする気にもなれず、未み練れんがましく空を往おう復ふくし続けている。

「す、す、すみません、ラ、ラング、ぐ、ぐ、軍曹殿どの」

　ふらふらと後をついてきた部下が、カートに謝あやまった。昨日きのう、配属されたばかりのディック・バートン。プロフットボールのクォーターバックでもめったにいないほどの巨きよ体たいの持もち主ぬしだ。だが、容よう貌ぼうは気き弱よわなオランウータンといった感じで、その口調のせいか小心者の印いん象しようを相手に与あたえる。

「ったく、半人前のハリーが仕事も覚えねえうちに転属になって、いきなり類るい人じん猿えんの躾しつけを仰おおせつかるとは……全まつたくついてねえ！　そうは思わんか、バートン？」

　カートが訊きいた。

「は、は、はい。ぐ、軍ぐん曹そう殿どの」

　ディックの答えにカートがにやりと笑う。上官の問いには同意する──基本的な躾はできているようだ。しかも、こいつは今までの連中と違ちがって長くいそうだ。でかすぎる身体からだはパイロット向きではないし、身のこなしも機き敏びんさに欠かける。少なくとも戦闘機乗りとしては不ふ適てき格かくだ。

（久ひさ々びさにイビリがいがありそうだ）

　カートはうなずき、前へ向き直った。

　同どう類るい相あい憐あわれむという言葉があるが、カートの場合は、その逆だった。彼は、落ちこぼれに惨みじめな自分の姿を見いだして憎ぞう悪おの炎ほのおを燃もやす、歪ゆがんだ心の持ち主だった。

「ともかく、キリキリ働けよ、バートン！　今日の〈お客〉はエライ博士はかせさんたちだからよ！」

　突つき当たりの扉とびらに辿たどりつき、カートは背せ筋すじを伸のばした。博士といっても、航空宇宙軍所属の上級士官だ。失しつ態たいは、空軍全体の不ふ名めい誉よとなる。

「あー、接客係のラング軍曹であります」

　ビジタールームのインターフォンへ、カートが名乗った。

　返事の代わりに、扉が開いた。

〈お客〉は、目の前に立っていた。黒地に銀のラインが流れるスウェット型のフライトスーツに身を包んだ碧へき眼がんの男が、じろりとカートを見下ろす。

〈リバース・プロジェクト〉の米国チームを率ひきいるジェンキンス博士。

　短たん髪ぱつの栗くり毛げに、厳いかつい長方形の顔。眉まゆが極きよく端たんに薄うすいため、目つきが鋭するどく見える。体格は、バートンほどではないが、見上げるほどに巨おおきく、スーツは引き締しまった筋きん肉にくで盛もり上がっている。後ろにいる他の博士たちも同様。お世せ辞じにもインテリジェンスとは言い難がたい容よう姿しだ。

「あの、当機は只ただ今いま──」

「──ご苦労」

　カートの決まり文もん句くを遮さえぎり、ジェンキンスが言った。

　迫はく力りよくに気け圧おされ、横に退ひいたカートの前を、無言の行列が通り過ぎていく。

「ぐ、ぐ、ぐ、軍曹殿？」

　呆ぼう然ぜんと博士一行を見送るカートに、バートンが声を掛かけた。

「に、に、に、荷物は、ど、ど……」

「あっ──ああ！　グズグズしねえで運べよ！」

　そばかす顔を決まり悪そうに歪め、カートが怒ど鳴なった。

「おい」

　別の声が、通路を遠ざかる博士一行から届いた。しんがりを行く一人が足を止め、こちらを見ている。

「な、何かご用で？」

　へり下った口く調ちようで、カートが訊きいた。

「荷物はそのままでいい」

　しんがりが答えた。スーツの襟えりに付けられた階級章から、その男が少佐であることがわかる。

「へ？　しかし、他国へ持ち込んだ荷物は検けん査さするのが、同どう盟めい条じよう約やくで決まっており……」

「それは、積つみ荷にの場合だ、軍曹。我われ々われの私物はそっとしておけ」

「それは困こまります、少佐殿。規則を破ったら、私の立場は──」

「黙だまって言う通りにしろ。これ以上、大好きな空から落ちたくはないだろう、ラング軍曹？」

　口元に嘲あざけりを浮うかべ、少佐が言った。彼は、カートの経けい歴れきを知っているのだ。

　カートは全身が熱くなった。踵きびすを返した少佐へ蹴けりを見み舞まいたい衝しよう動どうにかられたが、相手の体格と漲みなぎる気き迫はくを考えると足がすくんで動けなかった。

「ど、ど、ど、どこへ運びましょうか、軍曹殿」

　荷物を抱かかえたバートンが間ま抜ぬけな質問を、カートに浴あびせてきた。

「とっとと戻もどせ、このバカ！」

　振ふり返り、カートは部下の膝ひざに蹴りを入れた。

「は、は、はいっ、軍曹殿っ」

　バートンがびっくりして荷物を落とした。

　カートは、少しすっきりした。








七　ディープ・ブルー・スカイ









　七月十二日。

　午前九時四十二分。

　予定より十八分遅おくれでオオサキ射しや場じようを飛び立った高高度・極ごく超ちよう音おん速そく輸送機〈デルタフライ〉は、成せい層そう圏けんの終わり、高度五十キロ付近に差し掛かかっていた。この後、機はさらに上じよう昇しようを続けて中間圏を抜ぬけ、オーロラの発生する高度百キロ付近で、背に乗せたスペースプレーン〈ホーキング〉を射出する。

〈ホーキング〉の飛行まで、あと三十分足らず。国際宇宙ステーションＩＳＳ再生計画に参加する、日にち米べい欧おうの三チームは、〈デルタフライ〉の最上層に位置するアクセスルームに集まっていた。

　日本チーム五名、米国チーム九名、欧州チーム十二名、計二十六名の男女は、ここで装そう備びの最終点検を行い、部へ屋やの中央にある接続リフトで、上部デッキの〈ホーキング〉へ直接乗り込むのだ。

　広々とした室内の一角では、早くも準備を終えた欧州チームの面めん々めんが、あからさまに怪あやしいジェンキンス博士はかせ率ひきいる米国チームと意見交こう換かんをしている。

　最少参加人数で発言権も弱い日本チームはすっかり蚊か帳やの外だった。米欧チームから離はなれた場所でひっそりと出発を待つ様さまは、まるで、世界における今の日本の姿そのものだ──窓まど際ぎわのシートから室内を見み渡わたし、ショウゴは思った。

　だが、蚊帳の外になるのも無理はない。計画に乗じて〈主天使ドミニオン〉破は壊かいを目もく論ろむ欧州チームや、その中心人物を拉致らちせんとする米国チームなどと異ことなり、日本チームは何の企たくらみも持たない純じゆん粋すいな技術者チームなのだ。但ただし、ショウゴ演じる海うみ野のマナコを除のぞいて。

　海野マナコの──ショウゴの目的は、〈主天使ドミニオン〉破壊の阻そ止し。そのためには、欧州チームのメンバーに紛まぎれる蔵くら木き仁じんを抹まつ殺さつせねばならない。十年前、妻つま殺ごろしで投とう獄ごくされ、実の娘むすめに《復ふく讐しゆう法ほう》を適てき用ようされるも、欧州へ逃とう亡ぼうした〈永えい久きゆう被ひ告こく〉。〈主天使ドミニオン〉建造に携たずさわった技術者の数少ない生き残り。彼さえいなくなれば、〈主天使ドミニオン〉破壊は不可能となる。

　日本チームのメンバーは、もちろん、海野マナコがそんな任にん務むを負おっていることなど知りはしない。ただ、上司の指示に従したがって、海野マナコを同どう僚りようとして扱あつかっているだけだ。

（……不運な連中だ）

　ショウゴはスケープゴート的な自国メンバーから視線を外し、窓を眺ながめた。

　四重の強化ガラスが埋うめ込まれた小さな孔あなの向こうに、巨きよ大だいな三さん角かく翼よくの一部と、暗く深い蒼あお色いろの空間が見える。極きよく端たんに薄うすい大気と凍とう気きに満みちた、限かぎりなく宇う宙ちゆうに近い死の世界。

「──マナコ」

　蒼色の窓に映うつる自分の横に、もうひとつの顔が並ならんだ。

　エミリア・Ｍ・アムンゼルム。前まえ髪がみに隠かくれていない左の顔が、はにかんだような優やさしい笑えみを浮うかべている。

「腕うでは、もう大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣となりのシートに腰こし掛かけ、エミリーが訊きいてくる。

　こんなに間ま近ぢかで話すのは、エアロトレイン以来だ。昨日きのうまでに慌あわただしく行なわれた〈リバース・プロジェクト〉の最終ミーティングと晩ばん餐さん会かいでは、チームごとの行動が主おもだったので会話の機会がなかったのだ。ショウゴにとっては、怪あやしまれている左ひだり腕うでについて質問される恐おそれがないぶん好こう都つ合ごうであったが。

（探さぐりを入れているのか？）

　いきなり左腕のことを訊かれ、ショウゴは訝いぶかった。質問に答えず、じっとエミリーを見つめる。

「ごめんなさい」

　俯うつむき、エミリーが謝あやまった。

「私、あなたの身体からだのこと知らなくて……列車で、自分の病気のことばかり話しちゃって……マナコだって、辛つらいのにね」

「え……？」

　意外な言葉に、ショウゴは拍ひよう子し抜ぬけした。

　エミリーは、ショウゴの左腕が機械仕じ掛かけであることについて、あれこれ詮せん索さくするつもりなのではなく、単に同情しているらしい。

「お願い、マナコ」

　切せつなげに、エミリーが続ける。

「私のこと、嫌きらいにならないで。私、病気や《力》のせいで、ずっと友達がいなかったの……素す直なおに自分の気持ちを言えたのは、家族の他ほかには、あなたが初めて……こんなこと言ったら、気分を悪くするかもしれないけど……あなたとお話しした時、どこか私と似てるなって……それで──」

　エミリーは言葉を詰つまらせた。ショウゴと同じ、銀のフライトスーツに包つつまれた身体がかすかに震ふるえている。

　微び笑しようが、ごく自然に、ショウゴの口元に生しようじた。

「嫌いになる理由なんて、全然ないわ」

　ショウゴは、左手をそっとエミリーの肩かたに掛かけた。

「マナコ……」

　エミリーが顔を上げる。

「じゃあ、お友達になってくれるの？」

「何言ってるの、エミリー」

　ショウゴは自分の唇くちびるを指さした。

「私たち、とっくに友達でしょう？」

　エアロトレインでのアドバイスに従したがい、薄うす紅べに色いろのルージュを引いたショウゴの唇を見てエミリーの顔がほころんだ。

『……あー、何かお楽しみのところ、申もうし訳わけないんだけど』

　囁ささやくような音声が、ショウゴの左耳に響ひびいた。〈デルタフライ〉のコクピットにいるエイジからの通信だ。

　エイジは、日本航こう空くう宇宙局が同乗を申し入れたスペースプレーン発射の管かん制せい官かんとして、この機に乗り込んでいる。本来、任にん務む遂すい行こうの場が宇宙となったことで、まなみ同様、地上に残る予定であったのだが、ぎりぎりまでショウゴをサポートしたいと〈上〉と掛け合い、半なかば強ごう引いんに同行を実現させたのだ。但ただし、エアロトレインの一件で顔が割れているので、さすがに日本チームの一員というわけにはいかない。

『……未み確かく認にん飛行物体、接近中だ。つっても、ＵＦＯじゃねえぜ？　レーダー上を見え隠かくれしながら泳いでる。たぶん、どっかの国のステルス戦せん闘とう機きじゃないかな』

「ごめん、ちょっと──」

　言って、ショウゴは立ち上がった。エイジでなく、エミリーへの言葉。

　どこへ行くの、とはエミリーは訊きかなかった。トイレだと察さつしたからだ。

「あと十分くらいだよ」

　足早に遠ざかる小さな背中へ、エミリーが声を投げた。




　　　　◆




　午前九時四十七分。

〈デルタフライ〉、後部胴どう体たい・右う翼よく側がわ通路。

　二十分以上捜さがし回った末すえ、カート・ラングはようやく行方ゆくえ不ふ明めいの部下を見つけだした。

　ディック・バートン。プロフットボウラー並なみの巨きよ体たいを簡かん易い気き密みつ服ふくに包つつみ、貨物室へ続く通路の真ん中にぼんやりと突つっ立っている。

「任務中に何してやがる、この役立たず！」

　金きん属ぞくの床ゆかをガシガシと踏ふんで、カートが駆かけ寄よった。

　明らかに自分を見み下くだす、小こ賢ざかしいパイロット候こう補ほ生せいの面めん倒どうをみるよりマシと思ったが、ここまで馬ば鹿かで鈍どん臭くさい奴やつだったとは。いびりを楽しむ前に、指し導どう怠たい慢まんでこっちが上官に目をつけられちまう──握にぎり拳こぶしを作り、カートは怒いかりに打ち震ふるえた。

「ぐ、ぐ、軍ぐん曹そう、殿どの」

　天てん井じようを見上げていたオランウータン顔が、カートの方へ向いた。締しまりのない口の端はしから涎よだれを垂たらしている。

「立ち寝ねとは、いい度ど胸きようしてるな、バートン！」

「こ、こ、声が、呼んで、こ、ここ、へ来い、と」

　相変わらずの口く調ちように苛いら立だちが加速し、カートの怒りが頂ちよう点てんへ達する。

「寝ね言ごとを言うな、木偶でくの坊ぼうが！」

　カートの拳が、バートンの横よこ面つらに入った。

　オランウータン顔が、ぐるんと一回転した。

　腕うでを上げたまま、カートはあんぐり口を開いた。

　直後、轟ごう音おんが天井を突つき破やぶった。

　気き圧あつ差さが生しようじ、ハリケーンが通路を駆かけた。

　カートは、回りながら宙を飛んでいた。破けた天井の向こうに、暗く深い、死の蒼あおが見えた。




　　　　◆




　午前九時四十九分。

〈デルタフライ〉コクピット。

　振しん動どうが、〈デルタフライ〉を上から斜ななめに貫つらぬいた。

　姿し勢せい指し示じ器きの球体が大おお揺ゆれし、警けい報ほうパネルの複数の項こう目もくが赤に染そまる。

「──攻こう撃げきされたっ？」

　機長が、最悪の事態を口走った。

「……いえっ、違ちがいます。これは──」

　右みぎ隣どなりの副ふく操そう縦じゆう士しが、途と中ちゆうまで言って口くち籠ごもる。

「……未み確かく認にん飛行物体、ロスト」

　左に座すわるレーダー担たん当とう官かんが告つげた。

「どういうことだ？」

　機長が聞き返す。

　振動は、まだ続いていた。が、姿勢指示器は落ち着いてきている。自動修正が利きくということは、大事に至いたっていない証しよう拠こだ。警報パネルの赤色も次々と消えていく。

「スペース・デブリだったのかも……」

　少し遅おくれて、レーダー担当官が答えた。

　スペース・デブリとは、宇宙空間を漂ただようゴミのことである。使用済みの人工衛星やそれらを打ち上げたロケット等の残ざん骸がいが主おもな発生源とされ、大小一万余あまりが地球を取り巻き、うち二百以上が、毎年大たい気き圏けんへ突とつ入にゆうしてくる。

「──ほぼ、そうに違いありません」

　副操縦士が同意した。

「後部右、第二格かく納のう庫こ付近に、極ごく小しよう規き模ぼの亀き裂れつが生しようじています。該がい当とう区くを、緊きん急きゆう隔かく壁へきで封ふう鎖さ。気圧はあと五分ほどで正常となります。今後の飛行には影えい響きようなし」

「……脅おどかしやがって」

　報告を受け、機長は大きく息いきを吐はいた。

「よし。予定通り、〈ホーキング〉の射出準備に入る。乗員へ搭とう乗じよう指示を」

「了解ラジヤー」

「なあ、機長さん」

　緊きん張ちよう感かんに欠かける声が、三人の後ろから掛かけられた。

　振ふり向いた機長の目に、長ちよう髪はつを黄色く染そめた青年が映うつる。操縦室内でただ一人の外国人。日本政府が見み届とどけ役として同乗させてきた男だ。時とき折おり、日本語で何事か呟つぶやいており、うっとうしいことこの上ない。

「何か、ご意見でも？」

　嫌いや味みをこめた丁てい寧ねい口く調ちようで、機長が訊たずねた。

「念のため、衝しよう突とつ箇か所しよの付近を点てん検けんしたいんだけども、いいかな？」

　へらへらとした笑えみを浮うかべ、青年が言った。

「助かるよ。是ぜ非ひ、そうしてくれたまえ」

　機長は、心からの笑みで答えた。

（アメ公ってのは、どうしてこうわかりやすいリアクションすんだ？）

　三人に背を向け、エイジはべっと舌したを出した。




　　　　◆




　午前九時五十五分。

〈デルタフライ〉、後部胴どう体たい・右う翼よく側がわ通路。

　半なかば凍こおりかけた緊急隔壁の手前に、頭が転ころがっていた。

　恍こう惚こつの表情で天てん井じようを見つめるその顔は、どこかオランウータンに似ている。漂ただよう血肉の臭においから、生なま首くびとなってまだ間もないようだが、胴体の方はどこにも見当らない。

「マジかよ……？」

　呻うめくように呟つぶやき、エイジはつま先で頭を動かした。

　切られたというより、加工されたような首の断だん面めん。血管や筋肉などの生せい体たい組そ織しきの中に、チューブやコードの類たぐいが見え隠かくれしている。これとよく似にたものを、エイジはごく最近目にしていた。

「……間ま違ちがいねえ、こりゃあ──」

　振り返り、鮮せん血けつを踏ふんで付ついたのであろう巨きよ大だいな靴くつ跡あとを目で追う。どうやら胴体の方は一人で歩いていったようだ。恐おそらく、空から機内へ降ふってきた新しい頭を付けて──。

「ショウゴ、聞こえるか？」

　エイジは通信機へ声を入れた。

『……エイジか。今、そっちへ向かってる』

　海うみ野のマナコに扮ふんするショウゴが、女の声で返してくる。

「いや、来るな。すぐにスペースプレーンに乗って、搭とう乗じよう口ぐちを閉じるんだ」

『どうした、一体？』

「コードをいっぱい付けた生首が転がってやがる。列車で見たのと、そっくりだ──アンパンマンだよ！」

　エイジが言った。

　アンパンマンはエイジが勝手に付けた仮か称しよう。頭と身体からだが分ぶん離り・合体可能な、新型の半機械サイバーのことだ。昨日きのうまでにまなみが調べたところによると、かつてそのような半機械サイバーの開発を行なっていた極ごく秘ひ研究機関が、米国軍部内に存そん在ざいしていたらしい。責任者は、脳のう移い植しよくの世界的権けん威いだったウォルフガング・ウォーケン博士はかせといわれているが、未み確かく認にん。現在の博士の生死もわかっていない。

「さっきの未確認飛行物体は、きっと頭のパーツを撃うち込むために接近してきたんだ。といっても、今、機内をうろついてるのが列車の時と同じ野や郎ろうとは思えないけど……ともかく、あんたは戻もどれ」

『……わかった。で、お前は？』

「コクピットのアメ公どもにプレーンの射出を急がせる。なあに、監かん視しカメラの前にこの生首を突つき出せば、四の五の言わねえさ。それと平行して、アンパンマンを足止めしてみる」

『……大だい丈じよう夫ぶか？』

　低いトーンで、ショウゴが訊たずねる。

「う～ん、そんなに心しん配ぱいなら、マナコお姉ねえさんも手伝ってぇ～ん」

　しなを作って、エイジが言った。

　沈ちん黙もく。

「──って頼たのんだら、残る？」

『ふっ……』

　笑いが返った。

『要いらぬ心配はするな、か』

「そゆこと」

　エイジがおどけた風に答えた。

『……地上で会おう』

　約やく束そくを告つげ、音声が切れた。




　　　　◆




　午前九時五十八分。

〈デルタフライ〉、胴どう体たい中層部。

　非ひ常じよう階かい段だんへと通じる長い廊ろう下かを逆ぎやく戻もどりし、ショウゴはＴ字通路の突き当たりに到とう着ちやくした。

　左ＵＰ、右ＤＯＷＮ──この層を起点とする昇しよう降こう機きのプレートを見もせず、元来た左のルートへ突き進む。

「──そこで何をしている？」

　不意に、野の太ぶとい男の声が、背はい後ごから掛かけられた。

　ショウゴは立ち止まるや、身を翻ひるがえし、左手を構かまえた。

　簡かん易い気き密みつ服ふくとヘルメットで身を固かためた声の主が、反対側の昇降機の前にたたずんでいる。偏へん光こうバイザーで覆おおわれているので、顔は見えない。だが、こんな通路を緊きん急きゆう装そう備びでうろついているのは、尋じん常じようとは言い難がたい。

「誰だれ？」

　ショウゴの質問に答えることなく、気密服が歩きだす。

「……あ！」

　声を発したのは、気密服の男。二、三歩で足を止め、ヘルメットの偏光バイザーを解かい除じよする。

「プロジェクトの方でしたか」

　男が言った。年若い米国人。

　どうやら、例のアンパンマンではなさそうだ──ショウゴは左手の構えを下げた。

「化け粧しよう室しつを探さがしてたら迷まよってしまって」

　ショウゴは愛あい想そ笑わらいを浮うかべてみせた。

「小さな事じ故こがあって、中層以下の気圧に不ふ具ぐ合あいが生じています。この辺あたりにいると健けん康こうを害する恐おそれがありますので、お早く、お戻りください」

　男が小さく敬けい礼れいする。

「ありがとう」

　言いながら、ショウゴは踵きびすを返した。

　と、視界の端はしで、男の側の昇降機が到着するのが見えた。中から現われた別の一人が、男の肩かたに手を伸のばす──直後、男の首がヘルメットごと吹ふき飛んだ。

　ショウゴはとっさに右みぎ肘ひじを掲かかげ、飛来したヘルメットを禦ふせいだ。激げき痛つうが骨を軋きしませ、衝しよう撃げきに身体からだが押おし倒たおされた。

「ラァッキイィイイ！」

　昇降機から出てきた大男が、野太い声ではしゃいだ。血けつ痕こんがスプライト状に付ふ着ちやくした簡易気密服。ヘルメットは頭の後ろに下げている。

「いきなり再会たぁ、これも神の思召おぼしめしってか？」

　剝むき出しの顔が笑えんだ。蠢うごめくケロイドに覆おおわれた左半面と彫ちよう刻こくのように美しい右半面。後者は、この男のかつての容よう貌ぼうを再現した擬まがい物もの。素す顔がおは左側だ。

「──ダリル！」

　男の名を叫さけび、ショウゴはよろよろと身を起こした。

　痺しびれる利きき手に代かわり、左手が無意識に身体をまさぐる。得え物ものはなかった。不ふ測そくの事じ態たいを招まねかぬため、プロジェクトチームのメンバーは一いつ切さいの武ぶ器き携けい行こうが禁止されているのだ。これは、参加各国の疑ぎ心しん暗あん鬼きによって決められた事じ項こうに他ほかならない。

「なんだぁ？　武器を忘わすれたってか？　そんなんじゃあ、この〈身体ユニツト〉とやりあうのは不可能に近いぜ？　もっとも、武器があっても可能性は一ひと桁けたくらいだけどな！」

　ギザギザの歯を剝むき、ダリルが拳こぶしで壁かべを叩たたいた。

　拳がめり込み、それを中心に直ちよつ径けい一メートルほどのへこみが生じる。

「この〈身体ユニツト〉はよ、元々俺おれの肉体をベースにして造つくられた特注品でなあ。この前みたいな役立たずの〈身体ユニツト〉とは比くらべもんにならねえくらい、シックリくるのよお。全神経、全血管、脊せき髄ずいに筋肉組織、どれも接続をいやがったりしねえ！」

　ダリルは、めりこんだ拳を無む造ぞう作さに振ふった。合金壁が悲ひ鳴めいをあげて、斜ななめに裂さける。

「安心しな。今度は鐘かねを鳴らすなんて早まった真ま似ねはしねえ。そんなことしたら、てめえをバラバラにするお楽しみがなくなるからなあ」

（軍用半機械サイバー、か）

　ショウゴはゆっくりと左手を掲かかげた。

（武器なしで、奴やつの身体からだにダメージを与あたえるのは難むずかしい。動きを止めて、視覚を奪うばう）

　作戦をたて、素す早ばやく行動に移うつる。

「真まっ向こう勝負か！　いいぜえぇえ！」

　低い体勢で突とつ進しんしてきたショウゴを見て、ダリルも通路を蹴けった。

（──歌え、〈主天使ドミニオン〉！）

　ショウゴは心中で雄お叫たけびを放った。

　巨きよ体たいが覆おおい被かぶさるように、ショウゴの頭上へ迫せまった。

「うひゃひゃひゃひゃ、ひゃ──？」

　醜しゆう悪あくな笑え顔がおが固かたまった。同時に、ダリルの身体も傾かたむいたままの姿し勢せいで静止した。

　電子の言葉を共有する全すべての兵器モノ。〈主天使ドミニオン〉の前に沈ちん黙もくし、その歌声を拒こばむことはできない──軍用半機械サイバーダリルは、〈主天使ドミニオン〉によって身体の自由を奪うばわれたのだ。

　ショウゴは頭上を見上げた。そして、自分を睨にらみつける人造と生身の目に向かって、二本貫ぬき手てを作る左手を繰くり出した。

「──うひっ」

　ダリルの口から笑いが漏もれた。

（何っ？）

　ショウゴは我わが目を疑うたがった。

　繰り出した左手を、ダリルが摑つかんだのだ。

「うざってえ天使エンジエルの声は、もう聞こえねえよ」

「馬ば鹿かなっ……なぜ、動ける？」

「……ウルフ・ジャミング──複数の主電子回路を高速で切り替かえ、歌声の浸しん透とうを阻はばむ。ってことらしいぜ？　ま、動きが重くなるのがタマにキズだがなあ！」

　ダリルは、ショウゴの貫き手を摑んだ左手を天てん井じようへ振ふり上げた。

　ショウゴの身体が浮うき上がり、背中が照明を粉ふん砕さいした。血を吐はき、落下してきたショウゴに、ダリルの蹴けりが追い打ちを掛かける。

　小こ柄がらな身体が十五メートル宙ちゆうを飛び、床ゆかを跳はね、回転しながら、向かい側の昇しよう降こう機きの操そう作さ盤ばんへ激げき突とつした。

　到とう着ちやくベルがポンと鳴り、扉とびらへよろけたショウゴの身体が昇降機の内へ倒たおれこむ。

「うおっ？　てめえ、逃にげるつもりかぁああああ？」

　ダリルが喚わめき、ドスドスと通路を駆かけ出した。

「……戦術的、撤てつ退たい、だ」

　ショウゴは絶たえ絶だえにうそぶき、偶ぐう然ぜんが招まねいた幸運──昇降機の作動スイッチへ手を伸のばした。




　　　　◆




　午前十時三分。

　スペースプレーン〈ホーキング〉。

　機内に、緊きん急きゆうを告つげる音声が流れた。

『……こちら〈デルタフライ〉、フェイズＥ‐４発生。地上管制センターより、繰り上げ射出の指令が出ました。〈ホーキング〉パイロットは、直ただちに最終チェックを行って下さい。尚なお、過か程ていＢ、Ｃは全すべて省しよう略りやく。各乗員は所定の位置で待たい機き──』

　搭とう乗じようを終おえたばかりのプロジェクトメンバーたちに緊きん張ちようが走った。フェイズＥは非常事態を、４は、現在或あるいは先に予測されるトラブルで飛行計画の変へん更こうが必要になったことを意味する。

「こちら〈ホーキング〉、了りよう解かい。最終チェックを開始する」

　操そう縦じゆう席せきに座すわるジョバンニ・フッガーが答えた。欧おう州しゆう連合イタリア・エリア出身の宇宙飛行士。左席に座る双ふた子ごの弟レオナルドと共に、弱じやつ冠かん二十歳はたちにして六回の飛行経験とシミュレーション飛行連続パーフェクト記録を保持する天才だ。

「Ｅ‐４の内容を確かく認にんしなくていいの？」

　計器担たん当とうのルーマニア人宇宙飛行士、エレナ・アマナールが後ろの席から訊きいてくる。二十五にしてはあどけない顔立ちの彼女は、飛行回数でフッガー兄弟きようだいを上回るベテランだ。

「繰くり上げ射出を指示してきたということは、〈デルタフライ〉のトラブルだ。〈ホーキング〉が正常なら問題ない」

　淡たん々たんとした口く調ちようで、レオナルド・フッガーが言った。フッガー兄弟は、めったに感情を表に出さない。完かん璧ぺきに任にん務むをこなす怜れい悧りな一いつ対ついのマシーン──飛行士仲間の中には、そんな陰かげ口ぐちを叩たたく者も多い。

『リラックスよ、レオ』

　通信機をオンリーにし、エレナが優やさしく囁ささやいた。冷れい血けつ漢かんみたいにいわれている彼らが──特にレオナルドが、単に不ぶ器き用ような性格であるということを、彼女はよく知っているのだ。

「……私的会話は、ほどほどにな。少しよう尉い」

　予備パイロット席で見守っていた口くち髭ひげのスペイン人が、溜ため息いき混まじりに諫いさめた。欧おう州しゆうチームのサブリーダー、エル・フランコ。

「す、すみません」

　エレナが謝あやまり、レオナルドが頰ほおを赤くした。それを見て、隣りん席せきの兄ジョバンニも珍めずらしく笑えみを浮うかべる。

「──フランコ博士」

　乗員室と繫つながる扉とびらが開き、ウェーブヘアを後ろでまとめた大おお柄がらな女性が現あらわれた。欧州チームのマリィ・リンツ。オーストリア人のエンジニア。二つ年下のエレナとはルームメイトだ。

「何かあったのか、マリィ？」

　フランコが訊たずねた。

「クレイマーさんが、米国チームともめています。ベルモンド博士が来てほしいと……」

「やれやれ」

　フランコは大げさに首を振ふり、席を立った。

「こちらは任まかせて下さい。そちらは……お任せします」

　悪戯いたずらっぽく、エレナが言った。




　　　　◆




　午前十時四分。

〈ホーキング〉、乗員室。

　射出カウントダウンまで、あと三百六十秒。各員、気密服の最終確かく認にんを……。

　肘ひじ掛かけから起き上がった小型モニターに、英字が流れた。

　エミリア・Ｍ・アムンゼルムは窮きゆう屈くつなヘルメットを被かぶりつつ、再び、後ろを振り返った──〈デルタフライ〉のリフトと繫がる気圧調整室の扉。上部に光る緑のランプは、その向こうが無人の証あかしだ。まだ、彼女──海野マナコは到とう着ちやくしていない。

　エミリーは小さく溜ため息いきをつき、シートに座すわり直した。

　左右二列に座席が並ぶ乗員室の前方では、米国チームと欧州チームがもめている。原げん因いんはセシル・クレイマーだ。欧州連合議会の第一党エヴァーグリーンの前党首。今回のプロジェクトの立たて役やく者しやでもあるが、先月、党の若返り政策で党首の座を追われて以来、酒さけ浸びたりとなっている。彼が〈ホーキング〉機内にまで酒を持ち込んだ挙あげ句く、米国チームにぶちまけたのだ。

「……行かなくてよいのですか？」

　エミリーは隣となりのシートに座るロバートソンに訊たずねた。ああいったトラブル処しよ理りは、外交担当官の仕事だ。

「いいんだ」

　平然とロバートソンが答えた。

「ベルトは、まだ締しめなくていい。じきに席を移動することになる」

　間まもなく、ロバートソンの言葉通りとなった。

　欧おう州しゆうチームのフランコ博士の提てい案あんで、前方の米国チームと後方の欧州チームの席を入れ替かえることで決着したのだ。但ただし、最後部でおとなしくしている日本チームはそのまま。

「いくぞ、エミリー」

　ロバートソンが移動を促うながした。

「あ、はい」

　立ち上がり、エミリーはもう一度、気圧調整室を振り返った。

「海野マナコのことは忘わすれろ」

　エミリーの心中を見み透すかし、ロバートソンが言った。

「それに──我われ々われと一いつ緒しよに来ない方が、彼女にとっては幸せだ」

　ロバートソンは優やさしくエミリーの肩かたを叩たたいた。

『射出カウントダウンまで、あと六十秒。速すみやかに……』

　ヘルメット内に音声が響ひびき、シートのモニター群ぐんが黄色く染そまった。

（マナコ……）

　歩きだしたエミリーの後方で、空気が呻うめいた。

　気圧調整室の解放。

　Ｍサイズの簡かん易い気き密みつ服ふくが、開かれた扉とびらの向こうに現われる。

「──マナコ！」

　エミリーが声をあげ、通路を駆かけた。

　よろめきを堪こらえ、ショウゴはのろのろと手を上げてみせた。




　　　　◆




　午前十時九分。

〈デルタフライ〉最上層、アクセスルーム。

　くぐもった鈍どん音おんが、非常停止状態にしていた昇しよう降こう機きから漏もれだした。

　一発、二発、三発……。鋼はがねを打つ音の間かん隔かくが急速に短さを増ます。

　十二発めで、音が止やんだ。

　エイジはシートからふらりと立ち上がり、人ひと気けのない室内を見み渡わたした。

　中央にある真四角の囲かこいは、真上のスペースプレーンに通じる接続リフト。その両側、つまり窓まど際ぎわには呼こ吸きゆう器きやボンベを備そなえたシートが並ならび、窓のない壁へき面めんには簡易気密服の予よ備びがヘルメットを付けて固定されている。

　昇降機は、リフトの前後方にひとつずつ。エイジは、前方の昇降機に目を留とめた。

　ややあって、昇降機の扉がぶるっと震ふるえた。

　怖気おぞけのする金きん属ぞく音おんが室内に響ひびき渡り、うなじを冷たい刃は物もので斬きりつけられたような不ふ快かい感かんがエイジの顔を歪ゆがませる。

　自力で扉を押おし開いたのは、二メートルをゆうに超こえる大男だった。

　血の染しみた気密服。ヘルメットから覗のぞく顔は、左右全くの非ひ対たい称しよう。飛び出しそうな眼球と二ふた重えまぶたの凜り々りしい目が小さく振ふれ、そして止まった。

「よお、遅おそかったじゃんか、アンパンマン」

　自分を睨にらむ大男へ、エイジは吞のん気きな台詞せりふを放ほうった。

「てめえ……」

　男──ダリルが、低く唸うなった。

「ホウジョウのニセモンがぁ」

「ニセモノとは、お言葉だねえ。そっちが勝手に勘かん違ちがいしたんだろ？」

　エイジがにやけた。が、目は笑っていない。

「何してやがる、ニセモン」

　ダリルが言って、両の手のひらを蠢うごめかす。ガキ、ゴキと指が鳴った。骨と金属の不ふ協きよう和わ音おん。

「あと一分ちょいで、スペースプレーンが射出される。俺の役目は、その間、あそこから上へ行こうとするバカを足止めすること」

　親指を立て、エイジはリフトを指した。

「あのリフトは絶対に使わせねえぞ！」

「……フフン」

　丸まる腰ごしのエイジをまじまじと眺ながめ、ダリルが鼻はなで笑った。

「おめえは、運がいいぜ？　俺が急いでなきゃ、ぶっ殺されてるとこだ」

　捨すて台詞ぜりふを吐はき、ダリルはリフトへ歩きだした。

　と、巨きよ体たいがいきなり前進を止めた。三歩めの途と中ちゆうだった。

「シット！」

　ダリルは舌したを打ち、右足に掛かかるワイヤーを見下ろした。

「あっりゃりゃ、見つかった」

　エイジが肩かたをすくめてみせる。

「ブービートラップ……二度同じ手を食くうかよ」

　ダリルは浮うかせた足をそっと後ろへ引いた。

　途と端たん、端はしの切れたワイヤーがダリルの脛すねをするりと走り抜ぬけた。

「悪いな。触さわっただけでワイヤーが外はずれる仕組み──」

　エイジが言い終わらぬうちに、トラップがダリルへ襲おそいかかった。研とぎ澄すまされた合金製のスパイク弾だん。

「で──切きっ先さきには、速そつ効こう性せいの毒どくか？」

　ダリルが言った。右手が、飛来したスパイク弾を鷲わし摑づかんでいる。

「その通り。場所が場所だけに、隔かく壁へきをぶち抜ぬくような火器や爆ばく弾だんは使えないしね」

　エイジが返した。ダリルがトラップを禦ふせいだことに、まるで動じていない。

「だが、作動したのは一発。残念だったなぁ」

　ダリルが剝むいた歯をギシギシと軋きしませた。

「全然。部屋に張ったトラップワイヤーはみんな繫つながってる。トラップの作動は始まったばかりだぜ？」

　リフトの横へ歩み、エイジが告げた。

　エイジの言葉通り、一いつ端たんの切れたワイヤーはまだ宙ちゆうを走っていた。

　右方でシートが破やぶれ、左方で壁かべに掛かる気密服が弾はじけた。カムフラージュされていたスパイク弾発射装置の連続作動。

「当たるもんかよおお！」

　ダリルは両りよう腕うでを振ふり、飛来したスパイク弾を叩たたき落とした──時にはもう、背後から別のスパイク群ぐんが迫せまっていた。

「ちぃいいいいっ！」

　ダリルは前方へ飛び込みスパイク弾をやり過ごした。同時に、目の前を斜ななめに泳いでいくワイヤーを捕とらえようと手を伸のばす。が、すんでのところで摑み損そこねた。その失敗しくじりがダリルにとって致ち命めい的てきなタイムロスに繫つながった。十二発のスパイク弾が一いつ斉せい発射されたのだ。

　跳はね起き、ダリルは手の中のスパイクを投げつけた。続け様ざま、三つのスパイク弾に命中し、それらは軌き道どうを変えて天てん井じようへ突つき刺ささった。

　残り九発──機械仕じ掛かけのダリルの右目が０コンマ以下の迅はやさで全すべてを捉とらえた。

　直後、ダリルの巨きよ体たいが揺ゆらいだ。

　まるで、人ひと影かげを映うつす水面みなもに雫しずくが落ちたような光景だった。

　ダリルの五体がぐにゃぐにゃと曲がって、九つのスパイク弾だんをことごとく躱かわしたのだ。

　昔、台をへこますと上に立つ人形が骨ほね抜ぬきとなるおもちゃをアンティークショップで見たことがあるが、それとそっくりだ──一いつ瞬しゆんで元通りとなったダリルを目の前にして、エイジはそう思った。

「うひゃひゃ、俺は自分の意志で、関節の脱だつ着ちやくと筋肉の収しゆう縮しゆくができる。全身をくまなく操あやつれんのさあ！」

　訊きいてもいないことを自じ慢まんげに喚わめき散ちらし、ダリルはリフトへ突とつ進しんした。

「──させっか！」

　呆ぼう然ぜんから醒さめたエイジがセラミクスナイフを抜き、ダリルの前へ躍おどり出た。

　繰くり出したナイフの切っ先が、ダリルのヘルメットに触ふれた。

　直後、エイジの右の肋あばらがミシリと呻うめいた。

　ダリルの裏うら拳けんを受け、エイジは窓まど際ぎわのシートへ吹ふっ飛ばされた。

「あばよ、ニセモン」

　リフトのドアスイッチを押おし、ダリルが笑った。

「ああ……達たつ者しやで、な」

　シートに縋すがるようにして半身を起こし、エイジも笑った。

　その笑いの意味をダリルが知ったのは、ドアが開いた後だった。

　凄すさまじい風が室内に湧わき起こり、開かれたリフトの入り口へ押し寄せた。

　ダリルはリフトの内へ倒たおれかかるも、入り口の縁へりを摑つかんで体たい勢せいを戻もどした。

　風に圧おされて見上げた頭上に、〈ホーキング〉はなかった。あるのは、機内の空気を吸すい上げる蒼そう穹きゆうの空だけだった。

「てめぇええ、始めから、これを狙ねらってえええっ？」

　急きゆう激げきな気圧変化で生じた強風に逆さからい、ダリルはリフトから頭を出した。

「……時間が差し迫せまってることを告つげ、そこには絶対行かせないと宣せん言げんする……すると、言われた方に焦あせりが生しようじ、何としてでもその場所を──こっちが仕し掛かけた本ほん命めいの罠わなを目め指ざそうとする──バカな奴やつほど引っ掛かる、心理トラップさ」

　血に濡ぬれた唇くちびるを歪ゆがめ、エイジが言った。

「くううぅう、一度ならず、二度までもおぉおお」

「だからバカだって言うんだよ」

　エイジは首を振ふり、縋すがっていたシートから手を離はなした。

　金属の塊かたまりが、手のひらからパラパラと落ちる──床ゆかとシートを固定していたネジ。

　強風に乗ったシートが、リフトの入り口で踏ふん張ばるダリルを直撃した。

「チクショオオオオォオオオオオオオオオオ──……」

　野太い叫さけびが、高度成せい層そう圏けんの彼方かなたへ舞まい上がった。

　エイジはワイヤーを命いのち綱づなに、シートの引っ掛かるリフトの入り口へ歩んだ。

「……ショウゴ」

　凍いてつく冷気に目を細め、風を吞のむ空を仰あおぐ。

　深い蒼あお色いろの中で瞬またたく、かすかな光。

〈ホーキング〉は、無事、飛行を続けているようだ。

「俺は、ここまでだ……あとは頼たのんだぜ」

　呟つぶやき、エイジはリフトドアの開閉スイッチを押し込んだ。








八　エンジェル・ダスト









　七月十二日。

　日本時間、午後二時十分。

　高高度・極ごく超ちよう音おん速そく輸送機〈デルタフライ〉より飛び立った、スペースプレーン〈ホーキング〉は、高度二百二十キロで地球周回軌き道どうに入り、その後、三回の上じよう昇しようと六回の軌道修正を行って、高度五百キロを周回するＩＳＳ（国際宇宙ステーション）とようやくランデブーの時を迎むかえようとしていた。

「──あれが、ＩＳＳかい？　何か、そのものって感じだな」

　前方からゆっくりと近づいてくる巨きよ大だい構こう造ぞう物ぶつを見て、レオナルド・フッガーが言った。

　実じつ際さいは、マッハ２５以上で接近しているのだが、両者が同じ迅はやさで近づいているので実感に乏とぼしくなる。

「そういえば、レオは、この高度を飛ぶのは初めてだったわね」

　年上の恋人、エレナ・アマナールが答える。

「兄あに貴きもさ。毎回、低軌道でフラフラしてるオンボロ衛えい星せいの処しよ理り。けど、どうだいあれは！」

　大昔のＳＦ映画に登場したのと同じ、ドーナツ型の宇宙ステーションを目のあたりにして興こう奮ふんしたのか、レオナルドはいつになく饒じよう舌ぜつだ。

　ＩＳＳは二〇〇六年、建設参加国の実験・居きよ住じゆうモジュール群ぐんと太陽電池パネルから成る幅はば百十メートル、長さ八十メートルの周回軌道上最大の構造物として、高度四百キロの宇う宙ちゆうに完成した。その後、十数年をかけて増ぞう改かい築ちくと高度修正を繰くり返し、第二次建設で自転による遠心重力を生み出すドーナツ部分が造つくられた。

　現在のＩＳＳは、ドーナツ部を合わせた直ちよつ径けいが二百三十メートル、上下百七メートルの威い容ようを誇ほこり、今もって人類が地球外に建設した最大の構造物である。

「──確かに見るべきものはあるが」

　ジョバンニ・フッガーが口を開いた。

「美しいといえないな。バランスがとれていない。中心部を見てみろ」

　ジョバンニは、耐たい熱ねつ強きよう化か仕し様ようのフロントガラスをコツコツと指で叩たたいた。

　ＩＳＳの中心は、建設当初からのモジュール群を核かくとし、次々と新たなモジュールを接続していったため、上下のないバラックの寄よせ集め、もしくは廃はい品ひんをくっつけた前ぜん衛えいアートのオブジェのようにも見える。

「それに、あちこちガタがきてるみたいだ」

　ジョバンニの指し摘てきに、エル・フランコがうなずく。

　恐おそらく、同じ周回軌き道どうを漂ただようスペース・デブリと衝しよう突とつしたせいだろう。ステーション下部に展開した太陽電池パネルはボロボロで、モジュール群やドーナツ部分にも目視可能なほどの破は損そん箇か所しよが複数以上ある。

「ドーナツの外がい郭かく壁へきにひどい亀き裂れつがあるな。それに、自転もしていない……エレナ、〈アイザック〉は生きているのか？」

　フランコが訊きいた。

〈アイザック〉とは、ＩＳＳ建設の後期に設置された管理用の人工知能だ。名めい称しようは、ＳＦ作家アシモフからとったとも、万ぱん有ゆう引いん力りよくの発見者ニュートンからとったとも言われている。

「それは半年前に確かく認にん済ずみです。現在も、こちらへ誘ゆう導どうビームを照しよう射しやしてくれています」

「何だ、人工知能だから、てっきり喋しやべりかけてくれるのかと思ってた。『私も、夢を見るのでしょうか』ってさ」

　レオナルドが、前世紀に作られたＳＦ映画『二〇一〇年』の台詞せりふを口にした。

「残ざん念ねんだけど、ＨＡＬハルと違ちがって文も字じ交信しかできないのよ、〈彼〉は……そろそろ、ドッキングの準じゆん備びをしないと。ジョバンニ？」

　エレナが促うながした。

「もうやってる。レオ、うかれてミスするなよ？」

「兄あに貴きの弟がミスしたことあるかい？」

　ブラインドタッチでスイッチ類を入れ、レオナルドが返した。

「姿し勢せい制せい御ぎよ、スタンバイ完かん了りよう」

　エレナが言って、フランコを窺うかがった。

「よし、一発で決めてくれ。失敗すると、また地球を一周することになる」

　目前に迫せまるＩＳＳを見つめ、フランコが言った。




　　　　◆




　日本時間、午後二時三十分。

　ＩＳＳとベクトルを合わせたスペースプレーン〈ホーキング〉は、ドーナツの中心を構こう成せいするモジュール群とのドッキングに成功した。ちょうど、逆立ちした〈ホーキング〉がモジュール群の頂ちよう上じように頭を突つっ込んだような接続姿勢である。

「なぜ、機首接続したんだ？」

　前が下、後ろが上となった機内で、米国チームのメンバーたちが異い口く同どう音おんに騒さわぎ立てた。

　機首接続は、主おもに旧型のスペースシャトルや輸ゆ送そう連れん絡らく船せんのドッキング方法。スペースプレーンは水平か、ドッキング対たい象しように機体の腹をくっつける直立接続が通常だ。

「まあまあ皆みなさん、落ち着いて下さい。状じよう況きようを聞きましょう」

　欧おう州しゆうチームの団長ベルモンド博士はかせが、好こう々こう爺やの笑えみを湛たたえて宥なだめた。

『……〈ホーキング〉は無ぶ事じ、ＩＳＳとのドッキングに成功。約十年振ぶりのランデブーです』

　乗員室の騒ぎを知ってか知らずか、のどかなアナウンスがスピーカーから流れてきた。

『──尚なお、ＩＳＳ側の機能が不完全なために誘ゆう導どうビームが限定され、本機は止やむを得えず、物ぶつ資し搬はん入にゆう用ようのモジュールと接続しました。後部及および下部の乗じよう降こう口ぐちは使用不能です。ＩＳＳへの移い動どうは八名ずつ、前部ハッチからリフトに乗って下さい』

　続く説明に、乗員室のざわめきが収おさまる。

「よし、行こう」

　米国チームを率ひきいるジェンキンス博士が、巨おおきな身体からだをシートから浮うかせた。八人の部下が彼に倣ならい、各おの々おのが手にしたブルーメタリックのアタッシュケースを重し代わりに、無重力の機内を泳ぎだす。

「お待ち下さい、博士」

　ベルモンドの制止は無視された。

　代わって彼らを止めたのは、行く手を塞ふさいだ銀ぎん髪ぱつのドイツ人だった。

　ジェンキンスの目の前に両手指を突つき出し、無言で動かし始める。

「まず、電力や空調などの基本施し設せつの専門技師が、内部機能をチェックしないと危き険けんだ──と、バウアー博士は言っています」

　ベルモンドの助手シャーロット・パリロウが、トマス・バウアーの手しゆ話わを訳やくした。

「その手の技師は、我われ々われの中にもいる。問題はない」

　ジェンキンスが突っぱねる。今回の〈リバース・プロジェクト〉は欧おう州しゆう連合の立案だがＩＳＳ建設は、元々、米国が提てい唱しよう・主しゆ導どうしたもの。一番乗りする権けん利りは米国にある。

「しかし、ドッキングした部分は欧州モジュールで構こう成せいされています。円えん滑かつな作業を行なうには、私たちが先行した方が……」

　ベルモンドがやんわりと諭さとした。

「それはダメだ」

　ジェンキンスは首を振ふった。

「あなた方がＩＳＳへ移うつった後に、万が一、不ふ測そくの事じ態たいが起こったら大変だ。例たとえば──移動リフトが故こ障しようして我々がここに残されるとか」

　意味ありげに言って、前部シートの欧州メンバーたちを見み渡わたす。

「ふぅーむ……」

　ベルモンドは大げさに唸うなった。溜ため息いきがヘルメットのバイザーを曇くもらせる。

　バウアーは立ち塞がったまま、パリロウ以下、他の欧州メンバーは困こん惑わくの表情を浮うかべ黙だまっている。

「……我々の間には、何か誤ご解かいがあるようですね、ジェンキンス博士？」

　眉まゆのない厳いかつい顔を見上げ、ベルモンドが言った。

「では、こうしましょう。欧州チームの先行隊にそちらの技師も加くわわっていただき、共同で機能チェック等の作業を行なう。終しゆう了りよう後ごの順番はジェンキンス博士に一いち任にんしましょう。もちろん、私も後続組で結けつ構こう。パイロットたちもね。いかがです？　新旧主導国のメンツと作業効率を両立させるよい解決策と思いますが」

　ベルモンドの提てい案あんを受け、ジェンキンスが目を閉じた。十数秒の思案の後、まぶたを上げ、うなずきを返す。

「いいでしょう──バリー、マクベイン！　お前たちが同行しろ」

　ジェンキンスの命令に、片目にレンズを埋うめ込んだ黒人と顎あご全体に金色の髭ひげを生はやした白人青年が仲間を分けて、前に出る。どちらもジェンキンスに劣おとらぬ体格の持ち主だ。

「こちらからは……」

　ベルモンドは欧おう州しゆうメンバーを振ふり返った。

「私だ、私を忘わすれるらっ」

　立りつ候こう補ほ者しやがベルトを外はずし、浮き上がった。

「誰だれが、このプロジェクトを立ち上げらと思ってる？　私がいなけれ……ばっ！」

　天てん井じようにヘルメットをぶつけ、くるくると回り出す。

　欧州連合議会の第一政党エヴァーグリーンの前党首セシル・クレイマー。技術者でもなければ、科学者でもない、ただの政治家。しかも、党首の座を追われて以来、アルコールに逃にげている酔よっ払ぱらいだ。

「ロバートソン」

　ベルモンドに頼たのまれ、ロバートソンが迷めい走そうするクレイマーを捕つかまえる。

「彼は……先に行かせていいですかな？」

　ベルモンドが苦にが笑わらいを浮かべつつ、ジェンキンスを窺うかがった。

「そうしてもらえると有あり難がたい」

　少しだけ眉み間けんを歪ゆがめ、ジェンキンスが答えた。

「ふむ。まず、二人決まった。後は、バウアー、リンツ、フォックスといったところか。あと一人行けるが……」

「マナコ──ウミノ博士を連れていくべきです」

　エミリーが手を挙あげた。

「日本チームからもメンバーを出さないと不公平です」

「私は、別に……あなたと一いつ緒しよでいいわ」

　半なかば強ごう引いんにエミリーの横に座すわらされていたマナコ──ショウゴが辞じ退たいする。

「いや、エミリーの言うことももっともだ。よろしい。君たちも行きなさい。女性なら、多少人数オーバーしても平気だろう」

　ベルモンドはちらりとジェンキンスを見やった。黙だまっているところをみると、彼も異い存ぞんはないらしい。

「では、さっそく始めることにしましょう──〈リバース・プロジェクト〉を」

　ベルモンドは控ひかえめに、ＩＳＳ再生計画のスタートを宣せん言げんした。




　　　　◆




　日本時間、午後二時五十五分。

　先行隊がＩＳＳへ向かってから三十分、音信不通となってから、既すでに十五分近くが経けい過かしていた。

『……至し急きゆう、状じよう況きよう報告を、フォックス博士？　リンツ博士？……』

　同じ呼び掛かけを繰くり返すコクピットの音声が、乗員室に虚むなしく響ひびく。接続リフトは、ＩＳＳ側へ行ったきり。後続隊を送ることもできない。

　しきりに腕うで時ど計けいを確かく認にんするベルモンド、彼に寄より添そうパリロウ、微び動どうだにせず通路に立つジェンキンスたち、最後部に固まって座る日本チーム──誰もが、無む言ごんだった。

『……議ぎ員いん？　ロバートソン？　誰でもいい……こちら〈ホーキング〉、至急──』

　十三回めの呼び掛けが始まるや、遂ついに、ジェンキンスたちが行動にでた。

「ジェンキンス博士、どこへ……？」

　ベルモンドが腕時計から顔をあげた。

「コクピットだ。これ以上、無む駄だな時間を過ごすわけにはいかない。機を別の場所へドッキングさせ、我々も向こうへ移る」

「誘ゆう導どうビームもなしに、ドッキングを？　危険すぎる！　到とう底てい、了りよう承しようするわけにはまいりません。もちろん、パイロットたちも、そのようなことを──」

「──了承など要いらない」

　ジェンキンスがベルモンドの抗こう議ぎを遮さえぎった。

「現状況を、テロ発生の緊きん急きゆう事じ態たいとみなし、我々、米航空宇宙軍はテロリストの排はい除じよ行動に入る。民間の方々にはおとなしく従したがってもらおう」

　言って、ジェンキンスは手にさげたアタッシュケースを、脇わきに挟はさむように抱かかえた。

　ケース表面の一部がスライドし、手のひらが内側へ沈しずんだ。同時に、側そく面めんが開き、縦たてにふたつ並んだレンズがカシャンと迫せり出す。カメラの類たぐいではないことは、レンズが溜ためる眩まばゆい光とケースの発する高周波音で明らかだった。

「それは、指し向こう性せい兵へい器きっ？　どうやって武器を持ち込んだんだ？」

「持ち込んだのではない。始めから〈デルタフライ〉に積つんでいたのだ」

　立ち上がりかけたベルモンドヘレーザーガンのレンズを向け、ジェンキンスが答えた。

『……誰でもいい──』

　流れていたコクピットの音声が、ぷつりと途と切ぎれた。パイロットたちが、この状況に気づいたらしい。恐おそらく、ベルモンドの通信機がオンとなっていたのだろう。ジェンキンスは後ろを振ふり返った。

「──半分付いてこい。残りは彼らを見み張はれ」

　同じ得え物ものを抱かかえ持つ部下たちに命じ、ジェンキンスはコクピットへ歩きだした。




　パイロットたちの籠ろう城じようが予想されたコクピットの扉とびらは、ロックされていなかった。

　抵てい抗こうは無む駄だと賢けん明めいな判断を下くだしたのか、それとも愚おろかにも不意を突つこうと待まち構かまえているのか──後者を警けい戒かいし、ジェンキンスたちは細さい心しんの注意を払はらってコクピットへ突とつ入にゆうした。

　しかし、ほぼ全方位をカバーしたレーザーガンのレンズの前に、目もく標ひようとなり得うる人間は存そん在ざいしなかった。

『──こちら〈ホーキング〉、至急、状況報告を……』

　通信装置が、予あらかじめ用意されていた音声ディスクを再び回し始めた。

「シット！　パイロットたちも、ＩＳＳへ……！」

　ジェンキンスは額ひたいに青あお筋すじをたて、装そう置ちを叩たたき切った。

「マ、マックが！」

　突とつ然ぜん、部下の一人が叫さけび、フロントガラスの右みぎ端はしを指差した。

　先行隊としてＩＳＳへ行ったはずの、マクベイン少しよう尉い。ヘルメット内に血の玉を浮うかべフロントガラスの外側を滑すべっていく。その後方を漂ただようのは、同じく先行隊に加わったバリー大たい尉いに違ちがいない。彼らは欧おう州しゆうメンバーに殺され、宇宙へ放ほうり出されていたのだ。

「マザーファッカーどもめ！」

　汚きたない言葉を吐はき、ジェンキンスは乗員室へとって返した。




「……そろそろ時間だ」

　ふわふわと駆かけ戻もどってきたジェンキンスたちに、ベルモンドが静かに告つげた。

「黙だまれ、西欧連合の老おいぼれ詐さ欺ぎ師しがっ」

　聞く耳を持たず、ジェンキンスが罵ののしった。

「違うな」

　ベルモンドが首を振ふった。

「西欧、は過か去この名めい称しようだよ。アジア方面ではまだそう呼んでおるらしいが、欧州連合が正式国名だ。我々は永ながい年月をかけ、全ヨーロッパに連合の輪を広げた。《災さい厄やく》とその後の世界暴ぼう動どう……多くの犠ぎ牲せいと痛いたみを経けい験けんし、未いまだ癒いえぬ疵きずを負おい、その果はてに、宗しゆう教きようや民族の利害を超こえた真理を得てひとつとなった……エヴァーグリーン──緑の地球、その再生なくして、人類に未来はない」

「うるさいっ！」

　ジェンキンスのレーザーガンが閃ひらめいた。

　光線がベルモンドの脇わきを通過し、後方の日本メンバーをシートごと貫つらぬく。

「これが威おどしのための道具だと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ？　出力を調整すれば、機体の内ない壁へきを壊こわすことなく、貴き様さまをブチぬくことができる」

　残ざん忍にんな笑えみを浮かべて、ジェンキンスが言った。既すでにエネルギー充じゆう塡てんを完かん了りようしているふたつめのレンズを、今度はまっすぐベルモンドへと傾かたむける。

「だが、君に私を射うつ気はない。大事な人質……先に行った連中を説せつ得とくできる男……企たくらみを聞き出さねばならない……それに、生命線のスペースプレーンはこちらが押おさえている」

　ベルモンドが淡たん々たんとした口く調ちようで返した。

　ジェンキンスの碧へき眼がんが縮ちぢまり、笑いが驚きよう愕がくの表情に塗ぬり潰つぶされる。

「貴様、読んだのかっ、俺おれの心を？　精神感応？　馬ば鹿かなっ、探さぐられた感覚は……」

「人間は宇宙で暮くらすようにはできていないわ。だから地上と比くらべ、感覚が鈍にぶる。非《能力者》ノーマルは特に……だから、心に触ふれられても気づかない」

　シャーロット・パリロウが言った。ベルモンド同様、彼女にも怯おびえた様よう子すはない。冷ひややかな視線を、ジェンキンスたちへ向けている。

「貴様ら、一体、何を──をおおっ？」

　振しん動どうが、ジェンキンスの問いを揺ゆるがせた。

　ゆっくりと、右へ回りだす天てん井じよう。何が起こったのか、すぐにわかった。スペースプレーンとＩＳＳのドッキングが解かい除じよされたのだ。

「私たちを捕とらえていれば大だい丈じよう夫ぶ、いざとなったらこの機で還かえれる──などと考えていたようだが……大間違いだぞ？」

　ジェンキンスの口くち真ま似ねをし、ベルモンドがうっすらと笑った。

『……ベルモンド博士？』

　音声が、機内に流れた。ディスクではない、ＩＳＳからのライブ通信。

「聞こえてるよ」

　ベルモンドが答えた。

『我々は予定通り、中央管制室の機能を回復させた。これよりプロジェクトの第二段階へ移行する』

　声の主ぬしは、セシル・クレイマー。飲んだくれの連合議会議員。だが、今はもうろれつの回らぬ、酔よっ払ぱらいではなかった。毅き然ぜんとした威い厳げんのある口調で、言葉を続ける。

『シャーロットはそばにいるのか？』

「はい、ここにいます」

『君を、こちらへ連つれてこれなくて済すまないと思っている』

「いいえ」

　パリロウは首を振ふった。

「テレパスとしての私の役目は、計画の障しよう害がいとなる人間の心を読み、それを同どう志しに伝えて、次の行動の指し針しんとしてもらうこと。でも、もう必要ありません。それに、こちらの方が私にとっては幸せです」

　パリロウはベルモンドの腕うでを把とり、そっと寄より添そった。

「連合の政治屋め、アルコールに溺おぼれたフリをしていたんだなっ？　全すべて、フェイク──ベルモンドが欧おう州しゆうチームのリーダーということも……本当のリーダーは、貴様だったのか！」

　ジェンキンスが喚わめいた。

「おい、ジャップ！」

　仲間の死体を囲かこむ日本チームのメンバーへ、レーザーガンのレンズを向ける。

「パイロットがいるだろうっ？　早くプレーンを操そう縦じゆうしろ！」

「無理だ、ジェンキンス博士」

　ベルモンドが口を挟はさんだ。

「もう、死んでる。さっき君が射うち殺ころしただろう？」

「な、何だと？」

「私の精神感かん応のう力りよくは、シャーロットと違ちがって弱くてね。心を読んだりするのは苦にが手てなんだ。だが、自分の思念を相手に送ることはできる……米日メンバーの誰だれが操縦技術を有しているかは、事前の調ちよう査さでわかっていた。後は、この機にいかに残さぬようにするか……君は自分の意志で、先行隊に加わる部下や見せしめに殺す日本人を選んだと思っているようだが、それもまた、大間違いだ。私がそう仕向けたんだからね」

「マ……マインドコントロールっ？」

　ジェンキンスの呟つぶやきに、部下たちがどよめいた。

　米国は、世界暴ぼう動どう時、マインドコントロールを操あやつる強力な《能力者パワーズ》によって国土の半分を支し配はいされ、南北戦争以来の国民どうしの戦いが展開された。中世の魔ま女じよ狩がりと第二次大戦のホロコーストが同時に訪おとずれた、と形容されるほどの凄すさまじい殺さつ戮りくが行なわれ、全国民の三分の一が野ざらしの死体となった。この時代の記き憶おくは、多くのアメリカ人の心に暗く深い疵きずを刻きざんだ。政府や軍部が《能力者パワーズ》を決して重ちよう用ようしないことや、抑よく制せいチップを付けた《力》の保持者に監かん視しや行動規制を課かしたりしていることなどからも、彼らアメリカ人の《能力者パワーズ》に対する怖おそれと憎ぞう悪おが窺うかがい知れる。

「ルイの《力》は、そんな恐おそろしいものじゃないわ」

　ジェンキンスの心を読みとり、シャーロットが否ひ定ていした。

「さよう。私の《力》は、思い違いをさせる程てい度どだよ。君たちアメリカ人が《能力者パワーズ》を嫌きらう余あまり、弾だん圧あつする気持ちは理解できるが……もしも、君の部下の一人にでもテレパスがいたら、こんな事じ態たいを避さけられたかもしれないのだよ？　もっとも、私たちにとってはやっかいだが」

　ベルモンドがクツクツと笑った。

「黙だまれ、化ばけ物もの！」

　ジェンキンスが光を溜ためるレーザーガンを突つき出した。六人の部下もそれに倣ならい、計七つのレンズが、ベルモンドとパリロウに狙ねらいを定める。

「……時間だ」

　平然と、ベルモンドが言った。

　機の回転が止まり、ブースター点火の衝しよう撃げきが後部より押おし寄せる。

　立っていたアメリカ人は、皆みな、吹ふき飛ばされ、宙ちゆうを迷めい走そうした。誤あやまって発射された閃ひらめきが壁かべを焼き、何人かの身体からだを貫つらぬいた。

「どうしたっ、どうなって──？」

「〈ホーキング〉は大たい気き圏けんへ突とつ入にゆうする。機首をまっすぐ地球へ向けてな」

　ベルモンドは、天てん井じようを飛ぶジェンキンスを見上げた。

「突入角六十度で頭から突っ込めば、大気との摩ま擦さつには耐たえられない。機体は炎えん上じようするだろう。しかし、安心したまえ。苦痛は与あたえないよ」

　視線を落とし、傍かたわらのパリロウを見つめる。ベルモンドは、祈いのりの形に組まれた彼女の手に自分の両手を重ね合わせた。

『……彼らに神の御み手てが差し伸のべられんことを……』

　セシル・クレイマーの音声が、ノイズに埋うずもれた。

「地球よ、緑よ、永遠なれ──エヴァーグリーン！」

　ベルモンドとパリロウが声を合わせて叫さけび、手の中にある〈ホーキング〉の自じ爆ばくスイッチを握にぎりしめた。




　　　　◆




　七月十二日。

　日本時間、午後十一時四十分。

　国際宇宙ステーション、物ぶつ資し搬はん入にゆう用ようモジュール、気圧調整室。

「……食べて」

　差し出された粒状食ペレツトの袋ふくろに目もくれず、ショウゴは声のする方に背を向けた。

「ごめんなさい、マナコ……あなたをこんなめに遭あわせるつもりはなかったの」

　声の主ぬしは、エミリー。正立方体のこの小こ部べ屋やには、彼女以外の欧おう州しゆうメンバーはいない。彼らを最後に見たのは、スペースプレーン〈ホーキング〉とＩＳＳを繫つなぐ移動リフトに乗るまでだった。

　先行隊に加わった米国メンバーの二人は、リフトに乗る前に殺された。欧州メンバーの誰かの仕し業わざには違ちがいないが、ショウゴはロバートソンのみに注意を払はらっていたためわからなかった。そしてショウゴもまた、背後からの不意打ちを受け、気を失ってしまった。

　一級の特とく殊しゆ工作員であったろう米国メンバーの瞬しゆん殺さつ、〈鵺ヌエの皮〉をまとう自分に反応の間ますら与あたえず昏こん倒とうさせた一いち撃げき──これらのことから推おして、ロバートソン以外の手て練だれが欧州メンバーの中にいたことは明白だ。恐おそらくは、ロバートソンと同じ〈グリフィンナンバー〉の生き残り。

「……でも、こうしなきゃ、あなたも残った人たちと一いつ緒しよに死んでいた」

　ショウゴが昏倒から目め覚ざめて二十分余あまり、エミリーは何度も同じ台詞せりふを繰くり返している。

「マナコを騙だましていたことは悪かったと思ってる。けど、他のことにウソはないわ。私の過去も、気持ちも、あなたに話したことはみんな真実……だから、あなたを助けたの。この世に生きている、たった一人の友達だから──」

　涙なみだ声ごえが、嗚お咽えつで詰つまった。

　それでも、ショウゴは黙だまっていた。ここに閉じこめられて約九時間。現在の状じよう況きようは、どうなっているのだろうか──ショウゴの関心はその一点にあった。だが、推すい測そくするには、材料が足たりなすぎる。

（……打って出るしかないか）

　ショウゴは上体をひねり、エミリーと向き合った。

「マナコ……！」

　エミリーの泣なき顔が、さっと晴れる。

　ショウゴは無言のまま、エミリーの持つ電でん圧あつ銃じゆうを睨にらみつけた。これを取りあげるのは、造ぞう作さ無ない。あとは、隔かく壁へきをこじ開け奥おくへ進むだけだ。

「ねえ、マナコってば！」

　エミリーは電圧銃を床ゆかに叩たたきつけ、視線を合わせぬショウゴの肩かたを摑つかんだ。

「何とか言って──お願いよ……！」

「……あなたは、まだ私に答えてくれてない」

　涙に濡ぬれる碧へき眼がんを覗のぞき、ショウゴが言った。

　欧おう州しゆうチームは、何をしようとしているのか──二十分前、ショウゴがエミリーにした質問だ。

「それは……」

　両手を胸に引き寄せ、エミリーがよろよろと退しりぞく。やがて、隔壁に背中を押おされ、うな垂だれるように視線を落とす。

「……いいわ」

　エミリーがぽつんと言った。視線を上げ、まっすぐにショウゴを見つめる。

「口外は堅かたく禁じられているけど、もう最終段階だろうから」

「最終段階？」

　ショウゴが聞き返した。

「そう、間もなく天使は、地へ堕おちる──かつて地球を破は滅めつから救すくい、今は滅めつ亡ぼうの鍵かぎとなっている〈主天使ドミニオン〉の破は壊かい──エンジェル・ダストよ」

　エミリーの声からかすれが失うせた。濡ぬれた瞳ひとみに先ほどまでの悲ひ壮そう感かんはなく、宿やどる光に力強ささえ感じられる。それが良きにせよ悪あしきにせよ、揺ゆるぎない信しん念ねんを持った戦士の眼めだ。

「十四年前にも、この宇宙そらで同じことが行なわれた……あなたも国の中ちゆう枢すう近くにいるから聞いたことくらいあるでしょ？」

　ショウゴは答えず、無意識に視線を逸そらした。

　十五年前、地球との衝しよう突とつコースをとる小しよう惑わく星せい群ぐん撃げき破はのために打ち上げられた軍ぐん事じ掌しよう握あく衛えい星せい〈主天使ドミニオンズ〉は、その役割を果はたした後、国連軍によって大たい気き圏けんへ墜落おとされた。電でん子し制せい御ぎよされたあらゆる兵器に干かん渉しよう可能なハッキング機能が、戦争の引き金となりうる危険性があったからだ。作戦名〈天使殺しエンジエル・ダスト〉。〈主天使ドミニオンズ〉を建造した日米の主しゆ導どうで行なわれたその作戦に、ショウゴは参加しているのだ。

「……けれど、あの時、〈主天使ドミニオン〉は全すべて廃はい棄きされたと聞いているわ」

　エミリーの足元に視線を留め、ショウゴは他人ひと事ごとのように言った。

「フェイクよ」

　間かん髪はつ入いれず、エミリーが返す。

「米国か、日本か……どちらかが仕組んだ茶番。確かに十三基の衛星が墜おとされはした。けれど、それからの全てが本物というわけではなかった。現在、残された〈主天使ドミニオン〉をめぐって幾いくつかの国が動いている。もしも、一国が〈主天使ドミニオン〉を手に入れたら……世界暴ぼう動どう以上の戦乱が起こるのは必ひつ至し。そうなれば、また多くの血が流され、不ふ条じよう理りな苦しみに喘あえぐ人たちが地上に溢あふれることになる。私や、私の母のように──！」

　エミリーは青く染そめられた前まえ髪がみを摑かき上げ、隠かくされていた右の素す
顔がおをさらした。

　数種の赤が混まじり合うケロイドの肌はだと真っ白な瞳ひとみ。核かく兵器の放射線と不ふ治ちの遺い伝でん子し病びように冒おかされた顔を、ショウゴがゆっくりと見上げる。

「……〈主天使ドミニオン〉を破は壊かいしても、終わりにはならない。それだけで……解決はしないわ」

　ショウゴは力なく言った。〈主天使〉使いドミニオン・マスターとして争いの中心にいる者の、虚むなしい反論。それは承しよう知ちしていた。だが、〈天使殺しエンジエル・ダスト〉を肯こう定ていするわけにはいかない。愛する女ひ性とに救すくいの時が訪おとずれるその日まで、自分は〈主天使ドミニオン〉と共に在あらねばならないのだ。

「〈天使殺しエンジエル・ダスト〉は、始まりの一歩にすぎない。連合の理念──エヴァーグリーンを広めるための……私たちは、礎いしずえとなることを志し願がんして集まった。列車で仆たおれたアランも、〈ホーキング〉と共に自じ爆ばくしたルイとシャーロットも……」

「──〈ホーキング〉を破壊したっ？」

「え？………ええ、でも安心して。ここには緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用ようのポッドが──」

「じゃあ、どうやって〈天使殺しエンジエル・ダスト〉を？　あれはここから三万キロ以上も離はなれた静せい止し軌き道どう上じようにあるのよ？　自じ己こ防ぼう衛えい機き能のうがあるから武器での攻こう撃げきは無効だし、今じゃ遠えん隔かく操そう作さだってできないはず。破壊するには、無人の非武装シャトルを誘ゆう導どうしてぶつけるか、曳えい航こうして大たい気き圏けんへ墜おとす以外に方法はないわ」
















　まくしたてるショウゴに、エミリーが目をぱちくりさせる。

「どうしたの、急に？」

「あっ……ううん、別に……あなたたちの行動があまりに支し離り滅めつ裂れつだから」

　苦しい言いい訳わけをし、ショウゴは前に出かけた身体からだを引いた。

「私たちの〈天使殺しエンジエル・ダスト〉は、かつてのものとは違ちがうわ。正確には、私たちではなく、〈彼女〉自身が自分を殺す──つまり、〈主天使ドミニオン〉に自殺させるのが狙ねらいよ」

「自殺？」

「過去の〈天使殺しエンジエル・ダスト〉で、〈主天使ドミニオン〉を操あやつるためのマスター認にん識しきプログラムも廃はい棄きされてしまったから、遠隔操作で〈彼女〉を動かすことはできない。けれど似たようなことは可能よ。〈彼女〉が自ら動こうとするように仕向ける。自己防衛機能を刺し激げきして」

「……軌道情報！」

　ショウゴの言葉に、エミリーがうなずいた。

「誤あやまった軌道に在あると〈彼女〉に認識させ、静止軌道から楕だ円えん軌道へ移動させる。そして地球と最も接近する近地点で第二の情報を伝達、このステーションと同じ円軌道に乗せ、最後の情報を送る……その軌道は危険、さらに内側へ修正せよ……後は、地球の引力が〈彼女〉を奈な落らくへと引っ張ってくれる」

「確かに、理論的には可能だわ」

　今度は、ショウゴがうなずく。

「けれど、〈彼女〉に伝える手段がなければ無理よ。様さま々さまな種類の電でん磁じ波はを複雑に組み合わせ暗号化した特別な方法でしか、〈彼女〉と交信することはできない。それを可能とする機材と人材がなければ──」

　ショウゴは言葉を切った。

　機材はともかく、人材は存在する。〈主天使ドミニオン〉の建造に関かかわった蔵くら木き博士。残った欧おう州しゆうメンバーの中には、彼がいるはずだ。

「〈彼女〉と交信する方法なら、見つけているわ。ＩＳＳの管制コンピューター〈アイザック〉の一部として組み込まれた、もうひとつの人工知能……」

（〈アルジャーノン〉！）

　エミリーより早く、ショウゴは心中でその名を叫さけんだ。

〈主天使ドミニオン〉との交信専用に造つくられた小型の人工知能。これをベースとした装置は、ショウゴの身体と左ひだり腕うでにも内蔵されている。

　アルジャーノンと名付けたのは、ショウゴの愛する女性ひと。由ゆ来らいは、古いＳＦ小説に出てくる天才ネズミの名前だ。同じく天才と称しようされた彼女は、悲しい結末を迎むかえるそのネズミに自分の未来を予見したのか、すり減るほどに愛読していた。その本は、今は、牧まき村むらまなみの手元にある。

（だが、なぜ〈アルジャーノン〉が……〈主天使ドミニオン〉関連の施し設せつ・装そう置ちは残らず解体されたはず……そうか！）

　容よう疑ぎ者しやが、ショウゴの頭に浮うかんだ。

　十四年前の〈天使殺しエンジエル・ダスト〉で、〈アイザック〉のある管かん制せい区く画かくを担たん当とうしていたのはダリル・チェンバース率ひきいる旧米国防総省チーム。〈主天使ドミニオン〉の独どく占せんを狙ねらっていた米国が、〈アルジャーノン〉を解かい体たい処しよ理りせずに残したに違ちがいない。蔵木がその事実を知っていたのは、恐おそらく亡ぼう命めい中ちゆうに、米国側からのアプローチを受けたからだろう。だが、蔵木は米国の誘さそいを蹴けり、欧州連合の計画する〈天使殺しエンジエル・ダスト〉に加か担たんしたのだ。そう決めた彼の真意がどこにあるのかは、ショウゴにもわからない。

「〈アルジャーノン〉が、〈主天使ドミニオン〉を自じ滅めつへと導みちびく。推すい進しん装置を備そなえた〈彼女〉は、じきに円えん軌き道どうへ入るわ。もうすぐ、偉い大だいなる一歩が踏ふみ出されるのよ」

　押おし黙だまったショウゴの前で、エミリーが饒じよう舌ぜつに語る。

「……どうして」

　呟つぶやきが、ショウゴの唇くちびるから落ちた。

　エミリーが息を止め、耳を澄すませて続きを待つ。

「どうして、そんなに詳くわしいの？」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが、エミリーを見み据すえる。

　エミリーは小さく息をした。碧あおと白、両方の眼めでマナコ──ショウゴを見つめ返す。

「今回の〈天使殺しエンジエル・ダスト〉を計画したのが、私の父、ジン・クラキだからよ」

「あなたの、父……？」

　ショウゴの背に、さっと震ふるえが走った。エミリーの言葉が真実ならば、彼女は牧村まなみの異い母ぼ妹まいということになる。まなみは、このことを知っているのだろうか。

「父が計画を立て始めたのは、八年前……私が二十歳はたちまで生きられないとわかってからよ。そう……マナコには、放ほう射しや能のうがスノーダイン病を抑おさえているって言ったけど、病気以上に私の寿じゆ命みようを縮ちぢめているのも事実……父は言ったわ。もう戦争で未来を失う子供がでないように、連合の理念、エヴァーグリーンを実現すると……そのためなら命と引き替かえにしても天使を殺すと──」

　言い終え、エミリーは目を瞑つぶった。閉じたまぶたが微かすかに震えている。

　床ゆかが、かつんと鳴った。

　通り過ぎる気け配はいに、エミリーは後ろを振ふり返った。

「──マナコ！」

　気圧調整室の出口へと向かう小さな背中を呼び止める。

「ここからは出られないわ。向こうからロックされてる」

　言いながら、エミリーは電でん圧あつ銃じゆうを探さがした。あれなら、傷つけずにマナコを眠ねむらすことができる。

「心配いらないわ」

　背を向けたまま、ショウゴが返した。すっと上げた左手の中に、電圧銃があった。

「──自分で開けて出るから」

　手のひらが、合金仕様の電圧銃をメキメキと握にぎり潰つぶす。

「私は、〈天使殺しエンジエル・ダスト〉を止めるためにここへ来たの」

　鉄の塊かたまりを落とし、ショウゴが言った。

「わかってたわ……何となく……けど、見殺しにはできなかった。だから、お願い──諦あきらめて、私とここに」

　エミリーの蒼あおい髪かみがゆらゆらと靡なびいた。《力場》の発生。念動力の及およぶ空間が、気圧調整室いっぱいに広がっていく。

「あなたたちは、命を懸かけてここへ来たと言った。私も同じよ。でも理由は違ちがう……子供たちの未来、緑に満ちた永えい劫ごうの平和……私のは、そんな崇すう高こうなものじゃないかもしれない。けれど、私にとっては、それが全すべて──たった一人の愛する女性ひと。世界より、地球より、宇宙より巨おおきな、かけがえのない存在。それを護まもるため、命を懸けて〈天使殺しエンジエル・ダスト〉を阻そ止しする……！」

　前進の靴くつ音おとが、響ひびいた。

「だめよ、マナコ！　行かせはしない！」

　叫さけび、エミリーは《力》を投げつけた。

　ショウゴの足が止まり、上体がよろめいた。何かが、バサリと足元へ落ちた──マナコを装よそおうための、金きん髪ぱつのウイッグ。

「──無む駄だだ」

　声が、エミリーに返った。一オクターブ低い、少年の声。

「俺おれに《力》は通じない」

　ちらと振り向いた少年の瞳ひとみから、深しん紅くの煌きらめきがこぼれ落ちた。








九　シューティング・スターズ









　七月十三日。

　日本時間、午前〇時。

　国こく際さい宇う宙ちゆうステーション、コアモジュール内、中央管かん制せいセンター。

「エンジェルは、近地点に到とう達たつ──ロケット噴ふん射しや、確かく認にん。方向制せい御ぎよスタート……」

　レーダーで〈主天使ドミニオン〉の動きを追うマリィ・リンツの声が、静かに響ひびいた。

　──成功。

　ブルーの英字が、ピラミッド型のオペレートシステムに埋うめられた八つのモニターに並んだ。ＩＳＳ管制コンピューター〈アイザック〉からの報告。

　──ヨウコソ、〈主天使ドミニオン〉、ボク、ウレシイ。

　片かた言ことの英語が、黄色く表示される。これは〈アイザック〉ではなく、〈アルジャーノン〉の方だ。文字列を眺ながめ、男──蔵くら木き仁じんは微笑ほほえんだ。

「……現在の高度は？」

　ピラミッドを挟はさんで向かい側に座すわるリンツに、蔵木が訊たずねた。

「ＩＳＳより、百二十キロ上です」

「位置は？」

「現在、アフリカ大陸上空を通過中……我われ々われから見て、地球の裏側ですね」

　リンツに代かわって、左斜ななめ向かいのデイビッド・フォックスが答える。

「残ざん念ねん、天使の顔が見れないなんて」

　おどけたのは、エレナ・アマナール。ピラミッドを見下ろす空中廊ろう下かから、リンツに手を振ふる。隣となりには、手持ち無ぶ沙さ汰たのフッガー兄きよう弟だい。ここではパイロットの出番はない。

「がっかりしなくても、四十五分後に最接近する。墜おちる前に見ておくんだな」

　フォックスの向かいに座る、もう一人のオペレーターが言った。

「よし、いよいよ最終段階だ。連続して偽にせの軌き道どう情報を送り、〈彼女〉に高度を下げさせる。我々の目の前で、天使は地上へと墜ち、燃え尽つきるだろう」

　宣せん言げんし、蔵木はタッチ式キーボードへ指を滑すべらせた。

　──〈アルジャーノン〉、次の伝言を〈主天使ドミニオン〉へ届とどけなさい。

　蔵木の指示が、モニター上で文字となり、そしてぶるっと震ふるえた。

「な、何っ？」

　リンツが異変に気づいた。振しん動どうがモニター画面を歪ゆがめている。

　やがて、強きよう固こに接続された建材を伝わって、ヒステリックな軋きしみ音が、センター内へ押おし寄よせてきた。

「うわっ、寒さむ気けがするっ」

　レオナルド・フッガーが耳を塞ふさいだ。

「爆ばく発はつか、それともデブリの衝しよう突とつかも。たぶん、ドーナツ部分だ」

　兄のジョバンニが天てん井じようを見上げて言った。

「──確かく認にんを」

　蔵木の後方で銀ぎん髪ぱつの男がうなずき、監かん視しシステムのパネルをサーチする。

　十秒後、モニターの一部にマップ画面が開き、問題箇か所しよが赤みを帯おびて明めい滅めつした。

「……例の裂さけ目近くだな」

　背後に立つ男の言葉に、リンツがうなずく。例の裂け目とは、〈ホーキング〉のコクピットから見えたスペース・デブリとの衝突部分だ。

「内部監視カメラは生きてるの？」

　アマナールの問いに、銀髪の男がマップとは別の画面をモニターに加くわえる。

「人だっ！」

　フォックスが声をあげた。

　新たな画面の中を、大男がふわふわと泳いでいる。

「スペースプレーンの生き残り？」

「いや、あんな野や郎ろうは米国チームにも、日本チームにもいなかった」

　レオナルドの推すい測そくを、ジョバンニが否ひ定ていする。

「どっちにしろ、ただモンじゃないぞ」

　フォックス。

「……障しよう害がいとみるべきだろう」

　蔵木が結論を下した。

「〈天使殺しエンジエル・ダスト〉まで、四十分。その間だけ、阻はばめればいい」

　右斜ななめ向かいの男が言った。

「どこで待まち伏ぶせる？」

　レオナルドが、空中廊ろう下かから声を落とした。

「敵は、ビッグチューブのＤへ移動中……」

　リンツがマップ画面を睨にらむ。ビッグチューブは、ドーナツ部と中央部を繫つなぐ五つの巨きよ大だいな円えん筒とうだ。内部には通路やライフライン設備が詰つまっている。

「……ヘソ曲がりじゃなければ、そのままＤチューブからここを目め指ざすはずよ」

「決まりだな」

　フォックスが席を立った。

「ここには何人残します？」

　続いて立ち上がったリンツが、蔵木を窺うかがう。

「私の他ほかに、二人もいれば十分だ」

　キー入力を再開し、蔵木が答えた。




　　　　◆




　七月十三日。

　日本時間、午前〇時十五分。

　ＩＳＳのドーナツ部と中央部を繫ぐビッグチューブへ入るや、靴くつ底ぞこがぺたりと床ゆかを踏ふんだ。どうやら、ビッグチューブ自体の回転機能は正常のようだ。おかげで低重力が発生し上下が存在している。

「こいつぁ、いい感じだぜ」

　独ひとり言ごとが、広大な半円筒の空間に木霊こだまする。

「あの発音は、やっぱりアメリカ人だよ、兄あに貴き」

　前方から響ひびいてきた声に、ダリル・チェンバースはひびの入ったバイザーの片かた隅すみを見つめた。その遥はるか向こう、ビッグチューブを三つに仕切る隔かく壁へきの手前に、二人の青年が立っている。気き密みつ服ふくは着ていない。顔つきはほとんど同じに見える。

「何だぁ？　ようやく迎むかえが来たと思ったら、まだガキじゃねえか！」

　大声をあげ、ダリルは二人へ向かって歩きだした。

「聞き苦しいスラングだ。それに何だい、あの格かつ好こうは？」

　同じ顔をした一方が呆あきれたように頭を振ふった。

「あれは低てい軌き道どう輸送機用の簡かん易い気密服じゃないか。あんな軽けい装そう備びで……一体、どこから来たんだ？」

　もう一方が驚おどろき、首を傾かしげた。

「どこからだってえ？　〈デルタフライ〉から、スペースプレーンへ吹ふっ飛ばされたんだよ！　エンジンノズルのすき間から内側へ潜もぐり込んだはいいが、寒いわ、熱いわ、息いき苦ぐるしいわ……その上、爆ばく破はまでしやがって！　こんな薄うすっぺらいボロボロの服で宇宙遊泳するハメになったんだぞ？　おかげで、〈身体ユニツト〉の回復が遅おそい、遅い──危あやうく死ぬかと思ったぜ！」

　まくしたてるダリルの熱気で、バイザーの内側がみるみる白くなる。

「言ってることが、さっぱりだよ、兄貴」

「ああ。あの格好で奴やつの言う通りのことをしたら、命が三つ以上必要だ」

「たぶん、酸さん素そ欠けつ乏ぼう症しようでバカになっちまったんだな」

　結論に達し、二人の青年はうなずきあった。

「バッ、バカだとおぉおお？」

　ヘルメットを背中へ下げ、ダリルが喚わめいた。

「青二才の連合野郎がぁ……遊んでもらいてえよおだなああっ？」

「おや、やる気のようだぞ、レオ」

　ジョバンニ・フッガーは、弟の肩かたを叩たたいた。

「そのようだね。じゃあ、一気に終わらせよう。弱者をいたぶるのは、連合の理念にも反する」

　レオナルド・フッガーが答え、右の手て袋ぶくろを外はずした。

「また、右か。同じ〈極〉ばかりだと、後で肩がこるんだよな」

　ぼやきつつ、ジョバンニも右の手袋を足元へ落とした。

「タイミングは？」

　左へ歩み、レオナルドが訊きいた。

「お前に合わせる。エレナに自じ慢まんしたいだろ？」

　右へ歩み、ジョバンニが言った。

　やがて走りだした二人を、ダリルは立ち止まって待ち受けた。

　約三メートルの間かん隔かくを保たもって並へい走そうするフッガー兄弟は、素すの手のひらを互たがいに向け合っていた。

「あ～ん？　何するつもりだ？」

　ダリルの左右異ことなる目の玉が、側面に到とう達たつした兄弟を別々に捉とらえた。

　直後、視界が揺ゆらぎ、凄すさまじい圧あつ力りよくがダリルの左右から襲おそいかかった。

「ぐっ、ふう……反発する《力》をぶつけ合って……間に挟はさんだ奴をぶっ潰つぶす……帯たい磁じ念ねん能のう力りよくかあ……」

　フッガー兄弟の間で身をよじりながら、ダリルが薄うす笑わらいを浮うかべた。

「こいつっ、まだ！」

「レオ、《力》を上げるぞ！」

　兄弟が唸うなり、右手をさらに突つき出した。

「──終しまいだ」

　その声と共に、二人の手のひらから《力》が失うせた。

「もう、十分、遊んでやったろ？」

　よじれた身体からだを戻もどしながら、ダリルは両りよう腕うでを左右へ振ふった。

　裏うら拳けんが、よろけてきた兄弟の頭に入った。

　パパン、と音が鳴り、血ち飛沫しぶきが高く散ちった。

「あの世へ逝いったら、また遊んでやるぜえ」

　生なま身みの眼めを《宇宙そら還がえり》の赤に染そめ、ダリルはギシギシと歯を剝むき出した。




　　　　◆




　日本時間、午前〇時二十分。

　ビッグチューブ、第二ブロック。

　隔かく壁へきの中央にある巨きよ大だいな気密扉エアロツクが、圧あつ縮しゆくガスの噴ふん射しや音おんをまとって上じよう昇しようを始めた。

「──レオ！」

　エレナ・アマナールが手を振り、任にん務むを終おえた年下の恋こい人びとを出で迎むかえる。

「エレナ、待って！」

　背後からマリィ・リンツの声が飛んだ。

　その時には、アマナールも人ひと違ちがいに気づいて足を止めていた。

　のろのろ上昇を続ける扉の間を、巨体がくぐり、左右非ひ対たい称しようの顔をゆっくりともたげる。

「……ガキの次は、女かよ」

　青白く美しい右の顔面に埋うめ込まれた機き械かい眼がんが、第二ブロックを守る欧おう州しゆうメンバーたちを捉とらえた。

「おっと、野や郎ろうも一人いるな。全部で三人……得え物ものも持たずに、お出迎えたあ、俺おれも舐なめられたもんだな！」

　ダリルは両手を振り、滴したたりを払はらった。

「貴きっ、様さま……！」

　鮮せん血けつに染そまる男の拳こぶしを見て、アマナールが目め尻じりを吊つり上げる。

「殺したのかっ？　レオ、たちを！」

「ああ、ガキどもなら、向こうで寝ねてるぜ。二度と起きねえけどな」

　頭を後ろへひねり、ダリルが嘲せせら笑った。

　ドム！　ドム！　ドム！

　衝しよう撃げきが、ダリルの胸むな板いたを突いた。

「……てめえ」

　ひねりを戻もどし、前方に立つアマナールを睨にらむ。

　両手に大だい口こう径けいの無反動拳けん銃じゆうが握にぎられていた。いつ、どこから取り出したのか、ダリルにはわからなかった。

「どう、痛いでしょう？」

　怒いかりに震ふるえる目とは対たい照しよう的てきな、冷たい微び笑しようを唇くちびるに浮うかベアマナールが言った。

「ぐぅ……ホローポイント弾だんかよぉ」

　己おのれの上体に刻きざまれた弾だん痕こんを見み下おろし、ダリルが呻うめく。

　先せん端たんを切断し弾だん芯しんを剝むき出しにしたホローポイント弾は、通常弾と比くらべて目もく標ひようにより大きなダメージを与あたえることができる。主に大おお型がた獣じゆうの狩しゆ猟りようなどに使用される、殺さつ傷しようを目的とした弾丸だ。

「頭は撃うたないわ、苦しみながら死になさい」

　アマナールは、マグネットシューズを履はいた両足を踏ふん張ばり、残りの三発をダリルの腹めがけて射うち込んだ。

「ぐ、はほっ……い、た、た、た、た──」

　巨きよ体たいがよろめき、異い形ぎようの顔が苦痛に歪ゆがんだ。

「──痛くないよ～ん！」

　タリルがべろんと舌したを出した。

　アマナールはとっさに飛びのき、間ま合あいを広げた。が、それは彼女の錯さつ覚かくだった。飛びのく途と中ちゆうで、追いつかれていた。首に太い腕うでが巻まきついた。

「……レ、オ……」

　頸けい骨こつの砕くだける音を聞きながら、アマナールはゆっくりと絶ぜつ命めいした。

「エレナ！」

　マリィ・リンツが叫さけび、脇わき腹ばらに手をやった。フライトスーツが裂さけ、体内に隠かくされていた武器が機械音を伴ともなって迫せり出してくる。全長四十センチの大型無反動銃、ワルサーＨＰ。単発式だが、軍用ライフル弾も装そう塡てん可能な欧おう州しゆう最強のハンドガンだ。

「ほほお。ここにいる連中は、半機械サイバーか……てめえの身体からだが武器庫たあ、シャレてるねえ」

　アマナールの死体を放ほうり、ダリルは唇くちびるを舐なめた。

「奴やつの身体はどう見ても生身だ。ホローポイント弾を食くらってなぜ平然としてるんだ？」

　リンツの横で、口くち髭ひげの男が呟つぶやいた。

「うひっ、確たしかにほとんど生身だがなあ、造つくりが違ちがうのさ。半機械サイバーより、一歩も二歩も進んだ新造生体ってヤツだ。んで、それを操あやつるオツムが、これまたよく出来た野や郎ろうでな！」

　自分の頭を指差し、ダリルが首をぐるりと回転させる。

「俺はなあ、全身の神経を意のまんまに遮しや断だんできるんだよ。だから、傷を負おっても痛くねえ。痛くねえから、ひるまねえ。ひるまねえから、強つええんだ！」

「フランケンシュタインを造るとは……やはり、アメ公どもはいかれてやがる」

　口髭の男──エル・フランコは左手で、右手首を握にぎった。

「おっと、ついでに教えておくが、さっきの弾丸は、俺さまの内ない臓ぞうには届とどいていねえぜ？　この〈身体ユニツト〉の皮ひ下か脂し肪ぼうと筋肉は、耐たい弾だん仕し様ようなモンでな！」

　言って、ダリルは血に濡ぬれた弾だん痕こんをポリポリと搔かいてみせた。

「安心しろ、カボチャ頭。我われ々われの弾丸は特別製だ」

　フランコは右手を外はずすと、フライトスーツのポケットに突つっ込んだ。

「右みぎ腕うでに仕込み銃じゆうか。発想が古ふる臭くさいな」

　ダリルがふんと鼻はなで笑った。

「行くぞ、中ちゆう尉い！」

　フランコが床ゆかを蹴けった。

「はい、少しよう佐さ！」

　リンツが答え、逆方向の壁かべへ走った。

　自転するビッグチューブの生み出す重力は、地球の約三分の一。マグネットシューズを履はいたリンツは壁に足を掛かけると、そのまま一気に天てん井じようまで駆かけ昇のぼった。

「──よそ見をしてる暇ひまがあるのか？」

　声が天井を見上げるダリルの横を駆け抜ぬけ、弾丸が斜ななめに身体からだを貫つらぬいた。

「うぎっ！」

　思わず身を屈かがめたダリルの背中へ、天井から放たれたリンツの銃弾が容よう赦しやなく突つき刺ささる。

「劣れつ化かウラン弾だ。お前が戦車でも、こいつは禦ふせげない」

　背後へ回ったエル・フランコが次弾の装そう塡てんにかかる。

　劣化ウランは、元々、対戦車用の砲ほう弾だん材ざいとして使われていた重じゆう金きん属ぞくだ。少量でも重いという特性があり、弾丸の芯しんに用いれば重じゆう装そう甲こうも貫けるが、同時に微び量りようの放射線を発するという致ち命めい的てき欠けつ陥かんも併あわせ持っている。

「ぐっぞおお、俺ぁああ放射能がでえっ嫌きらいなのによおぉ！」

　醜みにくく爛ただれた左顔面を押おさえ、ダリルが喚わめいた。十四年前、宇宙で負った放射能火傷やけどの痕あと。

「それは好こう都つ合ごうだわ」

　フランコよりも早く装塡を終えたリンツが、ダリルの頭に照しよう準じゆんを合わせる。

「許ゆるさねえええええ！」

　ダリルの頭が百八十度回り、天井のリンツへ吠ほえた。

「許さなくて、結けつ構こう」

　リンツは引き金に力を掛けた。

　屈かがんでいたダリルの身体からだが跳はね上がったのは、ほぼ同時だった。

　両手で床ゆかを突つき、倒とう立りつ姿し勢せいで上じよう昇しようしたダリルの腿ももを、劣化ウラン弾がすれすれに通り過ぎた。

「げ、ふっ」

　鳩尾みぞおちに蹴けりを受けたリンツの身体がくの字に曲がり、天井にめりこんだ。

「──マリィ！」

　フランコが叫さけび、右みぎ腕うでを振ふり上げた。

　背はい後ごにどすんと気け配はいが落ちた。

　振り向く間まもなく、フランコはダリルに右腕を摑つかまれ、あっけなく捻ねじ折おられた。

「くっ、ならば道みち連づれに──」

　フランコはポケットに入れた義手を取り出し、その親指を嚙かみ千ち切ぎった。

　雷らい管かんの点火音。

　数秒後の爆ばく発はつに備そなえ、フランコは義手爆弾を胸むねに抱だいた。

「こっ、このスペイン野や郎ろうっ、自爆は一人でやれっつうの！」

　ダリルは罵ののしり、摑んでいた右腕ごとフランコを天井へ投げ上げた。

　高く宙ちゆうを舞まうフランコの視界に、マリィ・リンツの屍しかばねと炸さく薬やくの炎ほのおが続つづけ様ざまに映うつって消えた。




　　　　◆




　日本時間、午前〇時二十六分。

　ビッグチューブの最後のブロックで待ち受けていたのは、たった一人の男だった。

　金きん髪ぱつを後ろで短く束たばねた、碧へき眼がんの優やさ男おとこ。気密装備はしていない。前の五人と同じ、銀のフライトスーツ姿だ。

「何だぁ、お前……ニセモンの色いろ違ちがいかよ？」

〈デルタフライ〉で戦った日本人を思い出し、ダリルはべっと唾つばを吐はいた。

「言ってる意味が、よくわからんが──」

　男が、もたれていた気密扉エアロツクを肘ひじで突き、ゆらりと前に出る。

「ここまで来たってことは、前にいた連中を仆たおしたってことだよな？　つまり、全員討うち死じに……」

「うひっ、無む駄だ死じにとも言うぜえ」

　からかうように、ダリルが言った。

「……そうだな」

　挑ちよう発はつに乗ることなく、男が素す直なおにうなずく。

「連合から選えりすぐった戦せん闘とうのプロが、一人の敵にのされちまったんだから……けどな、大たい将しよう。俺がケリをつければ、こう言える──彼らはその身を犠ぎ牲せいに私の勝利に貢こう献けんしてくれましたって、ね」

　男は両腕を脇わきへ下ろした。掌てのひらが手しゆ刀とうを成なしている。

「お前が、仇かたきをとるってか？　面おも白しれえ……《能力者パワーズ》か半機械サイバーか知らねえが、遊んでやるぜ──来な！」

　ダリルが中指を立て、前後に動かす。

「ちっ、ちっ」

　男は舌したを鳴らし、小さく首を振ふった。

「俺は、どちらでもない」

　男の身体からだが前ぜん傾けいし、消えた。

　と、男が数メートル先で瞬またたき、さらに数メートルを移動して現あらわれる。

　まるでストロボアクションの映像。ダリルの機械眼でさえ、そう映うつったのだから、常人には捉とらえることもできない動きだったろう。

　三十メートル弱を詰つめるのに、約二秒。最後の消失は、ダリルの斜ななめ前。現われたのは、懐ふところの内側だった。

「──な、何モンだ、てめえ？」

　弾だん痕こんに深く指を刺さす男を見下ろし、ダリルが呻うめいた。

「Ｇ‐フォックス。〈グリフィンナンバー〉の最後の一人だ。生きてるうちは、覚おぼえておきな」

　男──デイビッド・フォックスが答えた。そして、ダリルの両手が動きだすまでに、計五回の貫ぬき手てを食くらわせ、飛びのいた。

「骨の幾いくつかと、内ない臓ぞうを抉えぐった……今のは、ジョバンニとレオの分だ」

　フォックスが、血ち染ぞめの指を二本立てた。

「ぐっ……ふ、ふふふ、別に痛かねえぜ？　この程てい度どじゃよお」

　ダリルが返した。強がりではなかった。彼は、自じ在ざいに神しん経けいを遮しや断だんし、脳のうに痛みが伝わらぬようにすることができるのだ。

「なるほど、痛みを感じないのか……どうりで気づかないわけだ」

　フォックスが納なつ得とくの笑えみを浮うかべた。

「何だとお」

　前へ出たダリルの足元に、塊かたまりがどさりと落ちた──上じよう腕わんの途と中ちゆうから切断された左ひだり腕うで。

「うお、お、お、おっ？」

　ダリルはびっくり顔で、フォックスを見つめた。

「俺の二の腕から先には、出し入れ自由のダイヤカッターが仕込んである。普ふ段だんは筋きん肉にくに埋うもれているからわからない」

　袖そでの裂さけた右腕を上げ、フォックスが半はん楕だ円えん状じようの煌きらめきを出してみせる。

「ちなみに、今落とした腕は、アマナール少しよう尉いの分だ」

「ぐふぅ……少し遊びが過ぎたようだ、ぜ……マジでやらねえと……危あぶねえ、みたいだ」

　表情を虚うつろにし、ダリルが独ひとりごちた。

「それは聞き捨てならないな。手て加か減げんしてた相手を嬲なぶり殺したなんて不ふ名めい誉よは、御ご免めん被こうむる。待っててやるから、早く、本気を出してみろ」

　腕を組み、フォックスが言った。

「う、ひっ……余よ裕ゆうじゃねえか。けど、いいのか？　マジんなった俺は止まらないぜ？」

「俺も〈グリフィンナンバー〉じゃ老ろう朽きゆうダムってあだ名されててね。切れたら止められないって、ロバートソン隊長によく言われてたよ……胴どう体たい、最後に首だ──リンツ中ちゆう尉いとフランコ少しよう佐さの分は、一いつ遍ぺんに済すまさせてもらう」

　フォックスが完全勝利を予告する。

「上等だ」

　ダリルは歯を剝むいた。

　途と端たん、大きな痙けい攣れんが二度、巨きよ体たいを波打たせた。

　左の肉眼が引っ繰くり返って白目を剝き、筋肉の膨ぼう張ちように気密服が張はり詰つめた。

　新造生体である〈身体ユニツト〉に百二十パーセントの働きを強制する、疑ぎ似じ神経伝達物質イクスドーパミンの分ぶん泌ぴつ。

　血肉の煮にえる臭においが辺あたりに広がり、ダリルの身体からだの流血がにわかに止まる。

「──完かん了りようぉおお」

　熱気をまとい、ダリルが動いた。

　たったの一歩。それだけで、巨体がフォックスの間ま合あいに踏ふみ込んでいた。

　拳こぶしが、まだ腕組みしたままのフォックスを薙ないだ。

　空から振ぶり。

「あんた、遅おそすぎ」

　苦く笑しようを浮うかべたフォックスが、ダリルの側面に現われた。

「──どっちがだ？」

　熱い息が、フォックスの束たばねた髪かみを揺ゆらした。同時に、目の前でダリルが霞かすんだ。

（残像──！）

　気づいた瞬しゆん間かん、フォックスは死んだ。

　頭が、ダリルの拳と共に壁かべの中へ沈しずんでいた。残された無傷の身体からだがびくんびくんと震ふるえた。

「ホウジョウにとっておいた切きり札ふだを使わせやがってぇ……」

　低く唸うなり、ダリルは拳を引き抜ぬいた。

　宇宙そらへと突つき抜けた孔あなが、フォックスの死体を内部酸素と共に吞のみ始めた。




　　　　◆




　日本時間、午前〇時三十分。

　国際宇宙ステーション、コアモジュール内、中央管制センター。

「ビッグチューブの第三ブロックに気圧異常。接続してるＵ‐７モジュールもだ。どうする？　このままじゃ、Ｕ‐７に隣りん接せつしてるモジュールから潰つぶれていくぞ？」

　オペレートシステムの一いつ角かくに座すわる初老の男が、斜ななめ向かいに陣じん取どる蔵木に指し示じを請こうた。

「ただちに、周辺の隔かく離り壁へきをシャットダウン。ここへ通じる全隔壁も下おろすんだ」

「全部を？　そんなことをしたら、フランコたちが戻もどって来れなく──」

　言い掛かけ、男は口を噤つぐんだ。彼らは、もう戻ってこないだろう。やってくるとすれば、それは彼らに勝利した侵しん入にゆう者しやだ。

「……まずい。電力不足で、ロングホールからここまではフォローできない。予備電源を使うぞ？」

　タッチセンサーキーに指先を滑すべらせながら、男が訊たずねる。ロングホールは、コアモジュールと直結されている二棟とう続きのモジュールで、かつては建設資材の格かく納のう庫こに使われていたが、今はがらんどうと化した〈空あき部べ屋や〉である。Ｕ‐７モジュールとは目と鼻の先だ。

「だめだ。予備電源は〈アルジャーノン〉に使われている……頼たのむ」

　蔵木が却きやつ下かし、センター内に残った二人の男たちへ目をやった。

「……わかった。最後の砦とりでは、我々に任まかせてくれ」

　言って、男はもう一人と共に席を立った。

「私は──」

　蔵木が、気密扉エアロツクへと向かう同どう志しを呼び止めた。

「──君たちとここまで来られたことを、誇ほこりに思っている」

「我々も同じだよ、クラキ博士。他のみんなもきっと……」

　男が振ふり返らずに、そう告つげた。

「地球よ、永遠なれ──エヴァーグリーン」

「エヴァーグリーン」

　最後の言葉を交かわした男たちを、気密扉エアロツクが静かに隔へだてた。




　　　　◆




　午前〇時三十三分。

　ロングホール内の空気は、どんよりと湿しめっていた。辛かろうじて供きよう給きゆうされるわずかな電力が非ひ常じよう燈とうをまばらに灯ともし、一辺三メートル弱の赤茶けた六ろつ角かく錐すいの空間をぼんやりと浮うかび上がらせている。

　ロングホール内にある隔離壁と気密扉エアロツクは全部で三。

　天てん井じようにある搬はん出しゆつ入にゆう通つう路ろの入り口は、ロングホールの格納庫としての役割が終わっているため閉じられている。ここだけは火か災さい時じの真しん空くう鎮ちん火かのために、電力なしで開閉できるようになっているが、少なくともこちら側から操そう作さしなければならないので、外から侵しん入にゆうされる恐おそれはない。

　問題は、ビッグチューブ方面に繫つながる突つき当たりの気密扉エアロツクだ。電力に関係なく、どちらからでも開くことができる。せめて、ホールを真ん中から仕切る大隔壁が下ろせればいいのだが、こちらは電力なしではどうにもならない。

　今、ここでできることは、気密扉エアロツクの向こうから来るであろう敵を待ち受け、〈天使殺しエンジエル・ダスト〉が完かん了りようするまでの残り十分余あまりの間、足止めすることだけだ。欧おう州しゆう連合のフライトスーツに身を包んだ二人の男は、ホールの真ん中で、最後の任にん務むに備そなえた。

　一分経過──遭そう遇ぐうの時は、突とつ然ぜん、訪おとずれた。

　低重力の空間をふわりと降くだる、小こ柄がらな身体からだ。出てきた先は、ホール上部のあちこちにある換かん気き孔こうのひとつ。女子供がどうにか通れる〈抜ぬけ道〉だ。

「──ウミノ博士っ？」

　目の前に降り立った人物を見て、男は思わずその名を口にした。

　いや、違ちがう。隣となりに立つ仲間が男の肩かたを摑つかみ、無言で首を振った。

　金きん髪ぱつのショートボブとは全く異ことなる、散ざん切ぎりの黒くろ髪かみ。顔は似ているが、こちらの方が精せい悍かんで大人おとなびてみえる。

「……君は？　どこへ行くつもりだ？」

　鳶とび色いろの瞳ひとみを向ける少年、或あるいは少女へ、男がふたつの質問をぶつけた。

「蔵木博士はかせに話がある」

　声で、少年だとわかった。

「クラキ、だって？　そんな男──」

「ああ、知ってる」

　見え透すいた噓うそを少年──ショウゴはぴしゃりと遮さえぎった。

「あんたたちは、蔵木じゃない。博士は──向こうだな」

　初老の男と、もの言わぬもう一人を一いち瞥べつし、彼らの後方にある気密扉エアロツクへ焦しよう点てんを合わせる。

「君は……やはり、ウミノ博士っ。いや、彼女を装よそおっていたんだな？」

　男の問いを無視して、ショウゴは歩きだした。

「待てっ……君が誰であろうと、この先には行かせん！」

　二人の男が、身み構がまえた。

「戦いは、望のぞんでいない」

　声が男たちの間を流れた。

　かすりもせずに後ろへ抜けた少年を、男たちが惚ほうけた顔で振ふり返る。

　直後、轟ごう音おんが、ホール内の淀よどんだ空気をビリビリと震ふるわせた。

　ビッグチューブの方角にある気密扉エアロツクが、枠わくを外はずれて床ゆかへ倒たおれたのだ。

「いちいち扉を閉めてんじゃねえええ！」

　鋼こう鉄てつの枠を押おし曲げ、巨きよ体たいがぬっと姿を現わした。

「こいつは、監かん視しモニターの──！」

　前方へ向き直った男が、化ばけ物ものじみた侵しん入にゆう者しやの顔を目のあたりにして息いきを吞のむ。

「ダリル・チェンバース！」

　緊きん張ちようが、ショウゴの全身を覆おおった。

　何回も死の淵ふちへ叩たたき落とされながら、その度たびごとに這はい上がってくる不ふ死じ身みの男。しかも、今のダリルは戦せん闘とう用よう半機械サイバーでありながら、〈主天使ドミニオン〉の歌声を受けつけないのだ。この状じよう況きよう、この場面において、まさに最強最悪の敵だ。

「──フランコたちを殺やったのは、こっちだ。先に片付けるぞ、トマス！」

　怖おぞ気けを振り払はらい、男が言った。

　トマス・バウアーがうなずき、《力場》をまとった。周囲の空気が煌きらめき、足元が氷点下の白に染そまった。

「何だぁ、お前ら？」

　ダリルの機械眼が左右に振れた。が、左の肉眼は男たちの後方にいる別の目標を捉とらえていた。

「おおおおぉお？……見いぃつぅけぇたぁあぞぉお」

　ダリルは、異なるふたつの眼で散切り頭の少年を睨にらみつけた。

「ホォオジョオオオ！」

　雄お叫たけびをあげたダリルの前に、男が両りよう腕うでを広げて立ちはだかった。両の脇わき腹ばらが破やぶけ、隠かくされていた一いつ対ついの義手がスパークを放つ金属の爪つめを伸のばした。

「いくぜぇえ、〈過熱ヒート〉ォオオオオオ！」

　切きり札ふだの名を叫さけび、ダリルが動いた。

　直後、男の機械仕じ掛かけの上半身は粉こな々ごなに砕くだけ、トマス・バウアーは壁かべに張り付く肉につ塊かいと化した。

（迅はやい──！）

　急きゆう襲しゆうした熱気を、ショウゴは紙かみ一ひと重えで右へ躱かわした。

　ショウゴの肉体部分の約七割は、〈複合細胞キマイラシエル〉と融ゆう合ごうしている。動植物両方の特性を兼かね備そなえたこの細さい胞ぼうは、日本では〈鵺ヌエの皮〉と呼ばれ、意志で細胞の性質を変化させたり、個々で作られたエネルギーを細胞間で移動させ、特定の運動に集中して使うことができる。

これにより、〈鵺ヌエの皮〉をまとう者は、常人を遥はるかに凌りよう駕がする攻こう防ぼう力りよくと迅さを得られるのだ。

「──ちい──いいい──！」

　ダリルの声と姿が途と切ぎれ途切れに遠ざかった。

（〈鵺ヌエ〉の力を使っているのに、奴やつの動きに追いつけない──一いち撃げきめは、距きよ離りのあったせいでタイミングをずらせたが、次は──）

　ショウゴは改あらためて、ダリルの能力に恐きよう怖ふした。

「くううう、逃にげるんじゃねえ、ホオォオジョオオ！」

　急停止したダリルが前方に姿を現わす。

「この〈身体ユニツト〉がいくら局地Ｂ戦型つっても、〈過熱ヒート〉は十分が限界なんだよぉおお！　マジメにやんねえと俺も楽な手使わせてもらうぜえぇ？」

　ダリルが喚わめいた。

　楽な手とは、たぶん、列車の時に使用した衛えい星せい兵へい器きのことだろう。それを使われたら一いつ巻かんの終わりだ。奴やつが直接戦せん闘とうにこだわっているうちに決着をつけねばならない。ショウゴは左手を握にぎり締しめた。

（ダリルに〈主天使ドミニオン〉は通じない。しかし、あの時、一いつ瞬しゆんだが奴の動きは止まった。ならば、歌声が無む効こうとなる数秒に賭かける価か値ちはある）

　高速移動で距離をとりながら、ショウゴは左ひだり腕うでを上げにかかった。

（歌え──）

　中ちゆう途とで、思考が切れた。

　遠とお退のく意い識しき、聞こえなくなる鼓こ動どう。

「──……うひゃひゃひゃ！」

　耳みみ障ざわりな声が、ショウゴを失しつ神しんの一歩手前から引っ張り上げた。

　ダリルが自分の脇わきにいた。血ち染ぞめの拳こぶしが胸むな元もとにめりこんでいる。

　ショウゴは賭かけに破やぶれたことを知った。左腕を使うためにエネルギーを割さいたため、スピードがほんのわずかだけ落ちてしまったのだ。

　血を吐はき、ショウゴはダリルの拳から吹ふき飛ばされた。

「よぉ～し」

　片腕を振ふり回し、ダリルは声を弾はずませた。壁へき面めんに叩たたきつけられ、ズルズルと落ちていくショウゴへ、軽かろやかなステップを踏ふんで近づいた。

「それじゃあ、とどめぇえ、いってみよお──ががっ？」

　ダリルの首が、がくんと曲がった。
















　左へ九十度傾かたむいた頭の上に、巨きよ大だいな鉄の塊かたまりが乗っていた──ダリルが破は壊かいした気密扉エアロツクの残ざん骸がい。

「誰だれだぁあ、こんなモン投げたヤツはああ？」

　曲がったままの頭をギリギリと回転させ、ダリルは周囲を見み渡わたした。

　すぐに機械眼が生命反応を捉とらえ、肉眼が姿形を見み極きわめた。

　真まっ青さおな髪かみを半面に垂たらした少女が、斜ななめ後方に立っている。

「マナコから離はなれて、バケモノ！　私が相手よ！」

　念動力の《力場》を広げつつ、少女──エミリーが両手を組んだ。

「まぁた、《能力者パワーズ》かよ」

　ダリルはぼやき、頭を揺ゆらして扉を落とした。

「いい加か減げんに気づけよ。俺に《力》なんて──」

　ダリルは身体の向きをぐるりと変えた。

「──通じねえってなあああ！」

　声より先に、《宇宙そら還がえり》の赤を宿やどした肉眼が、エミリーの目前に迫せまった。

《力場》はその瞬しゆん間かんになくなった。巨おおきな拳が、エミリーの胸にメキリと触ふれた。

「ぐはっ……」

　拳に押おし倒たおされたエミリーの口から、鮮せん血けつが噴ふき上がった。

「うひっ、このまんまぶっ潰つぶしてぇ……」

　ダリルの笑えみが固かたまった。

　拳こぶしが動かない。簡かん単たんに貫つらぬけるはずなのに、少女の胸の上で止まっている。

「違ちがううっ、これは、押し戻もどされて……？」

　狼狽うろたえるダリルを見上げ、少女が微笑ほほえんだ。右半面を覆おおう青髪がはらりと落ち、ダリルと同じケロイドの素す顔がおが覗のぞいた。

「この《力》……お前は……お前は──」

　ダリルの問いに、エミリーは小さくうなずいた。そして、白い右眼の中に、念反射の目もく標ひようを焼き付けた。

「──《先天能力者ナチユラル》かぁあああああああああ！」

　自分が放はなった拳と同等の力を食らって、ダリルは天てん井じようへ吹ふき飛んだ。

（……まだ、もう少し……）

　エミリーは右みぎ腕うでを伸のばし、手のひらを壁へき面めんに据すえられたボックスへ向けた。物ぶつ資しつ搬はん入にゆう通つう路ろの扉を開く緊きん急きゆう開閉装置。その中心めがけ、念動力をぶつけた。

　甲かん高だかい噴ふん射しや音おんと金属の擦すれ合う音が、天井で重じゆう奏そうを奏かなでた。

　宇宙そらへと続く、物資搬入通路の開放。

　天井へ飛んだダリルを受けとめるものは、もう何もなかった。連続開放で宇宙と繫つながった通路ヘダリルは回りながら吸い込まれていった。

「じょっ、じょっ、冗じよう談だんじゃねえ！　二度もおんなじ手でやられてたまるかよぉお！」

　ダリルは喚わめき、右腕で宙を搔かいた。

　身体からだが壁かべ際ぎわへ寄り、指先が壁面の溝みぞを探さぐり当てる。

　ダリルはガリガリと合金を引ひっ搔かき、流される身体にブレーキをかけた。

「ふざけやがって、あのアマガキめえ……」

　右腕を軸じくにして、仰あお向むけの身体を元来た方向へと起こす。

　瞬しゆん間かん、視界に鳶とび色いろの瞳ひとみが飛び込んだ。

「──……ハァアアアアアアア！」

　声と一いつ緒しよに、第だい一いち撃げきめが放たれた。

　エミリーの念反射を食くらった胸部の急所──雁がん下かへの拳けん撃げき。

　壁面に引っ掛かけていた指が外はずれ、身体が再び流れ出した。

「ホッ、ホウジョオォ……！」

　驚きよう愕がくに、ダリルの声がかすれた。

　ショウゴはじっとダリルを見み据すえ、次の拳を作った。

「ダッ！」

　第二撃め、雁下。

「ダッ！」

　第三撃め、雁下。

「ダッ！」

　第四撃め、雁下。

　続く攻こう撃げきも、みな同じ。

「ダッ！　ダッ、ダ、ダ・ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ……──」

　左右から繰くり出される拳こぶしの間かん隔かくが短くなり、遂ついには、ダリルにも捉とらえられなくなった。

　第百七撃めで、ショウゴは拳を止めた。だが、構かまえは解といていない。最後の一撃を左手が準備していた。

「て、て、てめえ……」

　絶たえ絶だえにダリルが言った。

〈身体ユニツト〉に致ち命めい的てきな亀き裂れつが生しようじていた。いかに強きよう靱じん無む比ひの新造生体でも、〈鵺ヌエ〉の力で一点を集中攻撃されたら、耐たえ得うるべくもない。ショウゴはダリルの動きが封ふうじられたのを見み逃のがさず、全力攻撃を仕掛けたのだ。

「ま、ま、まさか、捨て身で、くるたあ、な」

　剝むき出した歯が、カチカチと鳴った。

「捨て身だと？」

　近づいてくる通路の終わりへ目をやり、ショウゴが聞き返した。確かに、ここまま行けば、宇宙そらへ出る。〈鵺ヌエの皮〉も、苛か酷こくを極きわめる宇宙環かん境きようには適てき応おうできない。

「ま、いい、さ、第五ラウンド、は、地じ獄ごくで、な」

「御ご免めんだな」

　ショウゴは唇くちびるで笑った。

「今、逝いくのは、お前だけだ」

　そう告つげたショウゴの身体からだがゆっくりと停てい止しした。

　ダリルの身体は止まらない。

　物理法則に逆さからう何かが、ショウゴを引き戻もどそうとしていた。

「そう、か、てめえ、最初から、助かる、と、わかってて……汚きたねえ、ぞっ」

　ダリルが右みぎ腕うでをショウゴへ伸のばした。

「ノックアウトだ」

　ショウゴは左拳を繰くり出した。

　第百八撃め。

　雁下ではなく、十四年前と同じ、左顔面への一いち撃げき。

「──つっ、次は、必ずっ──必ずううううぅうううううぅ……」

　往おう生じよう際ぎわの悪い叫さけびをあげて、ダリルは宇宙そらへ消えた。

　ショウゴは、弱々しい牽けん引いんの《力》に護まもられ、順番に隔かく壁へきを閉じていく搬はん出しゆつ入にゆう通つう路ろを降くだった。

　やがて、眼下にロングホールへの入り口が見えてきた。

　その向こうで、ショウゴの無事な姿を認めたエミリーが、小さく手を振ふった。




　　　　◆




　日本時間、午前〇時四十二分。

　国際宇宙ステーション、コアモジュール、第五気圧調整室。

「……マナコ……」

　乾かわいた唇くちびるが、名前を呼よんだ。

「……ここにいる」

　横たわるエミリーの傍かたわらで、ショウゴが答える。

「わたし……もう、ダメみたい……」

　自分を見下ろす少年を碧あおい左眼に映うつし、エミリーが切なげに息いきを吐はく。

　ショウゴは何も言わなかった。そんなことはない、などという気休めの言葉を彼女は期き待たいしていない。

　銀のフライトスーツを染そめる赤。血の拭ぬぐわれた顔は、スノーダイン病に冒おかされた右眼と同じくらい白くなっている。

「……マナコ、もっと……近くで、顔を……」

　ショウゴは身を屈かがめ、覗のぞき込むようにエミリーへ顔を近づけた。

「あなた……男の子……だったんだ」

　もうわかりきった事実を確かめるように呟つぶやき、エミリーは片手を上げた。

　グローブに包つつまれた右の手のひらが、愛いとしそうにショウゴの頰ほおを撫なでる。

「黒い、髪かみも……似合うわ、マナ──」

　言い掛かけて、エミリーは唇を結んだ。目が、本当の名を問うている。

「ショウゴだ」

　ショウゴは自分の名を告げた。

「ショーゴ……」

　記き憶おくに刻きざみこむように、エミリーが呟く。

「……やっぱり、行くの？　父の、ところへ……」

「ああ」

　ショウゴは顔を上げ、正面の気密扉エアロツクへ目をやった。ＩＳＳ中央管制センター。扉の向こうに、〈天使殺しエンジエル・ダスト〉を進める蔵木仁がいる。エミリーの、そして、牧まき村むらまなみの父親が。

「……ショーゴ」

　呼び掛けに、目線を戻もどす。

「……父を、赦ゆるしてあげて……父が、本当に、憎にくんでるのは、自分自身……知ってるの、私……日本に、もうひとつの家族があって、姉ねえさんがいるって……」

　エミリーの眉み間けんが歪ゆがんだ。苦痛を生うんでいるのは、身体からだか、それとも心か。

　ショウゴは自分の頰に当てられていたエミリーの手を握にぎった。

　ややあって、表情が和やわらぎ、エミリーの呼こき吸ゆうが落ち着く。

「……神様がくれる運命はひとつなのに、父は、両方を手にとってしまった……でも、どちらも……父は、長い間苦しんでた……みんな、自分のせいだって……けど、私の母が死んで……変わってしまった……全すべてを、運命のせいに……〈主天使ドミニオン〉など存そん在ざいしなければ愛する女性ひとと出会わずに──彼女たちを不幸にせずに済すんだ、と」

　エミリーはまぶたを閉じた。

「連合の理想のため、なんて噓うそ……父は、自分を憎むことから逃のがれたくて……〈主天使ドミニオン〉を憎んだ……ショーゴの大たい切せつな、ものを……だから、止めてくれてもいい……けれど、父は、殺さないで……お願い……」

　ショウゴの手を握にぎり返し、エミリーが目を見開く。

「……俺の目的は、〈天使殺しエンジエル・ダスト〉を止めること──それだけさ」

　ショウゴはエミリーの手を彼女の胸に置いた。

「一いつ緒しよに行こう」

　エミリーの身体に両りよう腕うでを回し、そっと抱かかえ上げる。

「……ショーゴ」

　碧あおい瞳ひとみが揺ゆれ、白い頰ほおがかすかに赤らんだ。

「……私、男の子に──男の人にこんなことしてもらうの、初めてよ」

　エミリーが言った。

　はにかんだ笑えみが浮うかんで、消えた。

　立ち止まったショウゴの前で、中央管制センターへの気密扉エアロツクが上下した。




　　　　◆




　日本時間、午前〇時四十六分。

　気密扉エアロツクの開閉音に、男はキーボードを操そう作さする指を止めた。

「クレイマー？」

　部下を連つれ、侵しん入にゆう者しやの迎げい撃げきに出た旧友の名を呼びつつ、視線を左へ流す。

　開かれた扉の向こうに、少年が立っていた。

　黒い散ざん切ぎり髪がみ、輪りん郭かくの鋭するどい美しい顔。

「……ウミノ博士──その姿では、もう、そう呼ばなくていいか」

　男はシートを回して少年と向き合った。

「娘むすめを……看み取とってくれたのか？　君が」

　少年の腕に抱だかれたエミリーの亡なきがらへ目をやり、男はわずかに表情を歪ゆがめた。

「〈天使殺しエンジエル・ダスト〉は──まだ完かん了りようしていないようだな、ロバートソン。いや、蔵木博士」

　英国紳しん士しの仮面を付けた日本人を見つめ、少年──ショウゴが言った。

「途と中ちゆうまでは、騙だまされていたよ。実在する〈グリフィンナンバー〉ロバートソン大佐……そう思わされていた。あんたの、もう一人の娘に」

　ショウゴの言葉に、着色された碧あおい眼が震ふるえた。

「ロバートソンは世界暴ぼう動どう時、英国王室の警けい護ごに当たっていた。国外へは出ていない──これは宇宙そらへ発たつ前に、俺の相あい棒ぼうが仕入れた情報でね。たぶん、本物のロバートソンは今も封ふう鎖さされた英国の中だ。骨になってるだろうけど……〈複合細胞キマイラシエル〉は魔ま法ほうの衣ころもじゃない。殺人ウィルスの前には無力だ」

　ショウゴは室内へ足を踏ふみ入れた。一番近いシートへ歩み、冷たくなったエミリーの身体を下ろす。

「ロバートソン、イコール蔵木なら、列車で、護ご衛えいのはずのあんたを庇かばって死んだケンズブールの行動も説明がつく。それに、牧村まなみのピンチを救ったあんたの行動も……あんたは乗客の中にまなみを見つけてたんだ。それが急にいなくなって気になった。そこで一人で捜さがし回り、あの場面に遭そう遇ぐうした……今思えば、まなみも、初めてあんたを見た時から、自分の父親だと気づいていたに違ちがいない」

「彼女が……私を？　まさか」

　乾かわいた笑えみを浮うかべ、蔵木が首を振ふる。

「ならば、なぜ私を殺させなかったんだ？　あの娘こは、私を憎にくんでいる。だから、君を差し向けたんだろう？　日本政府からの暗殺指令と自分の母の復ふく讐しゆうを同時に果はたすため──違うか？」

「俺はテレパスじゃない。だが、人の心が単たん純じゆんでないことはわかっている。絶たえず揺ゆれ動き……表と裏が互たがいを欺あざむく……まなみも、あんたも」

ショウゴは注意深く、蔵木の方へ歩きだした。

「私が？　迷まよっているとでも？」

　蔵木の片手がキーボードへ掛かけられる。

　ショウゴは足を止めた。〈天使殺しエンジエル・ダスト〉の作業がどこまで進んでいるかわからない。もしあと数回のタッチで終わりならば、強きよう硬こう手しゆ段だんで止めるより、説得の方が安全だ。

「今までのあんたの行こう為いは、自分を欺くためのフェイクだ。連合の理念はそれを飾かざる建たて前まえ。〈天使殺しエンジエル・ダスト〉は、あんたにとって救すくいにはならない」

「君に何がわかるっ？　〈主天使ドミニオン〉はもう必要ない。いや、始めから在あってはならなかったのだ！　私は今こそ、あらゆる悲ひ劇げきの元げん凶きようをこの手で──！」

　キーボードに乗った手が、拳こぶしとなって戦慄わななく。

「破は壊かいしても変わらない。あんたが運命を呪のろうのを止やめない限かぎり、一時の気休めだ」

　ショウゴは説得を続けながら、すり足で距きよ離りを縮ちぢめた。

「黙だまれっ……」

　蔵木は、拳を広げた。指先がキーボードに立てられる。

「俺は、復讐を依い頼らいされた執しつ行こう代だい理り人にんとして、あんたを追ってきた。しかし、ここに──宇宙そらに法ほう律りつなどない。〈天使殺しエンジエル・ダスト〉を思い止とどまってくれるのなら、俺にはあんたを殺す理由はなくなる……エミリーはあんたの助命を俺に頼たのんだ。まなみは、最後まであんたが父親であることを俺に告つげなかった。二人とも、あんたの死を望んでいない。それでも、俺と──戦やるというのか？」

　ショウゴは、〈鵺ヌエ〉の力を両りよう脚あしに集めた。距離二メートル。全力でいけば、指より迅はやく蔵木を仕し留とめることができる。

「もう、後には退ひけんのだ」

　蔵木は立ち上がった。左手で手しゆ刀とうを成し、正眼の位置に構かまえた。右手はキーボードに乗ったまま。

「よせっ、半機械サイバーのあんたでは、俺に──」

　言葉の途と中ちゆうで、蔵木の右手が動いた。ショウゴは同時に音速の壁かべを越こえた。

　蔵木の手刀が、ショウゴの視界を斜ななめに下った。常人の目には影かげとしか映うつらないスピードも、それを上回る迅はやさをまとったショウゴには、疲ひ弊へいしたボクサーのファイナルブロー程てい度どにしか感じられなかった。

　手刀を躱かわしたショウゴの左ひだり肘ひじが蔵木の右みぎ肩かたを砕くだき、右拳が胸部中央の急所・水すい月げつに突つき刺ささった。

　脱だつ力りよくした蔵木の身体からだがシートへ沈しずんだ。

　ショウゴは拳を引くと、蔵木を押おし退のけ、彼専用のモニター画面を覗のぞき込んだ。

　──送信完かん了りよう。

「ば、馬ば鹿かな！」

　ショウゴはモニターに怒ど鳴なった。キーボードに触ふれたが、もはや何の反はん応のうも示さない。

「……無む駄だだよ」

　蒼そう白はくの顔を傾かたむけ、蔵木が言った。

「君が来る前に、完了していたんだ……」

「蔵木っ！」

　ショウゴは蔵木の胸むなぐらを摑つかんだ。

「止やめさせろ、すぐにだ！」

「……もう、遅おそい……見たまえ……始まった」

　蔵木の視線を追い、モニターへ目を戻もどす。右上にレーダー画面が開いている。

「下の半円は地球……その上の曲線がＩＳＳの軌き道どう……もうひとつあるだろう？」

　蔵木の言う通り、ＩＳＳと交わって半円の内側へ落ちていく曲線があった。

「その上を移動する光点が、〈主天使ドミニオン〉だ……間もなく、〈彼女〉はＩＳＳの真上を通過し、地球へと墜おち始める……」

　数字がレーダー画面の隅すみで、マイナスされている。残り、プラス五。

「止とめてくれ！」

　ショウゴの声がかすれた。

　──三、二、一。

「……ゼロ。おしまいだ……」

「貴き、様さまっ！」

　呻うめき、ショウゴは蔵木の首を絞しめた。

　電子音が鳴った。

　マスターを呼ぶ、人工知能のシグナル。

　画面の文字が、切り替かわった。

　──マタ、会エテ、ウレシイ、ボク。

　──アリガトウ、私モヨ、アル。

「……何だ、これは？」
















　蔵木が目を剝むいた。

　黄色い文字は、〈アルジャーノン〉。だが、赤い文字は、ビジター専用カラーだ。〈アイザック〉ではない。

　──会イニ、来テクレタ、ノ？

　──ソウヨ、アナタト。アト、モウ一人……。

「と……止まってる」

　蔵木が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　レーダー画面上で、光点がＩＳＳと重なっている。数字もゼロになったきり、マイナスへのカウントはされていない。

「失敗したのか！……そうなんだな？」

　ショウゴは蔵木に問いただした。

「信じられん……こんなことは……不可能──」

　爆ばく音おんが、蔵木の否定をかき消した。

　巨きよ大だいな縦たて揺ゆれにピラミッドが震ふるえ、空中廊ろう下かが悲鳴をあげて傾かしいだ。

　火花と白はく煙えんがそこかしこで噴ふき上がり、照明が三度瞬またたいてから、黄色く変わった。

　──緊きん急きゆう事じ態たい発生！　生命維い持じシステム、圧力監かん視しシステム、電力供給ラインに重大被ひ害がい。直ただちに、対たい処しよしてください！　要避ひ難なん準備の可能性を考こう慮りよのこと！

　五か国語の文字がモニター群ぐんに表示され、電子音が目め覚ざまし時計の如ごとく、行動をせきたてる。

「一体、これは──？」

『──……うひっ』

　放送用スピーカーが、ショウゴに答えた。

『うひゃ、ひゃ、ひゃ……』

　聞き覚えのある、耳みみ障ざわりな笑い声。

「ダリル・チェンバース──生きていたのか！」

　天てん井じようを仰あおぎ、ショウゴが叫さけんだ。

『みぃんな、みんなぁあ、ベルを鳴らして、ブチ殺すぅうう』

　宇宙そらのどこかで、ダリルが皆みな殺ごろしを宣せん言げんした。




　　　　◆




　日本時間、午前〇時五十四分。

　地上五百キロ、地球周回軌き道どう上じよう。

　ダリル・チェンバースは、ＩＳＳの真上から、嚙かじられたドーナツ部分を満足そうに見下ろしていた。

　米本土防衛衛星フロストベルズのひとつ、イエローベルが放った荷か電でん粒りゆう子しビームの爪つめ痕あと。地球上の目標と比くらべ、磁じ場ばによる影えい響きようが少ないので、命中率は飛ひ躍やく的てきにあがっている。

　エネルギーの再さい充じゆう塡てんまであと百秒足たらず。次の発射では、中央部の真ん中あたりを狙ねらってみよう。その頃ころには、喚よんでおいたレッドベルが六連装の電磁レールガンをもってくるだろうから、乗り換かえてみるのもいい──真下で収しゆう束そくを始めた荷電粒子の熱にのぼせながら、ダリルはほくそ笑えんだ。

　──再充塡マデ、六十秒。目標ヲ指示願イマス、マスター〈ＤＡＲＩＬ〉。

『よぉし、サーチシステムを視神経と繫つなげ』

　イエローベルの端たん末まつと接続融ゆう合ごうしたダリルの頭に、搭とう載さいされた光こう学がく照しよう準じゆん装そう置ちの情報が伝達された。

『目標はぁ、中央部のぉ……』

　機械眼を動かし、ＩＳＳの中央に固かたまるモジュール群を吟ぎん味みする。

　と、モジュールのひとつに動きが生じた。中央部の先せん端たん近く、連れん絡らく船せん用ようのドッキングモジュールが側面を開き、リフトを迫せり上げる。

『……うおっ？』

　ダリルの視界がぶるると震ふるえた。

　船外用気密服に身を包んだ何者かが、リフトの上に乗っている。

　倍率アップ、焦しよう点てん自動──ダリルの命令に、イエローベルが即そく座ざに応こたえた。

『ダリル──そこにいるのか？』

　外部よりの音声が、ダリルに届とどいた。

『ホッ……ホウジョオオ！』

　視界にくっきりと映うつった顔を見て、ダリルが唸うなった。

『うひっ、グッドタイミングだぜえ。てめえから、わざわざ的まとになりにくるとはなあ』

『まさか、それで、俺を射うつつもりじゃないだろうな？』

　頭上に浮うかぶ衛星兵器を見上げ、ショウゴが訊きいた。

　まるで教会の塔とうに吊つられた大おお鐘がね。その内側で、チカチカと蛍けい光こうが瞬またたいている。

『つもりじゃなくて、射つに決まってんだろおおがあ！』

　ダリルが喚わめき返してくる。

『止やめた方がいい』

　言って、ショウゴは左手を掲かかげた。

『何、ほざいてんだぁ、てめえ？』

『警けい告こくだ』

『うひゃひゃひゃひゃ！　懲こりずに〈主天使ドミニオン〉を使うってか？　物もの忘わすれが激はげしいらしいなあ？　俺には、ウルフ・ジャミングがある。歌声は聞こえやしねええ』

『わかっている』

　ショウゴは人差し指を作った。そして、数十キロ圏けん内ないに在るはずの《主天使ドミニオン》へ、祈いのりを送った。

　──我われ、慟どう哭こくにより目め醒ざめたり。故ゆえに我請こう、安き眠ねむりのため、汝なんじの声を──。

『馬ばあ鹿かがっ！　一発で宇う宙ちゆう塵じん以下にしてやるぜええ！』

　ダリルは、荷か電でん粒りゆう子しビームの発射を、イエローベルに命じた。

　──充じゆう塡てん完かん了りよう、発射スリーカウント──３、２……。

　光が、鐘型の衛星兵器を黄色に染そめた。

『歌え、〈主天使ドミニオン〉──！』

　ショウゴが叫さけんだ。

　閃せん光こう。

　超ちよう高こうエネルギー粒子の槍やりは、何事もなく正常に放たれた。

　だが、その矛ほこ先さきは何も捕とらえず、深い宇宙の底へと落ちていった。

『ばっ、ばっ、ばっ、馬鹿なっ、なっ、なっ！』

　激しく振ふれる音声が、ショウゴのヘルメット内に響ひびいた。

　ショウゴは掲かかげていた左手をゆっくりと下ろし、墜おちていく衛星兵器を指した。

　ビームを放った大おお鐘がねの上に、もうひとつの鐘が乗っていた。地球を極きよく軌き道どう──縦たて回まわりでめぐっていたレッドベル。それが〈主天使ドミニオン〉に導みちびかれ、イエローベルの頭上から体当たりしたのだ。軌道を完全に外はずれた二基の衛星は、まっすぐ大たい気き圏けんへと降こう下かしていた。

『なっ、なっ、何でだああ？　〈主天使ドミニオン〉の歌声は、俺に通用しねえはずうう』

『……その通りだ』

　ショウゴが答えた。

『歌声は、お前だけには届かない。但ただし、お前が操あやつる他の兵器は別だ』

『にゃ、にゃにいいいいいっ？』

『ダリル……本当に、気づいていなかったのか？』

　ショウゴが呆あきれたように訊きいた。

『お、俺、俺って、俺って──』

　ダリルの声が戦慄わなないた。

『──やっぱり、バカなのかぁああああああああああああああああああああ──……』

　音声が遠ざかり、炎ほのおの唸うなりにとって代かわられた。

　太平洋の青をバックに、赤とオレンジと黄色の光が、流星の尾おを引いて墜おちていくのを、ショウゴはただじっと眺ながめ続けた。








十　ウィズ・ラヴ









　日本時間、午前一時二十分。

　明めい滅めつするぼんやりとした光と、近づいてくるサイレンの音が、蔵くら木き仁じんを昏こん睡すいから呼よび覚さました。

「目が覚めちまったみたいだな」

　回転する黄色灯に顔をしかめる蔵木へ、傍かたわらに座すわるショウゴが声を掛かけた。

「警けい報ほうもさっきから止まらないんだ」

「……いずれ、止やむよ……電力も長くは持たない」

　言って、蔵木は上体を起こした。骨が軋きしみ、息いきが詰つまる。が、痛みはそれほど感じない。

「モルヒネを射うっておいた……ここに備そなえてあったんでね」

　クッション仕し様ようの壁へき面めんで囲かこまれたマイクロバスほどの空間を見回し、ショウゴが言った。コアモジュールに設せつ置ちされた緊きん急きゆう退たい避ひブロック。ここにいれば、外がどうなろうと安全だ。但ただし、酸さん素そがもつ限かぎり。

「……君が、連つれてきてくれたのか？」

　柔やわらかな壁かべに背をもたせ、蔵木が訊きいた。

「生命維い持じ関連のモジュールが全ぜん滅めつでね。外がやばくなったんで、ここへ運んだ」

「何で、わざわざ……私など助ける義ぎ理りはなかろう」

「あんたの娘むすめとの約やく束そくを守った……〈天使殺しエンジエル・ダスト〉も失敗だったしな」

「……そうだった」

　蔵木がぽつりと呟つぶやいた。

「ひとつ……訊いていいか？」

　ショウゴの問いに、蔵木が目でうなずいた。

「十年前……あんたは、まなみの母親を殺したそうだが、何ですぐに国外へ逃にげなかったんだ？　それに、《復ふく讐しゆう法ほう》を適てき用ようされたあんたが、その途と中ちゆうで欧おう州しゆうへ逃げたのは、七日目だそうじゃないか。あと少しで無む罪ざい放ほう免めんって時に、〈永えい久きゆう被ひ告こく〉の道を選ぶなんて普ふ通つうじゃない」

「……妻つまだよ。向こうの──エミリーの母親が病気でね。危あぶなかったんだ。せめて、彼女の方は私が看み取とってやりたくて……」

「──せめて、彼女の方は？」

　ショウゴが聞き返した。

「確たしか、あんたは、まなみの母親を殺したんだよな？」

　蔵木の横顔が強こわばった。

「……なるほどね」

　ショウゴは目を閉じた。

「牧まき村むらまなみは……母親の死が自殺だったという事実を？」

「……知らないよ。だが、それが彼女にとって最良だと思った。愛していた母親に殺されかけたという真実より、嫌けん悪おしていた父親が殺人者である方が。だから、私は犯はん人にんとして名乗りでた。まなみの母親が持っていた無む理り心しん中じゆうを詫わびる遺い書しよは処しよ分ぶんして……まなみは、気き丈じようにみえるが、人一倍繊せん細さいで弱い子なんだ。きっと真実には耐たえてゆけない。そう思った……」

　横顔がうつむき、深い溜ため息いきが唇くちびるを震ふるわせた。

「……頼たのみがある」

　溜め息の終わりから、言葉が生しようじた。

「あの子には、今の話は決してしないでほしい。腹はら違ちがいの妹いもうとがいたことも──知れば、彼女は妹殺しの罪つみに苛さいなまれ、壊こわれてしまうだろう……あの子が殺したのは、あくまで、母親の仇かたきである父一人。それでいい。私を憎にくみ続けることで、あの子は壊れないで生きていける……約やく束そくしてくれるか？」

　蔵木は顔を上げ、ショウゴを窺うかがった。

「ああ、安心してくれ」

　ショウゴが言った。

「だが、そんな約束しなくても、大だい丈じよう夫ぶさ。どうせ、ここで干ひ涸からびる。死人に口なしだ」

「君は、本当にこのまま死ぬと思ってるのか？」

　蔵木は左手を床ゆかに突ついた。それを軸じくに脚あしを引き、よろよろと立ち上がった。

「どこへ行くつもりだ？」

　ショウゴが怪け訝げんの表情で、蔵木を見上げた。

「還かえるんだよ、地球へ」

　気密扉エアロツクの横にある操そう作さパネルへと歩み、蔵木が答えた。固かたくなった指を動かし、タッチセンサーキーのアルファベットで文字を作る。

「そこ、開くぞ」

　蔵木が言うや、ショウゴの前で床が落ちた。

「これはっ？」

　床から跳はね起き、ショウゴが訊きいた。

　開かれた孔あなの二メートルほど下に、小さなシートが見える。

「第三次建設時の作業員用脱だつ出しゆつポッドだ。二十年ものだが十分使える。早く、乗れ」

　蔵木にせかされ、ショウゴは床下に降おりた。

「──どうだ？」

　孔の縁へりから蔵木が顔を覗のぞかせる。

「ずいぶんと懐なつかしい型だ。ワンシートしかないが……重量は平気だろうな」

「心配ない」

　蔵木が答え、そして、搭とう乗じよう孔こうが閉じた。

「おいっ！」

　ショウゴは手を伸のばし、扉とびらを叩たたいた。

『間もなく、射出する。準備を』

　蔵木の〈声〉が通信機のスピーカーから流れた。

「どういうつもりだ、蔵木博士はかせ？」

『見ての通りだ。そのポッドは一人乗り。元々、それでエミリーだけ逃にがすつもりだった』

「馬ば鹿か言え！　あと一人くらい何とかなる！」

　マイクを取り、ショウゴが怒ど鳴なる。

『どうにもならんさ。それに、突とつ入にゆう時じの衝しよう撃げきに耐たえられるほど、私の体力は残っていない』

「いいから、開けろ！」

『だめだ。エミリーは君のことを好いていた。たぶん、友達としてだろうが……あの子なら、きっと自分ではなく君をそれに乗せるに違ちがいない……』

「待て、蔵──」

　射しや出しゆつの衝撃が、ショウゴを突つき飛ばした。

『……無事……帰き還かんを……』

　蔵木の最後の〈声〉が、雑音に吞のまれた。




　　　　◆




　日本時間、午前一時三十分。

　薄うすくなる空気と、低くなる圧力の中、蔵木仁は一人、中央管制センターのピラミッドの前に座すわっていた。いや、一人ではなかった。腕うでの中には、もう一人、大切な娘むすめエミリーがいた。

　こうして抱だいてやるのは、何年ぶりだろう。もの言わぬ娘の髪かみを撫なでながら、蔵木は思った。あと数十分、或あるいは一時間もすれば、ここは冷たい死の世界と化す。しかし、彼に恐きよう怖ふはなかった。娘と同じ魂たましいという存そん在ざいとなるのを、静かに待った。

　ピ、ピン。

　電子音が鳴った。

　砂すな嵐あらしに閉ざされていた目の前のモニターがブルーを映し、ゆっくりと文字を並ならべ始める。

　──サヨウナラ。

　文字カラーは赤。ビジター専用。

「……〈主天使ドミニオン〉……」

　蔵木は思わず呟つぶやいた。だが、かつて打ち上げたどの〈主天使ドミニオン〉にも、会話を可能とする人工知能は積つんでいない。

　──サヨウナラ、ホウジョウ。

　ふたつめの文字に、蔵木の目が釘くぎづけとなった。

「ホウジョウ……そうか。まなみの送ってきた、あの少年……彼は、ホウジョウだったのか……フフ、フフ……それで、〈彼女〉は……」

　蔵木の呟きに、力ない笑いが混まじる。

「はじめから……〈彼女〉は自分の意志で、ここへ……そうか……」

　涙なみだが、理由もなく蔵木の頰ほおを伝った。

「最後に……君と会えてよかったよ……博士」

　モニター画面に向かって、蔵木が語かたり掛かけた。

　──私、モ。

　と、文字が答えた。




　　　　◆




　日本時間、午前一時三十三分。

　脱だつ出しゆつポッドは、自動運航システムに従したがい、姿し勢せい制せい御ぎよの噴ふん射しやを開始した。

　これより、ポッドは耐たい熱ねつ装そう甲こうを下に向け、大たい気き圏けんへの突とつ入にゆうコースに入ることになる。

　ショウゴは身体からだをシートに固定して、頭上にある小さな窓まどから遠ざかるＩＳＳを見つめていた。

　理想と私し怨えんに散ちった十人の男女が眠ねむる、鋼こう鉄てつの墓ぼ標ひよう。

　ショウゴは祈いのりを捧ささげるようにまぶたを閉じた。

　電子音が鳴った。

　通信機の受信を報しらせるコール。

　ショウゴは目を開いた。

　通信機からの音声はなかった。

　代かわりに、窓の彼方かなたで、眩まばゆい瞬またたきが起こった。

（──〈主天使ドミニオン〉？）

　ショウゴは左手をもたげ、頭上の光へ伸のばした。

　瞬きが止やみ、機械仕じ掛かけの手のひらが虚むなしく宙ちゆうを摑つかんだ。




　　　　◆




　　　　◆




　七月十四日。

　午前二時四十分。

　タネガシマ宇う宙ちゆうセンター。

　降ふりしきる雨の中、専せん守しゆ防ぼう衛えい空軍のＶ‐２２Ｊオスプレイが、ライティングされたオオサキ射しや場じようの予よ備び滑かつ走そう路ろに着陸した。

　戒かい厳げん令れい下かにあった二日前とは打って変わって、射場周辺は閑かん散さんとしていた。

　出で迎むかえは、たったの三人。

　宇宙で苛か酷こくな任にん務むを完まつとうし、ポッドで落下したインド洋から一日がかりで帰き還かんした英えい雄ゆうを迎えるには、余あまりに寂さびしい人数だ。

　しかし、当の本人にはこの方が好ましかった。変に騒さわがれるのは、性しように合わない。必要最低限で十分だ。ショウゴは軽かろやかに、開かれたカーゴ・ドアを下り、濡ぬれたアスファルトを踏ふんだ。ここへ来るまで船と航こう空くう機きばかりだったから、約二日ぶりの地上だ。

「よっ、ごくろーさん！」

〈必要最低限〉の男が、一番に声を掛かけてきた。

「どうだった？　十何年ぶりかの宇宙そらは？」

　傘かさを差し出し、エイジが訊きいた。

「ひどいめに遭あった」

　ショウゴの答えに、エイジは表情を曇くもらせた。宇宙そらは、ショウゴにとって、いわば〈鬼き門もん〉。今回もそれは同じだったようだ。

「だが、ホシはきれいだったぜ」

　暗い顔のエイジに気づき、ショウゴが笑えみを浮うかべてみせる。

「特に、最後に見たやつは──」

　近づいてきた気け配はいに、ショウゴは言葉を切って振ふり返った。

　牧村まなみとユラユイ。〈必要最低限〉以上の出迎え。

「報ほう告こくを聞きに来たわ、ホウジョウ」

　レインコート姿のまなみが、ショウゴを見み据すえた。その後ろで、白衣を濡ぬらしたユラユイがまなみに傘を差しかけている。

「〈上〉にしてあるはずだが？」

「お前の口から聞きたいのよっ」

　まなみの声が荒あらくなった。

「ああっと、マナ姉ねえ、こんなとこじゃなんだから──」

「エイジ君、お願ねがい」

　まなみに睨にらまれ、エイジがすごすごと引き下がる。

「報告を」

　まなみは、ショウゴへ視線を戻もどした。

「〈ホーキング〉の乗員は、俺おれ以外、全員死し亡ぼう。〈天使殺しエンジエル・ダスト〉は未み然ぜんに防ふせがれた」

　明めい瞭りよう簡かん潔けつに、ショウゴが告つげた。

「蔵木はっ？」

　間かん髪はつ入いれず、まなみが問うた。

「……死んだよ」

　その一言に、まなみの大きな瞳ひとみが潤うるみを帯おびた。

「……殺したの、お前が？」

　嚙かみ締しめるような口く調ちよう。

　ショウゴはじっとまなみを見つめた。

　まなみは、恐おそらく、父親が殺人者ではないことに気づいている。娘むすめのためを想おもい罪を被かぶったのだということも。しかし、大好きな母を裏切り悲劇の選せん択たくへと追い込んだ男の想いを受け入れ難がたく、愛あい憎ぞうの間で揺ゆれ続けてきた──だからこそ、蔵木への復ふく讐しゆうを依い頼らいしながら、ロバートソンが父であることを告げなかったのではないだろうか。もしそうなら、蔵木が自ら死を選んだという事実は、まなみにとっては重すぎる十じゆう字じ架かだ。

　──憎にくみ続けることで、あの子は壊こわれずに生きていける。

　蔵木仁の言葉が、ショウゴの耳に蘇よみがえった。

「どうなの？」

　無言のショウゴに、まなみが詰つめ寄よる。

「──そうだ」

　ショウゴはうなずいた。

「俺が、《復讐法》で裁さばいた」

　まなみの頰ほおが強こわばった。眉み間けんが歪ゆがみ、怒いかりと憎しみを抑おさえる震ふるえが瞳を揺らした。

「……そう」

　まなみはやっとのことで言葉を発すると、踵きびすを返して滑かつ走そう路ろを歩きだした。

「礼を言うよ、ホウジョウ」

　ユラユイが言葉を残し、まなみを追った。

「……礼だって？　何でアイツに礼言われなきゃならないんだ？」

　まなみたちが闇やみに消えたのを見み計はからい、エイジが口を開いた。

「しっかし、マナ姉ねえ……ますますショウゴのこと目の敵かたきにしそうな雰ふん囲い気きだったなあ。なんつったらいいか……いくら恋こい敵がたきとはいえ、ちょっとは──」

「いいんだ、エイジ」

　相あい棒ぼうの言葉を遮さえぎり、ショウゴは傘かさを受け取った。

「憎まれるのは慣なれてる」

　開いた傘が闇に揺れた。

「へっ……愛されるってことにも慣れてくれよな、そろそろ」

　もうひとつの傘が追いつき、仲なか良よく並ならんだ。








あとがき









　オッス！　オラ悟ご空くう…じゃなく、青田！（一字も合ってない…）読者のみんなに元気を分けてもらったおかげで、何とか元気玉（三冊め）を作れることになったオラは、もっとでっかくしようと自分の気をこめてたら……

　危あやうく潰つぶされそうになってしまいました。

　というわけで、半年もお待たせしてしまって、ごめんなさい。別にＤＶＤプレーヤーを購こう入にゆうした嬉うれしさの余あまり映画を見まくっていたからとか、セ○のド○ーム○ヤスト電でん撃げき撤てつ退たいにショックを受け（何回、私を裏切れば気が済すむのだ○ガ！）、百タイトル近い所有ソフトをヤケ気ぎ味みにプレイしていたからとか、そんな理由で遅おくれたわけではありません（本当ですよ、Ｍさん！　これはジョークです）。でも、お待たせした分、今回の『ジャッジ』はシリーズ最高の増ページ！　そしてお値段も……ああっ、申もうし訳わけありませんっ。つっ、次は必ずうううぅう（何を？）

　当初は、二十一世紀の春先刊行予定だったのですが、いつの間にやら、梅雨つゆ間近……ホントは更さらに遅れる危険もあったのですが、編集のＭさんのご尽じん力りよくにより、何とかデビュー一周年記念的な時季に出させてもらうことができました。この場を借かりて、深く感かん謝しやの意を表させていただきます。そして、恐おそらくは、私の原げん稿こう待ちで時間カツカツのイラスト発注であったろう大おお峰みね先生にも厚あつく、否、熱く御おん礼れい申し上げます──って何かもう締しめ括くくりにかかってますが、まだページが余ってるようなので続けますね。

　さて、今回の『ジャッジ』は、シリーズ初めての遠えん征せい編へんです。行く先は、二〇〇一年と言ったら、もうあそこを旅するしか！……という安あん易いな考えでは決してありませんが、宇宙です。

　この宇宙編は、私としては、もう少し先に位置するエピソードと考えていたのですが、打ち合わせの際、「牧まき村むらまなみ（新登場の重要人物）を出すなら、彼女絡がらみのストーリーの方がよいでおじゃる」というご神しん託たくがくだり、第三エピソードに繰くり上がったものであります。もう少し先って、一体いくつエピソードがあるんだよ？……という方のために触ふれておきますと、第三作めにして、ようやく中間地点が見えてきたかな～てな感じです。

　シリーズものを手て掛がける作家さんの中には、主人公がどういう結末を迎むかえるか既すでに決めているという方（劇げき画が『ゴルゴ13』のさいとう先生など）がいらっしゃいますが、私もそうです。メインとなる（続ける上で外はずせない）エピソード数もショウゴたちのたどる運命も一応決めてあります。ワケもなくダラダラ長くしてるわけではありませんので、今後とも是ぜ非ひ、おつきあいいただけたらなあ、いや、マジメにそう思っております。ハイ、なるべく早く書けるよう、その……ガンバリマス。

　それから、毎度おなじみの各種考こう証しようですが、おかしなトコは、未来だからっつーことで……いいよね、ドラ○もん？

　あと、〈ウルフガン〉について、あまり詳くわしい説明がなされていませんが、今後明らかとなります。ちなみに〈ウルフガン〉は略りやく称しようです。決して、青田が学生時代に撮とり損そこなったヘッポコ特とく撮さつ映画のヒーロー名ではない……と思いたい。

　あ、そう言えば、この本が出る少し前のＤＭドラゴンマガジンに、『ジャッジ』が特集されたのをご存じでしょうか？（自分で幻まぼろしとか言ってた短たん篇ぺんも、新しいのを載のっけてもらった）編集さんからお話をいただいた時には、「まだ二作しか出してへんのに、ええんか？」と思いましたが、やはり嬉うれしいものです。大峰先生の美び麗れいなイラストが満まん載さいで、ヴィジュアル好きの私としては満まん足ぞくでした。でも、読むとこ少ないよ……という方もおられたでしょうが、そこはそれ！　だって、ほら、まだ二作めだし……堪かん忍にんして♥

　特集を見そこなったよ～という方！　大だい丈じよう夫ぶ！　ほら、あなたの元気を少しだけ、私に分けてくだされば……また、でっかい元気玉（夢の特集第二弾）が！　これでフ○ーザもイチコロッす！（意味不明）てなわけで、恒こう例れいの一言を……

　みんな、オラに元気を分けてくれぇえ～！


（そろそろクレームがきそうだな）



　え～と、もうすぐページが埋うまりそうですね。え？　クイズ？　『もぉ、ワガママなんだからぁ』（ＣＶ矢や島じま晶あき子こ）今回は映画タイトルや俳はい優ゆうの名前を使いまくってるので、クイズになりません。でも、もしも、全部わかった人がいたら誉ほめます。いつかどこかで答えを発表できるといいんですけどね。じゃ、前回の答えを言え？　やだな～、絶対引くもんな～。仕方ないな～（実際、問い合わせあったし）。じゃ、発表します。正解は──チャック・コナーズです（殺し屋フロッグマンの苗みよう字じに使用した）！

　し～～ん……。

　コアすぎて、誰だれもついてきてないのが目に見えるようです。（彼の代表作は『マッドボンバー』『デビルズゾーン』（ＤＶＤ有）日米合作の『復活の日』にも出演してました）

　では、また半年……あわわ、近いうちに、あとがきでお目にかかれることを切望しつつ、本ページを終わらせたいと思います。ご静読ありがとうございました（本編も読んでね♥）


平成十三年五月




青田　竜幸
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